
獨協大学

情報科学教育プログラム（初級レベル）

学部・学科によって、修了要件は相違する

外国語学部

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

データサイエンス基礎科目群（自然・環境・人間2（教養としてのデータサイエンス）、自
然・環境・人間２(AI・数理データサイエンスを読み解くa)、自然・環境・人間２(AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb)、情報科学概論、特殊講義a（データサイエンス入門a）、現代社
会1（数理・データサイエンス・AI））及び数理情報リテラシー実践科目群（情報科学各論
（情報処理演習[総合]、情報処理演習[英語]、情報処理演習[ヨーロッパ言語]、Word中
級、Office中級、Excel・プレゼンテーション中級））からそれぞれ１科目２単位、合計２科
目４単位以上を修得すること。

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 2 科目

4 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

自然・環境・人間2（教養としてのデータサイエンス） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然・環境・人間２(AI・数理データサイエンスを読み解くa) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然・環境・人間２(AI・数理データサイエンスを読み解くb) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報科学概論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特殊講義a（データサイエンス入門a） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代社会1（数理・データサイエンス・AI） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報科学各論（情報処理演習[総合]） 2 ○ ○ ○ ○

情報科学各論（情報処理演習[英語]） 2 ○ ○ ○ ○

情報科学各論（情報処理演習[ヨーロッパ言語]） 2 ○ ○ ○ ○

情報科学各論（Word中級） 2 ○ ○ ○ ○

情報科学各論（Office中級） 2 ○ ○ ○ ○

情報科学各論（Excel・プレゼンテーション中級） 2 ○ ○ ○ ○

（２）選択必須科目（プログラムを修
了するために一定の条件のもと履修
しなければならない科目）

（３）選択科目（プログラムを構成す
る科目のうち「必須科目」「選択必須
科目」のいずれにも該当しない科目）

モデルカリキュラム対応状況

（１）必須科目（プログラムを修了す
るために必ず履修しなければならな
い科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ず
しもイコールではない

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和８年度申請用

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

様式１

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等名

プログラム名



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、ロボット　「教養としてのデータサイエンス」(1回目)、「AI・
数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(1回
目)、「情報科学概論」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(1回目)
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化　「データサイエンス
入門a」(2回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会　「教養としてのデータサイエンス」(1回
目)、「データサイエンス入門a」(2回目)、「数理・データサイエンス・AI」(2回目)
・複数技術を組み合わせたAIサービス　「データサイエンス入門a」(3回目)、「数理・データ
サイエンス・AI」(5回目)
・人間の知的活動とAIの関係性　「教養としてのデータサイエンス」(1回目)、「AI・数理
データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(1回目)、
「情報科学概論」(12回目)、「データサイエンス入門a」(3回目)、「数理・データサイエンス・
AI」(5回目)

1-6

・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど）　「教養とし
てのデータサイエンス」(6回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回目)、「情報
科学概論」(9回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーショ
ンなど)　「教養としてのデータサイエンス」(5回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解く
a」(3回目)、「情報科学概論」(10回目)、「データサイエンス入門a」(6回目)、「数理・データ
サイエンス・AI」(5回目)
・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル　「AI・数理データサイエンスを読み解くb」
(3回目)、「情報科学概論」(10回目)

1-2

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど　「教養とし
てのデータサイエンス」(2回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)
・1次データ、2次データ、データのメタ化　「教養としてのデータサイエンス」(2回目)、「AI・
数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回
目)、「情報科学概論」(3回目)、「データサイエンス入門a」(5回目)、「数理・データサイエン
ス・AI」(3回目)、「情報科学各論（情報処理演習[総合]）」(11回目)、「情報科学各論（情報
処理演習[英語]）」(10回目)、「情報科学各論（情報処理演習[ヨーロッパ言語]）」(10回
目)、「情報科学各論（Word中級）」(13回目)、「情報科学各論（Office中級）」(7回目)、「情
報科学各論（Excel・プレゼンテーション中級）」(9回目)
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）　「教養としての
データサイエンス」(2回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「情報科学
概論」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(3回目)
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）　「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1
回目)、「情報科学概論」(8回目)

1-3

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)　「教養としてのデータサイエ
ンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(3回目)、「情報科学概論」(12回
目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど　「教養としてのデー
タサイエンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(2回目)、「情報科学概
論」(9回目)、「データサイエンス入門a」(2回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など　「教
養としてのデータサイエンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(3回目)
・対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など生成AIの応用
「情報科学概論」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)

授業に含まれている内容・要素

（１）現在進行中の社会変化
（ 第 ４ 次 産業 革命 、 Society
5.0、データ駆動型社会等）に
深く寄与しているものであり、
それが自らの生活と密接に結
びついている

（２）「社会で活用されている
データ」や「データの活用領
域」は非常に広範囲であっ
て、日常生活や社会の課題を
解決する有用なツールになり
得るもの



1-4

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・
データ同化など　「教養としてのデータサイエンス」(4回目)、「データサイエンス入門a」(11
回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の
可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など　「教養としてのデータサイエン
ス」(4回目)、「データサイエンス入門a」(9回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など　「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(8回目)、「情報科学概論」(9回目)
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ　「AI・数理
データサイエンスを読み解くa」(11回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(10回
目)、「情報科学概論」(6回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・認識技術、ルールベース、自動化技術　「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・マルチモーダル（言語、画像、音声など）、生成AIの活用（プロンプトエンジニアリング）
「情報科学概論」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)

1-5

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的
データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決に向けた提案）「情報科学
概論」(12回目)、「データサイエンス入門a」(2,5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回
目)
・教育、芸術、流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデー
タ・AI利活用事例紹介　「教養としてのデータサイエンス」(5,6回目)、「AI・数理データサイ
エンスを読み解くa」(2~14回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回目)、「データ
サイエンス入門a」(2回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)

3-1

・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）　「教養としてのデー
タサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(5回目)、「データサイエンス入門a」(4回目)、「数理・データサイ
エンス・AI」(12回目)
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト　「教養
としてのデータサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、
「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護　「教養としてのデータ
サイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)「データサイエンス
入門a」(4回目)、「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）　「教養としてのデータサイ
エンス」(9回目)
・データバイアス、アルゴリズムバイアス「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・AIサービスの責任論　「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(10回目)、「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(5回目)
・データガバナンス　「教養としてのデータサイエンス」(9回目)
・データ・AI活用における負の事例紹介　「教養としてのデータサイエンス」(9回目)、「AI・
数理データサイエンスを読み解くa」(9~13回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」
(5回目)、「情報科学概論」(9回目)
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの
生成・氾濫など）　「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(5回目)、「情報科学概論」(8回
目)、「数理・データサイエンス・AI」(12回目)

3-2

・情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性）「数理・データサイエンス・AI」(13回
目)
・匿名加工情報、暗号化と復号、ユーザ認証と、パスワード、アクセス制御、悪意ある情
報搾取　「教養としてのデータサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解く
a」(5回目)、「情報科学概論」(9回目)、「データサイエンス入門a」(4回目)、「数理・データサ
イエンス・AI」(13回目)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介　「教養としてのデータサイエンス」(9回
目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5回目)、「AI・数理データサイエンスを読み
解くb」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(13回目)
・サイバーセキュリティ　「数理・データサイエンス・AI」(13回目)

（４）活用に当たっての様々な
留意事項（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原則等）
を考慮し、情報セキュリティや
情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をす
る

（３）様々なデータ利活用の現
場におけるデータ利活用事例
が示され、様々な適用領域
（流通、製造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせる
ことで価値を創出するもの



2-1

・データの種類（量的変数、質的変数）　「教養としてのデータサイエンス」(7回目)「データ
サイエンス入門a」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）　「教養としてのデータ
サイエンス」(7回目)、「データサイエンス入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7
回目)
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）　「データサイエ
ンス入門a」(8回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値　「データサイエンス入門a」(8,9回
目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「情報科学各論（情報処理演習[総合]）」(11
回目)、「情報科学各論（情報処理演習[英語]）」(10回目)、「情報科学各論（情報処理演
習[ヨーロッパ言語]）」(10回目)、「情報科学各論（Word中級）」(13回目)、「情報科学各論
（Office中級）」(7回目)、「情報科学各論（Excel・プレゼンテーション中級）」(7回目)
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）「教養としてのデータサイエンス」(7回目)「デー
タサイエンス入門a」(9,11回目)、「数理・データサイエンス・AI」(8回目)
・観測データに含まれる誤差の扱い　「データサイエンス入門a」(12回目)
・打ち切りや欠測を含むデータ、層別の必要なデータ「データサイエンス入門a」(13回目)
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽
出、多段抽出）　「データサイエンス入門a」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回
目)
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列　「数理・データサイエンス・AI」(11
回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）　「教養としてのデータサイエンス」
(8回目)「データサイエンス入門a」(11回目)、「数理・データサイエンス・AI」(9回目)

2-2

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ、箱ひげ図）「教養としてのデー
タサイエンス」(8回目)、「データサイエンス入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」
(9回目)、「情報科学各論（情報処理演習[総合]）」(8回目)、「情報科学各論（情報処理演
習[英語]）」(8回目)、「情報科学各論（情報処理演習[ヨーロッパ言語]）」(9回目)、「情報科
学各論（Word中級）」(12回目)、「情報科学各論（Office中級）」(6回目)、「情報科学各論
（Excel・プレゼンテーション中級）」(4回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）　「情報科学各論（情報
処理演習[総合]）」(8回目)、「情報科学各論（情報処理演習[英語]）」(8回目)、「情報科学
各論（情報処理演習[ヨーロッパ言語]）」(9回目)、「情報科学各論（Word中級）」(12回目)、
「情報科学各論（Office中級）」(6回目)、「情報科学各論（Excel・プレゼンテーション中
級）」(4回目)
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）
「教養としてのデータサイエンス」(8回目)、「データサイエンス入門a」(9回目)、「数理・デー
タサイエンス・AI」(9回目)
・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方（スライド作成、プレゼンテーション
など）　「情報科学各論（情報処理演習[総合]）」(12~14回目)、「情報科学各論（情報処理
演習[英語]）」(11~13回目)、「情報科学各論（情報処理演習[ヨーロッパ言語]）」(11~13回
目)、「情報科学各論（Office中級）」(11~13回目)、「情報科学各論（Excel・プレゼンテー
ション中級）」(12~13回目)

2-3

・データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）　「教養としてのデータサイエ
ンス」(7回目)、「データサイエンス入門a」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)
・データの集計（和、平均）「教養としてのデータサイエンス」(7回目)、「データサイエンス
入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「情報科学各論（情報処理演習
[総合]）」(10回目)、「情報科学各論（情報処理演習[英語]）」(10回目)、「情報科学各論
（情報処理演習[ヨーロッパ言語]）」(10回目)、「情報科学各論（Word中級）」(13回目)、「情
報科学各論（Office中級）」(7回目)、「情報科学各論（Excel・プレゼンテーション中級）」(9
回目)
・データの並び替え、ランキング　「数理・データサイエンス・AI」(10回目)、「情報科学各論
（情報処理演習[総合]）」(11回目)、「情報科学各論（情報処理演習[英語]）」(10回目)、
「情報科学各論（情報処理演習[ヨーロッパ言語]）」(10回目)、「情報科学各論（Word中
級）」(13回目)、「情報科学各論（Office中級）」(7回目)、「情報科学各論（Excel・プレゼン
テーション中級）」(9回目)
・表形式のデータ（csv）　「データサイエンス入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・
AI」(7回目)

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

コンピュータを利用し多量の情報を扱うことによる、問題の発見、情報の収集と整理、現
状の分析、主体的な思考、解決策の発見及び分かりやすい表現の手法を身に付けると
ともに、人工知能、サイバーセキュリティ等コンピュータ利用に当たり必要な知識を学ぶ
ことにより、もってデジタル社会の発展を担う専門的な知識又は技術を有する創造的な
人材を育成する

（５）実データ・実課題（学術
データ等を含む）を用いた演
習など、社会での実例を題材
として、「データを読む、説明
する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な
活用法に関するもの



獨協大学

情報科学教育プログラム（初級レベル）

学部・学科によって、修了要件は相違する

国際教養学部

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

データサイエンス基礎科目群（教養のためのデータサイエンス、データサイエンス特殊研
究（AI・数理データサイエンスを読み解くa)、データサイエンス特殊研究（AI・数理データサ
イエンスを読み解くb)、コンピュータと言語、特殊講義a（データサイエンス入門a）、現代社
会1（数理・データサイエンス・AI））及び数理情報リテラシー実践科目群（情報科学各論
Ⅰ、情報科学各論Ⅱ）からそれぞれ１科目２単位、合計２科目４単位以上を修得するこ
と。

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 2 科目

4 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

教養のためのデータサイエンス 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データサイエンス特殊研究（AI・数理データサイエンスを読み解くa) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データサイエンス特殊研究（AI・数理データサイエンスを読み解くb) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コンピュータと言語 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特殊講義a（データサイエンス入門a） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代社会1（数理・データサイエンス・AI） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報科学各論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

情報科学各論Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モデルカリキュラム対応状況

（１）必須科目（プログラムを修了す
るために必ず履修しなければならな
い科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ず
しもイコールではない

（３）選択科目（プログラムを構成す
る科目のうち「必須科目」「選択必須
科目」のいずれにも該当しない科目）

（２）選択必須科目（プログラムを修
了するために一定の条件のもと履修
しなければならない科目）

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和８年度申請用
様式１

大学等名

プログラム名

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、ロボット　「教養のためのデータサイエンス」(1回目)、
「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解く
b」(1回目)、「コンピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(1回目)
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化「データサイエンス入
門a」(2回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会「教養のためのデータサイエンス」(1回
目)、「データサイエンス入門a」(2回目)、「数理・データサイエンス・AI」(2回目)
・複数技術を組み合わせたAIサービス「データサイエンス入門a」(3回目)、「数理・データ
サイエンス・AI」(5回目)
・人間の知的活動とAIの関係性　「教養のためのデータサイエンス」(1回目)、「AI・数理
データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(1回目)、
「コンピュータと言語」(12回目)、「データサイエンス入門a」(3回目)、「数理・データサイエ
ンス・AI」(5回目)

1-6

・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど）「教養のた
めのデータサイエンス」(6回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回目)、「コン
ピュータと言語」(9回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーショ
ンなど)　「教養のためのデータサイエンス」(5回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解
くa」(3回目)、「コンピュータと言語」(10回目)、「データサイエンス入門a」(6回目)、「数理・
データサイエンス・AI」(5回目)
・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル　「AI・数理データサイエンスを読み解くb」
(3回目)、「コンピュータと言語」(10回目)

1-2

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど　「教養の
ためのデータサイエンス」(2回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)
・1次データ、2次データ、データのメタ化　「教養のためのデータサイエンス」(2回目)、
「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解く
b」(2回目)、「コンピュータと言語」(3回目)、「データサイエンス入門a」(5回目)、「数理・デー
タサイエンス・AI」(3回目)、「情報科学各論Ⅰ」(9回目)、「情報科学各論Ⅱ」(1回目)
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）　「教養のための
データサイエンス」(2回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「コンピュー
タと言語」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(3回目)
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）　「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1
回目)、「コンピュータと言語」(8回目)

1-3

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)　「教養のためのデータサイエ
ンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(3回目)、「コンピュータと言語」(12
回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど　「教養のための
データサイエンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(2回目)、「コンピュー
タと言語」(9回目)、「データサイエンス入門a」(2回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回
目)
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など　「教
養のためのデータサイエンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(3回目)
・対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など生成AIの応用　「コ
ンピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)

授業に含まれている内容・要素

（１）現在進行中の社会変化
（ 第 ４ 次 産業 革命 、 Society
5.0、データ駆動型社会等）に
深く寄与しているものであり、
それが自らの生活と密接に結
びついている

（２）「社会で活用されている
データ」や「データの活用領
域」は非常に広範囲であっ
て、日常生活や社会の課題を
解決する有用なツールになり
得るもの



1-4

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・
データ同化など　「教養のためのデータサイエンス」(4回目)、「データサイエンス入門a」
(11回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の
可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など　「教養のためのデータサイエン
ス」(4回目)、「データサイエンス入門a」(9回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など　「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(8回目)、「コンピュータと言語」(9回目)
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ　「AI・数理
データサイエンスを読み解くa」(11回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(10回
目)、「コンピュータと言語」(6回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・認識技術、ルールベース、自動化技術　「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・マルチモーダル（言語、画像、音声など）、生成AIの活用（プロンプトエンジニアリング）
「コンピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)

1-5

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的
データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決に向けた提案）「コン
ピュータと言語」(12回目)、「データサイエンス入門a」(2,5回目)、「数理・データサイエン
ス・AI」(5回目)
・教育、芸術、流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデー
タ・AI利活用事例紹介　「教養のためのデータサイエンス」(5,6回目)、「AI・数理データサ
イエンスを読み解くa」(2~14回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回目)、
「データサイエンス入門a」(2回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)

3-1

・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）「教養のためのデー
タサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(5回目)、「データサイエンス入門a」(4回目)、「数理・データサイ
エンス・AI」(12回目)
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト　「教養
のためのデータサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、
「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護　「教養のためのデータ
サイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、「データサイエン
ス入門a」(4回目)、「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）「教養のためのデータサイ
エンス」(9回目)
・データバイアス、アルゴリズムバイアス「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・AIサービスの責任論　「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(10回目)、「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(5回目)
・データガバナンス　「教養のためのデータサイエンス」(9回目)
・データ・AI活用における負の事例紹介　「教養のためのデータサイエンス」(9回目)、「AI・
数理データサイエンスを読み解くa」(9~13回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」
(5回目)、「コンピュータと言語」(9回目)
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの
生成・氾濫など）「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(5回目)、「コンピュータと言語」(8
回目)「数理・データサイエンス・AI」(12回目)

3-2

・情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性）「数理・データサイエンス・AI」(13回
目)
・匿名加工情報、暗号化と復号、ユーザ認証と、パスワード、アクセス制御、悪意ある情
報搾取　「教養のためのデータサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解
くa」(5回目)、「コンピュータと言語」(9回目)、「データサイエンス入門a」(4回目)、「数理・
データサイエンス・AI」(13回目)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介　「教養のためのデータサイエンス」(9回
目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5回目)、「AI・数理データサイエンスを読み
解くb」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(13回目)
・サイバーセキュリティ　「数理・データサイエンス・AI」(13回目)

（３）様々なデータ利活用の現
場におけるデータ利活用事例
が示され、様々な適用領域
（流通、製造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせる
ことで価値を創出するもの

（４）活用に当たっての様々な
留意事項（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原則等）
を考慮し、情報セキュリティや
情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をす
る



2-1

・データの種類（量的変数、質的変数）「教養のためのデータサイエンス」(7回目)、「デー
タサイエンス入門a」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）「教養のためのデータ
サイエンス」(7回目)、「データサイエンス入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7
回目)、「情報科学各論Ⅰ」(9回目)
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）「データサイエン
ス入門a」(8回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値　「データサイエンス入門a」(8,9回
目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「情報科学各論Ⅰ」(6回目)、「情報科学各論
Ⅱ」(1回目)
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）「教養のためのデータサイエンス」(7回目)、
「データサイエンス入門a」(9,11回目)、「数理・データサイエンス・AI」(9回目)
・観測データに含まれる誤差の扱い　「データサイエンス入門a」(12回目)
・打ち切りや欠測を含むデータ、層別の必要なデータ　「データサイエンス入門a」(13回
目)
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽
出、多段抽出）「データサイエンス入門a」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列　「数理・データサイエンス・AI」(11
回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）　「教養のためのデータサイエンス」
(8回目)、「データサイエンス入門a」(11回目)、「数理・データサイエンス・AI」(9回目)

2-2

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ、箱ひげ図）「教養のための
データサイエンス」(8回目)、、「データサイエンス入門a」(7回目)、「数理・データサイエン
ス・AI」(9回目)、「情報科学各論Ⅰ」(7回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）「情報科学各論Ⅰ」(7回
目)、「情報科学各論Ⅱ」(1回目)
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）
「教養のためのデータサイエンス」(8回目)、「データサイエンス入門a」(9回目)、「数理・
データサイエンス・AI」(9回目)

2-3

・データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）「教養のためのデータサイエ
ンス」(7回目)、「データサイエンス入門a」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、
「情報科学各論Ⅰ」(10回目)
・データの集計（和、平均）「教養のためのデータサイエンス」(7回目)、、「データサイエン
ス入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「情報科学各論Ⅰ」(6回目)、「情
報科学各論Ⅱ」(1回目)
・データの並び替え、ランキング「数理・データサイエンス・AI」(10回目)、「情報科学各論
Ⅰ」(4回目)、「情報科学各論Ⅱ」(1回目)
・表形式のデータ（csv）「データサイエンス入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」
(7回目)、「情報科学各論Ⅰ」(9回目)

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

コンピュータを利用し多量の情報を扱うことによる、問題の発見、情報の収集と整理、現
状の分析、主体的な思考、解決策の発見及び分かりやすい表現の手法を身に付けると
ともに、人工知能、サイバーセキュリティ等コンピュータ利用に当たり必要な知識を学ぶ
ことにより、もってデジタル社会の発展を担う専門的な知識又は技術を有する創造的な
人材を育成する

（５）実データ・実課題（学術
データ等を含む）を用いた演
習など、社会での実例を題材
として、「データを読む、説明
する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な
活用法に関するもの



獨協大学

情報科学教育プログラム（初級レベル）

学部・学科によって、修了要件は相違する

経済学部

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

データサイエンス基礎科目群（自然・環境・人間2（教養としてのデータサイエンス）、自
然・環境・人間２(AI・数理データサイエンスを読み解くa)、自然・環境・人間２(AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb)、自然・環境・人間2（コンピュータと言語）、特殊講義a（データ
サイエンス入門a）、現代社会1（数理・データサイエンス・AI））及び数理情報リテラシー実
践科目群（コンピューターリテラシーa、コンピューターリテラシーb）からそれぞれ１科目２
単位、合計２科目４単位以上を修得すること。

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 2 科目

4 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

自然・環境・人間2（教養としてのデータサイエンス） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然・環境・人間２(AI・数理データサイエンスを読み解くa) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然・環境・人間２(AI・数理データサイエンスを読み解くb) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然・環境・人間2（コンピュータと言語） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特殊講義a（データサイエンス入門a） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代社会1（数理・データサイエンス・AI） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コンピューターリテラシーa 2 ○ ○ ○ ○

コンピューターリテラシーb 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モデルカリキュラム対応状況

（１）必須科目（プログラムを修了す
るために必ず履修しなければならな
い科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ず
しもイコールではない

（３）選択科目（プログラムを構成す
る科目のうち「必須科目」「選択必須
科目」のいずれにも該当しない科目）

（２）選択必須科目（プログラムを修
了するために一定の条件のもと履修
しなければならない科目）

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和８年度申請用
様式１

大学等名

プログラム名

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、ロボット　「教養としてのデータサイエンス」(1回目)、「AI・
数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(1回
目)、「コンピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(1回目)
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化「データサイエンス入
門a」(2回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会　「教養としてのデータサイエンス」(1回
目)、「データサイエンス入門a」(2回目)、「数理・データサイエンス・AI」(2回目)
・複数技術を組み合わせたAIサービス　「データサイエンス入門a」(3回目)、「数理・データ
サイエンス・AI」(5回目)
・人間の知的活動とAIの関係性　「教養としてのデータサイエンス」(1回目)、「AI・数理
データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(1回目)、
「コンピュータと言語」(12回目)、「データサイエンス入門a」(3回目)、「数理・データサイエ
ンス・AI」(5回目)

1-6

・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど）　「教養とし
てのデータサイエンス」(6回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回目)、「コン
ピュータと言語」(9回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーショ
ンなど)　「教養としてのデータサイエンス」(5回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解く
a」(3回目)、「コンピュータと言語」(10回目)、「データサイエンス入門a」(6回目)、「数理・
データサイエンス・AI」(5回目)
・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル　「AI・数理データサイエンスを読み解くb」
(3回目)、「コンピュータと言語」(10回目)

1-2

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど　「教養とし
てのデータサイエンス」(2回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)
・1次データ、2次データ、データのメタ化　「教養としてのデータサイエンス」(2回目)、「AI・
数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回
目)、「コンピュータと言語」(3回目)、「データサイエンス入門a」(5回目)、「数理・データサイ
エンス・AI」(3回目)、「コンピューターリテラシーa」(13回目)、「コンピューターリテラシーb」
(11,12回目)
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）　「教養としての
データサイエンス」(2回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「コンピュー
タと言語」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(3回目)
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回
目)、「コンピュータと言語」(8回目)

1-3

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)　「教養としてのデータサイエ
ンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(3回目)、「コンピュータと言語」(12
回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど「教養としてのデー
タサイエンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(2回目)、「コンピュータと
言語」(9回目)、「データサイエンス入門a」(2回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など「教
養としてのデータサイエンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(3回目)
・対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など生成AIの応用「コ
ンピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)

授業に含まれている内容・要素

（１）現在進行中の社会変化
（ 第 ４ 次 産業 革命 、 Society
5.0、データ駆動型社会等）に
深く寄与しているものであり、
それが自らの生活と密接に結
びついている

（２）「社会で活用されている
データ」や「データの活用領
域」は非常に広範囲であっ
て、日常生活や社会の課題を
解決する有用なツールになり
得るもの



1-4

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・
データ同化など　「教養としてのデータサイエンス」(4回目)、「データサイエンス入門a」(11
回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の
可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など　「教養としてのデータサイエン
ス」(4回目)、「データサイエンス入門a」(9回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など　「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(8回目)、「コンピュータと言語」(9回目)
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ　「AI・数理
データサイエンスを読み解くa」(11回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(10回
目)、「コンピュータと言語」(6回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・認識技術、ルールベース、自動化技術　「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・マルチモーダル（言語、画像、音声など）、生成AIの活用（プロンプトエンジニアリング）
「コンピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)

1-5

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的
データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決に向けた提案）　「コン
ピュータと言語」(12回目)、「データサイエンス入門a」(2,5回目)、「数理・データサイエン
ス・AI」(5回目)
・教育、芸術、流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデー
タ・AI利活用事例紹介　「教養としてのデータサイエンス」(5,6回目)、「AI・数理データサイ
エンスを読み解くa」(2~14回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回目)、「データ
サイエンス入門a」(2回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)

3-1

・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）　「教養としてのデー
タサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(5回目)、「データサイエンス入門a」(4回目)、「数理・データサイ
エンス・AI」(12回目)
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト　「教養
としてのデータサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、
「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護　「教養としてのデータ
サイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、「データサイエン
ス入門a」(4回目)、「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）　「教養としてのデータサイ
エンス」(9回目)
・データバイアス、アルゴリズムバイアス「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・AIサービスの責任論　「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(10回目)、「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(5回目)
・データガバナンス　「教養としてのデータサイエンス」(9回目)
・データ・AI活用における負の事例紹介　「教養としてのデータサイエンス」(9回目)、「AI・
数理データサイエンスを読み解くa」(9~13回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」
(5回目)、「コンピュータと言語」(9回目)
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの
生成・氾濫など）　「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(5回目)、「コンピュータと言語」
(8回目)、「数理・データサイエンス・AI」(12回目)

3-2

・情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性）「数理・データサイエンス・AI」(13回
目)
・匿名加工情報、暗号化と復号、ユーザ認証と、パスワード、アクセス制御、悪意ある情
報搾取　「教養としてのデータサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解く
a」(5回目)、「コンピュータと言語」(9回目)、「データサイエンス入門a」(4回目)、「数理・デー
タサイエンス・AI」(13回目)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介　「教養としてのデータサイエンス」(9回
目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5回目)、「AI・数理データサイエンスを読み
解くb」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(13回目)
・サイバーセキュリティ　「数理・データサイエンス・AI」(13回目)

（３）様々なデータ利活用の現
場におけるデータ利活用事例
が示され、様々な適用領域
（流通、製造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせる
ことで価値を創出するもの

（４）活用に当たっての様々な
留意事項（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原則等）
を考慮し、情報セキュリティや
情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をす
る



2-1

・データの種類（量的変数、質的変数）「教養としてのデータサイエンス」(7回目)、「データ
サイエンス入門a」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）「教養としてのデータサ
イエンス」(7回目)、「データサイエンス入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回
目)、「コンピューターリテラシーa」(10回目)、「コンピューターリテラシーb」(2回目)
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）「データサイエン
ス入門a」(8回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「コンピューターリテラシーa」(10
回目)
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値「データサイエンス入門a」(8,9回
目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「コンピューターリテラシーa」(10回目)、「コン
ピューターリテラシーb」(8回目)
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）「教養としてのデータサイエンス」(7回目)、
「データサイエンス入門a」(9,11回目)、「数理・データサイエンス・AI」(8回目)、「コンピュー
ターリテラシーa」(9回目)、「コンピューターリテラシーb」(8回目)
・観測データに含まれる誤差の扱い「データサイエンス入門a」(12回目)
・打ち切りや欠測を含むデータ、層別の必要なデータ「データサイエンス入門a」(13回目)
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽
出、多段抽出）「データサイエンス入門a」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列　「数理・データサイエンス・AI」(11
回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）「教養としてのデータサイエンス」(8
回目)、「データサイエンス入門a」(11回目)、「数理・データサイエンス・AI」(9回目)

2-2

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ、箱ひげ図）「教養としてのデー
タサイエンス」(8回目)、「データサイエンス入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」
(9回目)、「コンピューターリテラシーa」(9回目)、「コンピューターリテラシーb」(8回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）「コンピューターリテラ
シーa」(9回目)、「コンピューターリテラシーb」(8回目)
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）
「教養としてのデータサイエンス」(8回目)、「データサイエンス入門a」(9回目)、「数理・デー
タサイエンス・AI」(9回目)、「コンピューターリテラシーa」(13回目)、「コンピューターリテラ
シーb」(11,12回目)
・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方（スライド作成、プレゼンテーション
など）「コンピューターリテラシーa」(3回目)

2-3

・データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）「教養としてのデータサイエン
ス」(7回目)、「データサイエンス入門a」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「コ
ンピューターリテラシーa」(13回目)、「コンピューターリテラシーb」(11,12回目)
・データの集計（和、平均）「教養としてのデータサイエンス」(7回目)、「データサイエンス
入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「コンピューターリテラシーa」(10回
目)、「コンピューターリテラシーb」(8回目)
・データの並び替え、ランキング「数理・データサイエンス・AI」(10回目)、「コンピューター
リテラシーa」(12回目)、「コンピューターリテラシーb」(8回目)
・表形式のデータ（csv）「データサイエンス入門a」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」
(7回目)、「コンピューターリテラシーa」(13回目)、「コンピューターリテラシーb」(11,12回目)

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

コンピュータを利用し多量の情報を扱うことによる、問題の発見、情報の収集と整理、現
状の分析、主体的な思考、解決策の発見及び分かりやすい表現の手法を身に付けると
ともに、人工知能、サイバーセキュリティ等コンピュータ利用に当たり必要な知識を学ぶ
ことにより、もってデジタル社会の発展を担う専門的な知識又は技術を有する創造的な
人材を育成する

（５）実データ・実課題（学術
データ等を含む）を用いた演
習など、社会での実例を題材
として、「データを読む、説明
する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な
活用法に関するもの



獨協大学

情報科学教育プログラム（初級レベル）

学部・学科によって、修了要件は相違する

法学部

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

データサイエンス基礎科目群（自然・環境・人間2（教養としてのデータサイエンス）、自
然・環境・人間２(AI・数理データサイエンスを読み解くa)、自然・環境・人間２(AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb)、自然・環境・人間2（コンピュータと言語）、現代社会1（数理・
データサイエンス・AI））及び数理情報リテラシー実践科目群（現代社会2（コンピュータ入
門a）、現代社会2（コンピュータ入門b））からそれぞれ１科目２単位、合計２科目４単位以
上を修得すること。

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 2 科目

4 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

自然・環境・人間2（教養としてのデータサイエンス） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然・環境・人間２(AI・数理データサイエンスを読み解くa) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然・環境・人間２(AI・数理データサイエンスを読み解くb) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然・環境・人間2（コンピュータと言語） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代社会1（数理・データサイエンス・AI） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代社会2（コンピュータ入門a） 2 ○ ○ ○ ○

現代社会2（コンピュータ入門b） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モデルカリキュラム対応状況

（１）必須科目（プログラムを修了す
るために必ず履修しなければならな
い科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ず
しもイコールではない

（３）選択科目（プログラムを構成す
る科目のうち「必須科目」「選択必須
科目」のいずれにも該当しない科目）

（２）選択必須科目（プログラムを修
了するために一定の条件のもと履修
しなければならない科目）

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和８年度申請用
様式１

大学等名

プログラム名

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、ロボット　「教養としてのデータサイエンス」(1回目)、「AI・
数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(1回
目)、「コンピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(1回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会「教養としてのデータサイエンス」(1回
目)、「数理・データサイエンス・AI」(2回目)
・複数技術を組み合わせたAIサービス「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・人間の知的活動とAIの関係性　「教養としてのデータサイエンス」(1回目)、「AI・数理
データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(1回目)、
「コンピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)

1-6

・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど）「教養とし
てのデータサイエンス」(6回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回目)、「コン
ピュータと言語」(9回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーショ
ンなど)「教養としてのデータサイエンス」(5回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解く
a」(3回目)、「コンピュータと言語」(10回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル「AI・数理データサイエンスを読み解くb」
(3回目)、「コンピュータと言語」(10回目)

1-2

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど　「教養とし
てのデータサイエンス」(2回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)
・1次データ、2次データ、データのメタ化　「教養としてのデータサイエンス」(2回目)、「AI・
数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回
目)、「コンピュータと言語」(3回目)、「数理・データサイエンス・AI」(3回目)、「コンピュータ
入門a」(12回目)、「コンピュータ入門b」(6回目)
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）　「教養としての
データサイエンス」(2回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1回目)、「コンピュー
タと言語」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(3回目)
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）　「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(1
回目)、「コンピュータと言語」(8回目)

1-3

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)「教養としてのデータサイエン
ス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(3回目)、「コンピュータと言語」(12回
目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど　「教養としてのデー
タサイエンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(2回目)、「コンピュータと
言語」(9回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など　「教
養としてのデータサイエンス」(3回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(3回目)
・対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など生成AIの応用　「コ
ンピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)

授業に含まれている内容・要素

（１）現在進行中の社会変化
（ 第 ４ 次 産業 革命 、 Society
5.0、データ駆動型社会等）に
深く寄与しているものであり、
それが自らの生活と密接に結
びついている

（２）「社会で活用されている
データ」や「データの活用領
域」は非常に広範囲であっ
て、日常生活や社会の課題を
解決する有用なツールになり
得るもの



1-4

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・
データ同化など　「教養としてのデータサイエンス」(4回目)、「数理・データサイエンス・AI」
(5回目)
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の
可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など　「教養としてのデータサイエン
ス」(4回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など　「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(8回目)、「コンピュータと言語」(9回目)
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ　「AI・数理
データサイエンスを読み解くa」(11回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(10回
目)、「コンピュータと言語」(6回目)、「数理・データサイエンス・AI」(4回目)
・認識技術、ルールベース、自動化技術　「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・マルチモーダル（言語、画像、音声など）、生成AIの活用（プロンプトエンジニアリング）
「コンピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)

1-5

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的
データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決に向けた提案）「コン
ピュータと言語」(12回目)、「数理・データサイエンス・AI」(5回目)
・教育、芸術、流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデー
タ・AI利活用事例紹介「教養としてのデータサイエンス」(5,6回目)、「AI・数理データサイエ
ンスを読み解くa」(2~14回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(2回目)、「数理・
データサイエンス・AI」(4回目)

3-1

・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）「教養としてのデータ
サイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、「AI・数理データ
サイエンスを読み解くb」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト　「教養
としてのデータサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、
「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護　「教養としてのデータ
サイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5,6回目)、「数理・データサ
イエンス・AI」(12回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）「教養としてのデータサイエ
ンス」(9回目)
・データバイアス、アルゴリズムバイアス「数理・データサイエンス・AI」(12回目)
・AIサービスの責任論　「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(10回目)、「AI・数理デー
タサイエンスを読み解くb」(5回目)
・データガバナンス　「教養としてのデータサイエンス」(9回目)
・データ・AI活用における負の事例紹介　「教養としてのデータサイエンス」(9回目)、「AI・
数理データサイエンスを読み解くa」(9~13回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くb」
(5回目)、「コンピュータと言語」(9回目)
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの
生成・氾濫など）「AI・数理データサイエンスを読み解くb」(5回目)、「コンピュータと言語」(8
回目)、「数理・データサイエンス・AI」(12回目)

3-2

・情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性）「数理・データサイエンス・AI」(13回
目)
・匿名加工情報、暗号化と復号、ユーザ認証と、パスワード、アクセス制御、悪意ある情
報搾取　「教養としてのデータサイエンス」(9回目)、「AI・数理データサイエンスを読み解く
a」(5回目)、「コンピュータと言語」(9回目)、「数理・データサイエンス・AI」(13回目)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介　「教養としてのデータサイエンス」(9回
目)、「AI・数理データサイエンスを読み解くa」(5回目)、「AI・数理データサイエンスを読み
解くb」(5回目)、「数理・データサイエンス・AI」(13回目)
・サイバーセキュリティ　「数理・データサイエンス・AI」(13回目)

（３）様々なデータ利活用の現
場におけるデータ利活用事例
が示され、様々な適用領域
（流通、製造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせる
ことで価値を創出するもの

（４）活用に当たっての様々な
留意事項（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原則等）
を考慮し、情報セキュリティや
情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をす
る



2-1

・データの種類（量的変数、質的変数）「教養としてのデータサイエンス」(5回目)、「数理・
データサイエンス・AI」(7回目)
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）「教養としてのデータサ
イエンス」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「コンピュータ入門a」(12回目)、
「コンピュータ入門b」(6回目)
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値　「数理・データサイエンス・AI」(7
回目)、「コンピュータ入門a」(12回目)、「コンピュータ入門b」(6回目)
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）「教養としてのデータサイエンス」(回目)、「数
理・データサイエンス・AI」(回目)、「コンピュータ入門a」(回目)、「コンピュータ入門b」(回
目)
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽
出、多段抽出）　「数理・データサイエンス・AI」(12回目)、「コンピュータ入門a」(13回目)
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列　「数理・データサイエンス・AI」(11
回目)、「コンピュータ入門a」(12回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）「教養としてのデータサイエンス」(8
回目)、「数理・データサイエンス・AI」(9回目)、「コンピュータ入門a」(13回目)、「コンピュー
タ入門b」(6回目)

2-2

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ、箱ひげ図）「教養としてのデー
タサイエンス」(8回目)、「数理・データサイエンス・AI」(9回目)、「コンピュータ入門a」(10回
目)、「コンピュータ入門b」(6回目)
・データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト)「コンピュータ入
門a」(13回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）「コンピュータ入門a」(10
回目)、「コンピュータ入門b」(6回目)
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）
「教養としてのデータサイエンス」(8回目)、「数理・データサイエンス・AI」(9回目)
・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方（スライド作成、プレゼンテーション
など）「コンピュータ入門a」(7回目)、「コンピュータ入門b」(7~13回目)

2-3

・データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）「教養としてのデータサイエン
ス」(7回目)、「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「コンピュータ入門a」(12回目)
・データの集計（和、平均）「教養としてのデータサイエンス」(7回目)、「数理・データサイエ
ンス・AI」(7回目)、「コンピュータ入門a」(6回目)、「コンピュータ入門b」(6回目)
・データの並び替え、ランキング　「数理・データサイエンス・AI」(10回目)、「コンピュータ
入門a」(6回目)、「コンピュータ入門b」(6回目)
・表形式のデータ（csv）「数理・データサイエンス・AI」(7回目)、「コンピュータ入門a」(12回
目)

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

コンピュータを利用し多量の情報を扱うことによる、問題の発見、情報の収集と整理、現
状の分析、主体的な思考、解決策の発見及び分かりやすい表現の手法を身に付けると
ともに、人工知能、サイバーセキュリティ等コンピュータ利用に当たり必要な知識を学ぶ
ことにより、もってデジタル社会の発展を担う専門的な知識又は技術を有する創造的な
人材を育成する

（５）実データ・実課題（学術
データ等を含む）を用いた演
習など、社会での実例を題材
として、「データを読む、説明
する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な
活用法に関するもの



様式２

①プログラム開設年度 令和7 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

外国語学部 2,759 1,562 565 2,260 9 0 9 0.40%

国際教養学部 739 561 150 600 0 0 0 0.00%

経済学部 3,368 1,074 680 2,720 13 0 13 0.48%

法学部 1,734 651 360 1,440 5 0 5 0.35%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 8,600 3,848 1,755 7,020 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 0.38%

学生数 令和5年度 令和4年度 令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

学部名称
入学
定員

収容
定員

令和7年度 履修者数
合計 履修率

令和2年度令和6年度



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

①

(常勤） 209 人

（非常勤） 411 人

②

18 人

③

（責任者名） 塩田尚樹

（役職名） 経済学部長

④

（名称） DX教育推進室

⑤

（名称） 情報科学教育プログラム内規

⑥

⑦

経済学部長　塩田尚樹
経済学部教授（DX教育推進室責任者）　今福啓
経済学部教授　鈴木淳
経済学部教授　高安健一
経済学部教授　大坪史治
経済学部教授　李凱
経済学部教授　樋田勉

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

情報科学教育プログラムの運用のため、DX教育推進室をおく。
DX・情報教育の質的向上を目的とする。各学部・関係部署と連携し、
横断的なプログラム運営、修了認定に係る一次審査・相談対応、ならびに
全学的なDX教育に関する方針検討と改善提案を担う。

体制の目的

全学の教員数

プログラムの授業を教えている教員数（令和７年度）

プログラムの運営責任者

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

具体的な構成員



⑧

令和７年度履修率 0.38%

令和８年度予定 5%

令和９年度予定 7%

令和10年度予定 9%

令和11年度予定 10%

⑨

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

　本プログラムは令和6年度に開設したが、リテラシーレベルに対応する「初級
クラス」は令和7年度に本格始動した。同年度以降の入学者に対し、入学直後
のガイダンスで早期履修・登録を促すとともに、毎年度のオリエンテーションを
通じて学年進行に合わせた周知を継続し、認知度の維持を図っている。

また、単位取得済みの未登録者対策として、対象科目の授業内で直接的な
登録勧奨を実施する。修了が学位記や成績証明書に反映されるメリットを強
調し、スキル証明としての有用性を訴求する。併せてSNSやLMS等のデジタ
ルメディアを活用し、学生の生活動線に合わせた情報発信で関心層を掘り起
こす。

毎年度、広報効果の検証と登録者数・履修率の分析を行い、その結果を次
年度の計画に反映させるPDCAサイクルを確立することで、目標履修率の達
成を確実なものとする。

各学部の特性を反映した授業は、学部指定科目として「数理・情報リテラ
シー実践」に配置している。一方、「データサイエンス基礎」については、学部・
学科に依存せず、学生が希望する科目を選択履修できる設計としている。

「数理・情報リテラシー実践」からは1科目2単位を選択履修し、「データサイ
エンス基礎」については、難易度や内容に応じて計6科目を選択できる構成と
している。これにより、学生は所属学部ではなく、自身の興味関心や到達度に
応じて授業を選択することが可能となっている。

本学では以下の周知方法を採用している。
1) 大学特設サイト(https://nyushi.dokkyo.ac.jp/data-science/)、説明動画
（ https://nyushi.dokkyo.ac.jp/news/4009 ） 、 お よ び 本 学 経 済 学 部 サ イ ト
（https://www2.dokkyo.ac.jp/eco/inforscienceprogram/）を公開している。
2) 本学PortaII(LMS)のデータダウンロードセンターに本プログラムの詳細資料
を置き、いつでも確認できるようにしている。
3) 経済学部のtwitterを通じて、広報をおこなっている。
4)履修ガイダンスや学部での履修指導の機会を活用し、初年次から履修を促
す。

具体的な計画

履修者数・履修率の向上に向けた計画 

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

https://nyushi.dokkyo.ac.jp/data-science/
https://nyushi.dokkyo.ac.jp/news/4009
https://www2.dokkyo.ac.jp/eco/inforscienceprogram/


⑪

⑫

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学の新入生・在学生を対象とした本教育プログラムの紹介を目的としたガ
イダンスを行っている。また、各学部ごとに配置されている「数理・情報リテラ
シー実践」科目の中で本教育プログラムについて紹介している。加えて、授業
資料や関連情報を体系的に提示し、学修の進捗状況や成績状況を確認しな
がら、必要に応じて早期の声かけや追加支援を行うことで、履修のみならず
修得までを支援する。

授業時間内においては、担当教員が演習、課題、確認テスト等に対する
フィードバックを行い、授業外においては、Manaba（LMS）、電子メール、オフィ
スアワー等を活用して質問を受け付ける体制を整備する。また、学内のヘル
プデスク、CLEAS（Campus Learning Space）にて学生のPCサポート、各講習
会を実施する。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

① DX教育推進室

塩田尚樹

経済学部長

② 自己点検・評価体制における意見等

自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

本プログラムのうち今回申請の「初級」は令和7年度から全学部の学生に対して開始
したため、令和7年度の対象学年は１年生のみである。本プログラムは、申請制で卒
業までに修了要件を満たすことになっているので、申請者は現時点では多くない現
状である。対象科目を履修してから本プログラムの申請をする可能性もあるので、履
修が進んだ後の申請数を見て修得状況としたい。本プログラム「初級」は令和7年度
実施開始のため、修了者の実績数は存在しない。参考として、本プログラム「初級」
中の「データサイエンス基礎」にある対象科目群の履修者数合計は690名、「数理情
報リテラシー実践」にある対象科目群の履修者数合計は2,681名（延べ数）であり、本
学の入学定員が1,755名であることから、「データサイエンス基礎」「数理情報リテラ
シー実践」両科目群の単位修得が600名程度とすると修了要件を満たす可能性のあ
る学生は潜在的に30％を超えると見られる。

学修成果

受講の時間に制約されないオンデマンド授業を導入しつつ受講生の質問や確認に
対して教室やデジタルでの応答も可能としたり、各学部の教育特性の違いに合わせ
た講義方法の調整と担当教員の配置を行うことで、教育の質の個別最適化を図って
いる。自由記述欄では「社会で役立つ技術を身につけられた」「授業が楽しかった」と
いった肯定的な意見が多数寄せられた。 「自身のペースで停止・確認ができる」「繰
り返し見返せる」といった動画授業ならではの利便性が、高い学習効果と高評価に
繋がっている。

学生アンケート等を通じた学生の
内容の理解度

学期ごとに実施している「授業評価アンケート」の結果によると、満足度、理解度、難
易度・進度の適切さ、および質疑応答の対応において、総じて高い評価を得ている。
特にオンデマンド型の動画授業については、「動画を一時停止して確認できる」「繰り
返し見返せる」といった利点が評価されており、学生の学習スタイルに適合して理解
の助けとなっていることがうかがえる。

学生アンケート等を通じた後輩等
他の学生への推奨度

アンケート結果によれば、プログラムの申請率は依然として低い水準にある。現在は
主に授業内での広報を実施しているが、登録期間が履修登録時に限定されている
ため、即時の申請に結びつきにくいという課題がある。そのため、受講学生が周囲の
学生や後輩へ主体的に推奨するような波及効果も限定的である。一方で、一部の学
部ではゼミ単位での広報を依頼しており、ゼミ内での口コミや、先輩から後輩への推
奨が行われていることが確認されている。今後は、授業単位の単発的な広報に加
え、ゼミなどのコミュニティを通じた継続的な働きかけや、履修登録期間に合わせた
集中的なアナウンスを強化することで、潜在的な履修者の取り込みを図る必要があ
る。

全学的な履修者数、履修率向上
に向けた計画の達成・進捗状況

新規登録者を確保するため、以下の通り多層的な広報活動を展開している。登録者
数は春学期から秋学期に向けて向上した。

- デジタル広報： 公式X（旧Twitter）やオリジナルサイトでの特集記事の掲載、ポータ
ルサイトとメーリングリストによる定期的な呼びかけ。
- 対面・ガイダンス： 入学式直後のガイダンス期間における情報科学教育プログラ
ムのガイダンス実施。
- 組織的アプローチ： ゼミ単位で広報を依頼しており、ゼミ内での先輩から後輩への
推奨など、学生間のコミュニティを通じた波及効果も確認されている。

自己点検・評価について

プログラムの自己点検・評価を行う体制

自己点検・評価の視点

（責任者名）

（役職名）

学内からの視点



自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等自己点検・評価の視点

学外からの視点

教育プログラム修了者の進路、
活躍状況、企業等の評価

本プログラム全体は令和6年度より開始し、今回リテラシーレベルへ申請の「初級」は
令和7年度より追加されたため、当該授業を修得し、単位を修得して卒業した学生は
現時点ではいない。本プログラム修了者で就職した学生の進路としてIT企業や一般
企業の情報システム部門などが想定される。本プログラム修了予定者が企業等で活
躍できるよう、実務家教員（特任教授）による授業担当を通じて企業等の評価につな
がる内容と学びの提供を意図している。

産業界からの視点を含めた教育
プログラム内容・手法等への意
見

本プログラムは、本学専任教員だけではなく、企業等で活躍する実務家教員（特任
教授）や非常勤講師を加えた手厚い教育体制にある。シラバス作成や授業内容の策
定において実務家教員の意見を積極的に取り入れ、理論と実践を両立させたカリ
キュラムを構築している。企業での技術開発を担当しその後経営でも役員等の経験
もある実務家教員を迎え、教育内容やシラバスについて、技術開発と社会的活用の
両面から見たプログラム内容・手法への意見を伺いながら、プログラム内容について
計画、構築、改善を可能にしている。

本学は、外国語学部、国際教養学部、経済学部、法学部があり、それぞれの学部で
情報技術を使うために求めるスキルや知識に違いがある。このため本プログラムは
学部により内容や授業形態、学習者に配慮したコンピュータ操作を違えた複数の選
択肢を用意した。学習者の関心や学ぼうとしている知識、得ようとするスキルに応じ
て選択できる上に、それを用いて次のレベルのプログラムに進むことも可能にしてい
る。申請のプログラムでは実践と基礎と用意し、実践は学部ごとにあわせたものを用
意している。語学系では、外国語やデータをコンピュータで扱い表現できる楽しさと伝
達のために必要な技能の意義を認識させる意図を持つ授業科目を含めている。社
会科学系においては、データから社会や経済の動きを読み取り気付きを得る楽しさ
や、他の授業で得た知識がデータによって裏付けを得ることから学ぶことの意義を理
解できるように意図されている。

専任教員や非常勤講師のメイリングリストを用い、授業に関する情報提供と交換に
よって、積極的に教員同士で関わり、授業内容・水準の確認と、分かりやすく伝える
ための授業方法改善を共有している。一部授業は、オンデマンド配信を取り入れ学
習者本位のペースでの学びを提供しつつ、教室での対面質問への対応も行い、講義
内容や水準のばらつきを減らすために授業動画を複数の担当教員間で共有して「分
かりやすい」授業を目指している。本プログラムに含まれる授業のカリキュラムにつ
いては、担当教員が本学カリキュラム作成ガイドラインにそって作成点検し、記載事
項の追記修正等を行った後、第三者チェックを受けている。授業評価アンケートを学
期末に実施し、水準の評価と自由記述を収集して授業の維持・向上に反映してい
る。

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分
かりやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展
を踏まえて教育内容を継続的に見直すな
ど、より教育効果の高まる授業内容・方
法とするための取組や仕組みについても
該当があれば記載

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽し
さ」「学ぶことの意義」を理解させること



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

自 然‧ 環境‧ 人 間２ (教養と し てのデータ サイ エンス)∕ NATURE,ENVIRONMENT A

ND HUMANITY2(DATA SCIENCE AS THE LIBERAL ARTS)

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1009

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 2∕ Mon  2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
和田  一 郎

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

和田  一 郎 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

本講義では、 第4次産業革 命と 言 われ大 き く 社会を 変えている データ サイ エンスにつ

いての基礎的理解を目 標と する 。 AIやDXについて、 その概念や活用 例を学ぶと と も

に、 データ サイ エンスがも たら す社会的価値や、 データ サイ エンスの技術が普及し

た社会における課題など、 多面 的に学べる機会を 提供し たい。 また講義後半は簡単

なプログラ ミ ングやAI活用 を行 う と と も に、 それに伴う 倫理的課題なども 検討す

る 。 講義中に課題等をm anabaで行 う ため、 PCを 持参する 事。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

1.お知ら せ、 資料配信、 課題の提出等はm anabaを利用 する。

2.本授業は基本的に対面 で実施する 。 授業内容によっ てオン ラ イ ン /オン デマン ド で

実施する こ と も ある 。

3. 講義も 双方 向的で能動的な参加がも と めら れる 。

初回授業の概要については第１ 回目 授業の2日 前までにm anabaで提示 する ので、 必

ず確認する こ と 。



事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

目 安： 事前学修2時間、 事後学修2時間（ 各回の詳細は「 授業計画詳細情報」 を 確認

する こ と ）

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title
特になし （ 講義中に紹介し ます）

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er



ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

授業中の問題解答50％、 学期中間及び最後の演習（ またはテスト ） 50％により 評価

する 。

関連科目

∕ Related  Sub jects
数理データ サイ エンス

備考

∕ Notes

‧ データ サイ エンス全般のリ テラ シー科目 と し て、 学生 がデータ サイ エンスに関連

する 課題に対する 認識を 深めると と も に、 基礎的な知識の習得を 図る。

‧ 講義中に課題等を m anabaで行 う ため、 PCを持参する 事。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

自 然、 環境、 人 間に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世

紀型市民 と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情

勢に対処し ていく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応できる よう に

する 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 はじ めに∕ 社会で起き ている変化

授業内容全体の説明

ビ ッ グデータ

第4次産業革 命

シン ギュ ラ リ ティ

2 社会で活用 さ れている データ

データ の種類

データ の所有者

構造化/非 構造化データ

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

3 データ と AIの活用 領域 事業活動における 活用
問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

4 データ ‧ AI利活用 のための技術

予測

グルーピ ン グと ク ラ スタ リ ン グ

データ 可視化‧ 人 工 知能

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

5 データ ‧ AI活用 の現場

意思決定

自 動化

組織的考慮点

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

6 データ ‧ AI利活用 の最新動向
ビ ジネスモデル

活用 例

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

7 データ リ テラ シー①/データ を読む
データ の種類や性質

統計学

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

8
データ リ テラ シー②/データ を説明

する

表現方 法

可視化

イ ンフ ォ グラ フ ィ ッ ク

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習



9 データ リ テラ シー③/留意事項
ELSI‧ GDPR

倫理規範

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

10 演習1 プロ グラ ミ ングに触れてみよう
問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

11 演習2 プロ グラ ミ ングに触れてみよう
問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

12 演習3 プロ グラ ミ ングに触れてみよう
問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

13 演習4 プロ グラ ミ ングに触れてみよう
問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

14 まと め
データ サイ エンス社会の新たな課

題

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

自 然‧ 環境‧ 人 間２ (AI‧ 数理データ サイ エンスを 読み解く a)∕ NATURE,ENVIRON

MENT AND HUMANITY2(READINGS IN AI AND DATA SCIENCE (A))

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1009

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
木 2∕ Thu 2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
野澤 聡

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
本科目 は遠隔授業科目 です。 ∕ ONLINE COURSE

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

野澤 聡 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

こ の授業は、『 ロ ボッ ト 倫理学： ソ ーシャ ルロ ボッ ト から 軍事ド ロ ーン まで』 と いう

文 献の読解を 通じ て、 ロ ボッ ト やAI（ Artifi cia l In tel l igence： 人 工 知能） に関する 倫

理について様々な事例や考え方 を 学ぶと と も に、 知識や常識に疑問をも っ て挑戦す

る 批判的思考（ critical th ink ing） によっ て、 ロ ボッ ト やAIと の向き 合い方 を 深化さ

せる こ と を目 的と し ている 。

科学技術の発達によっ て、 われわれの社会の中にロ ボッ ト やAIが入 り 込み始めてい

る 。 知能を も っ たロ ボッ ト と と も に働いたり 、 AIに助言 を 求めたり 、 ロボッ ト と も

に生 活する と いう 、 少し 前までSFの中の出来事だっ たこ と が、 実現し つつある ので

ある 。 その一 方 で、 軍事用 ロ ボッ ト やセッ ク スロ ボッ ト のよ う に、 深刻な懸念や嫌

悪の対象と なっ ている も のも ある。『 ロ ボッ ト 倫理学』 は、 実現し つつあるロ ボッ ト

技術のあり 方 に焦点を当てて、 具体例の分析を 通し て、 ロ ボッ ト に関する 倫理的問

題を 、 分かり やすく 緻密に探究し ている 。



現在までのと こ ろ 、「 ロ ボッ ト 」 と は何かについて十 分な合意がなさ れている わけで

はなく 、 その可能性や問題点についても十 分に検討さ れている わけではない。 われ

われがロボッ ト やAIと どのよ う に向き 合っ ていけばよ いのかを 考える ためには、 既

存の知識や常識を身 に付ける だけでは不十 分であり 、 知識や常識に疑問をも っ て挑

戦する批判的思考（ critical th ink ing） が不可欠 なのである。

ChatGPTなどの生 成AIの普及によっ て、 文 献を き ちんと 読まなく ても 、 知識が簡単

に得ら れる と 思われがち だが、 そう ではない。 生 成AIを 使いこ なすためにも 、 文 献

を 精密かつ批判的に読み解く 読解力 の必要性は、 ますます高 まっ ている 。

授業では、『 ロ ボッ ト 倫理学』 の正確な読解を 軸と し つつ、 そこ で扱われている 事柄

について、 参加者間のディ スカ ッ ショ ンを 通じ て各自 の理解を 深める こ と によっ

て、 知識や常識に挑戦する批判的思考を 働かせて、 ロボッ ト やAIと の関わり 方 ‧ 向

き 合い方 を 深化さ せるこ と を目 指す。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

‧ 授業は、 対面 、 または、 Zoom を 利用 し た遠隔授業で実施さ れる

‧ 授業内容の確認のため、 授業内に、 簡単な小 テスト を 毎回実施する

‧ 授業に関する告知、 資料の公開、 授業に関する 質問の受付、 およ び、 課題の提出

などは、 m anabaを 通じ て行 う

‧ 第2回の授業では、 教員が文 献内容の要約報告を 担当すると と も に、 第3回以降の

文 献の要約報告の割り 当てを 開始する

（ 事前‧ 事後学修、 およ び、 評価方 法の項目 も 参照）

‧ 第3回以降の授業では、 60分程度、 担当する 学生 が文 献の要約報告を おこ なっ た

後、 教員も 含めた出席者全員で内容に関する 質疑応答と ディ スカ ッ ショ ン を おこ な

っ て理解を 深める

‧ 批判的思考の基礎固めと し て、 テキスト 『 ロボッ ト 倫理学』 の中で、 各自 が関心

を も っ た授業1回分の内容を選んで要約する

‧ 批判的思考を深めるために、 上記で要約し た内容に関連する事柄について各自 で

テーマを 設定し 、 文 献調査に基づく 論述を おこ なう

‧ いまや社会イ ンフ ラ である PCやイ ンタ ーネッ ト についてのリ テラ シーを自 然に身

に着け、 スキル向上を 図るために、 Zoom 、 m anabaなどのオン ラ イ ン ツ ールを 積極

的に活用 し た授業運営を おこ なう

【 注意】

‧ 履修には、 テキスト 『 ロ ボッ ト 倫理学』 の購入 が必須である 。 遅く と も 第2回の

授業までに、 かなら ず購入 し ておく こ と 。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

‧ 『 ロ ボッ ト 倫理学』 の授業で扱う 範囲を かなら ず事前に目 を 通し ておく （ 2時間程

度）

‧ 要約報告担当者は、 授業日 の前日 までに、 担当箇所の報告資料（ レ ジュ メ ） を 作

成‧ 提出する （ 10－20時間程度）

‧ 授業後、 m anabaに授業へのフ ィ ード バッ ク を おこ なう （ 毎回1時間程度）

‧ テキスト 『 ロ ボッ ト 倫理学』 の中で、 各自 が関心 を も っ た授業1回分の内容を 選ん

で要約する （ 6-12時間程度）

‧ 上記の要約を出発点と し て、 関連するテーマを各自 で設定し て文 献調査に基づく

論述を作成する（ 20-30時間程度）

（ 補足 ）

‧ 期末レ ポート は、 上記の要約と 、 文 献調査に基づく 論述から 構成さ れる

‧ 期末レ ポート の作成の仕方 は、 授業の中で説明する



テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title
ロ ボッ ト 倫理学

著者

∕ Au th or n am e
マーク ‧ ク ーケルバーク

出版社

∕ Pub l ish er
青 土 社

ISBN

∕ ISBN
978-4-7917-7680-1

その他（ 任意）

∕ oth er
購入 必須

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title
実践‧ 倫理学： 現代の問題を考えるために

著者

∕ Au th or n am e
児玉 聡

出版社/URL

∕ Pub l ish er
勁草書房

ISBN

∕ ISBN
978-4-326-15463-0

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献の購入 は必須ではないが、 授業の中で

頻繁に言 及する 予定である 。 各自 で購入 し て、

テキスト と 並行 し て読み進める こ と を 強く 推奨

する。

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN



その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

小 テスト 、 期末レ ポート 、 授業への取り 組みを 総合的に評価する。

配点や評価基準などは、 授業で説明する。

関連科目

∕ Related  Sub jects

データ サイ エンス特殊研究（ AI‧ 数理データ サイ エンスを読み解く b)、

全学総合講座(大 学における教養教育)、 全学総合講座(社会の中の科学)、

科学史Ⅰ、 科学史Ⅱ、

科学技術と 社会Ⅰ、 科学技術と 社会Ⅱ、

人 文 学特殊研究（ 科学を 読み解く a)、 人 文 学特殊研究（ 科学を読み解く b)

備考

∕ Notes

要約報告を 2回以上担当し 、 一 定の条件を 満たし た場合は、 期末レ ポート の提出を

免除する こ と がある 。

詳し く は、 授業内に説明する 。

授業に関する 連絡は、 すべてm anabaを通じ てを おこ なう 。

授業時間外に教員に連絡する 必要がある場合は、 m anabaの個別指導（ コ レ ク ショ

ン ） を用 いる 。

電子 メ ールを用 いた問い合わせには応じ ないので、 注意する こ と 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

自 然、 環境、 人 間に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世

紀型市民 にふさ わし い概括的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情勢に

対処し ていく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応でき るよ う にす

る 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1

イ ント ロ ダク ショ ン、 倫理、 およ

び、 AIやロボッ ト に関する倫理に

ついて

授業全体の構成や履修する 際の注

意点、 およ び、 成績評価の概要を

説明する と と も に、 倫理、 およ

び、 ロボッ ト に関する倫理につい

て展望する 。

2
第1章「 序：「 ロ ボッ ト 倫理学」 と

はどんなも のか？」

第1章の読解と 議論を おこ なっ て、

テキスト の目 的、 構成、 アプロ ー

チなどについて検討する 。

3

第2章「 産業用 ロボッ ト 、 安全性、

労働の未来」（ １ ） ロ ボッ ト と は働

く と はどう いう こ と か

第2章前半（ 35ページ1行 目 まで）

の読解と 議論を おこ なっ て、 ロ ボ

ッ ト と 働く と はどう いう こ と かを

検討する 。

4

第2章「 産業用 ロボッ ト 、 安全性、

労働の未来」（ ２ ） 労働の未来と 労

働の意義

第2章後半（ 35ページ2行 目 から ）

の読解と 議論を おこ なっ て、 労働

の未来と 労働の意義について検討

する 。

5 第3章「 ホーム‧ コ ン パニオンと し

てのロ ボッ ト 、 プラ イ バシー、 欺

第3章前半（ 52ページ2行 目 まで）

の読解と 議論を おこ なっ て、 家庭



瞞」（ １ ） プラ イ バシーや安全性 用 ロ ボッ ト が提起するプラ イ バシ

ーや安全性に関する 問題について

検討する 。

6

第3章「 ホーム‧ コ ン パニオンと し

てのロ ボッ ト 、 プラ イ バシー、 欺

瞞」（ ２ ） リ アルな人 間関係

第3章後半（ 52ページ3行 目 から ）

の読解と 議論を おこ なっ て、 リ ア

ルな人 間関係や人 間と 人 間以外の

生 物と の関係の意味について検討

する 。

7

第4章「 ケアロ ボッ ト 、 専門 知識、

医療の質」（ １ ） 医療における ロボ

ッ ト 利用

第4章前半（ 75ページ13行 目 まで）

の読解と 議論を おこ なっ て、 医療

における ロ ボッ ト 利用 について検

討する。

8

第4章「 ケアロ ボッ ト 、 専門 知識、

医療の質」（ ２ ）「 良いケア」 と は

何か

第4章後半（ 75ページ14行 目 から ）

の読解と 議論を おこ なっ て、「 良い

ケア」 と は何かについて検討す

る 。

9

第5章「 自 動運転車 、 道徳的行 為者

性、 責任」（ １ ） ロ ボッ ト は道徳的

行 為者になれる のか

第5章前半（ 95ページまで） の読

解と 議論を おこ なっ て、 ロ ボッ ト

が道徳的行 為者になれる のかにつ

いて検討する。

10

第5章「 自 動運転車 、 道徳的行 為者

性、 責任」（ ２ ） 自 律型ロ ボッ ト と

責任

第5章後半（ 96ページから ） の読

解と 議論を おこ なっ て、 自 動運転

車 のよう な自 立 型ロ ボッ ト が存在

する 社会における 責任のあり 方 に

ついて検討する 。

11

第6章「 不気味なアン ド ロイ ド 、 外

見 、 道徳的被行 為者」（ １ ） ロ ボッ

ト はただの機械か

第6章前半（ 117ページ10行 目 ま

で） の読解と 議論を おこ なっ て、

「 ロ ボッ ト は機械にすぎない」 の

かどう かについて検討する 。

12

第6章「 不気味なアン ド ロイ ド 、 外

見 、 道徳的被行 為者」（ ２ ） ロ ボッ

ト の道徳的地位

第6章後半（ 117ページ11行 目 か

ら ） の読解と 議論を おこ なっ て、

ロ ボッ ト の道徳的地位について検

討する。

13

第8章「 人 間を 超える ―ロ ボッ ト と

いう 鏡： 環境倫理と し てのロ ボッ

ト 倫理」（ １ ） ヒ ュ ーマニズムの再

検討

第8章前半（ 156ページ6行 目 まで）

の読解と 議論を おこ なっ て、 こ れ

まで自 明視さ れてき たヒ ュ ーマニ

ズムを再検討する 。

14

第8章「 人 間を 超える ―ロ ボッ ト と

いう 鏡： 環境倫理と し てのロ ボッ

ト 倫理」（ ２ ） 人 間のあり 方 の再検

討

第8章後半（ 156ページ7行 目 から ）

の読解と 議論を おこ なう と と も

に、 テキスト 全体を振り 返っ て、

ロ ボッ ト について考える こ と を 通

し て、 人 間のあり 方 を 再検討す

る 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

自 然‧ 環境‧ 人 間２ (AI‧ 数理データ サイ エンスを 読み解く b)∕ NATURE,ENVIRON

MENT AND HUMANITY2(READINGS IN AI AND DATA SCIENCE (B))

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1009

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
木 2∕ Thu 2

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
野澤 聡

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
本科目 は遠隔授業科目 です。 ∕ ONLINE COURSE

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

野澤 聡 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

こ の授業では、『 大 規模言 語モデルは新たな知能か： ChatGPTが変えた世界』 と い

う 文 献の読解を通じ て、 近年急速に普及し つつある生 成AIが内包する問題点と 可能

性を 学ぶと と も に、 知識や常識に疑問を も っ て挑戦する 批判的思考（ critical

th ink ing） によっ て、 AIと の関わり 方 ‧ 向き 合い方 を 深化さ せるこ と を目 的と し て

いる 。

AI（ Artifi cia l In tel ligence： 人 工 知能） の実用 化が進むにつれて、 AIの可能性や問題

点についての議論も 活発になり つつある 。 と く に現在爆発的に普及し つつある生 成

AIには、 学習や業務‧ 趣味など多方 面 に大 き な変革 をも たら す可能性を 感じ さ せ

る 。 一 方 で、 現状の生 成AIには、 ハルシネーショ ン（ 幻覚） などさ まざまな問題が

発生 し ているこ と も 知ら れている 。『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 は、

ChatGPTなどの生 成AIで用 いら れている 「 大 規模言 語モデル」 について、 数式を用

いずに分かり やすく 説明し つつ、 生 成AIの問題点と 可能性を探求し ている。



ChatGPTなどの生 成AIの普及によっ て、 文 献を き ちんと 読まなく ても 、 知識が簡単

に得ら れる と 思われがち だが、 そう ではない。 生 成AIを 使いこ なすためにも 、 文 献

を 精密かつ批判的に読み解く 読解力 の必要性は、 ますます高 まっ ている のである 。

授業では、『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 の読解を 軸と し つつ、 そこ で扱われ

ている事柄について、 参加者間のディ スカ ッ ショ ン を 通じ て各自 の理解を 深めるこ

と によっ て、 知識や常識に挑戦する批判的思考を 働かせて、 AIと の関わり 方 ‧ 向き

合い方 を 深化さ せる こ と を目 指す。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

‧ 授業は、 対面 、 または、 Zoom を 利用 し た遠隔授業で実施さ れる

‧ 授業内容の確認のため、 授業内に、 簡単な小 テスト を 毎回実施する

‧ 授業に関する告知、 資料の公開、 授業に関する 質問の受付、 授業へのフ ィ ード バ

ッ ク、 および、 課題の提出などは、 m anabaを 通じ て行 う

‧ 第2回の授業では、 教員が文 献内容の要約報告を 担当すると と も に、 第3回以降の

文 献の要約報告の割り 当てを 開始する

（ 事前‧ 事後学修、 およ び、 評価方 法の項目 も 参照）

‧ 第3回以降の授業では、 60分程度、 担当する 学生 が文 献の要約報告を おこ なっ た

後、 教員も 含めた出席者全員で内容に関する 質疑応答と ディ スカ ッ ショ ン を おこ な

っ て理解を 深める

‧ 批判的思考の基礎固めと し て、 テキスト 『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 の

中で、 各自 が関心 を も っ た授業1回分の内容を 選んで要約する

‧ 批判的思考を深めるために、 上記で要約し た内容に関連する事柄について各自 で

テーマを 設定し 、 文 献調査に基づく 論述を おこ なう

‧ いまや社会イ ンフ ラ である PCやイ ンタ ーネッ ト についてのリ テラ シーを自 然に身

に着け、 スキル向上を 図るために、 Zoom 、 m anabaなどのオン ラ イ ン ツ ールを 積極

的に活用 し た授業運営を おこ なう

【 注意】

‧ 履修には、 テキスト 『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 の購入 が必須である。

遅く と も 第2回の授業までに、 かなら ず購入 し ておく こ と 。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

‧ 第2回以降の授業では、『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 の授業で扱う 範囲を

かなら ず事前に目 を通し ておく （ 1時間程度）

‧ 要約報告担当者は、 授業日 の前日 までに、 担当箇所の報告資料（ レ ジュ メ ） を 作

成‧ 提出する （ 10－20時間程度）

‧ 授業後、 m anabaに授業へのフ ィ ード バッ ク を おこ なう （ 毎回1時間程度）

‧ テキスト 『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 の中で、 各自 が関心 をも っ た授業1

回分のテキスト を 選んで要約する（ 6-12時間程度）

‧ 上記の要約を出発点と し て、 関連するテーマを各自 で設定し て文 献調査に基づく

論述を作成する（ 20-30時間程度）

（ 補足 ）

‧ 期末レ ポート は、 上記の要約と 、 文 献調査に基づく 論述から 構成さ れる

‧ 期末レ ポート の作成の仕方 は、 授業の中で説明する

テキスト 1

∕ Textb ook s1
書籍名

∕ Title

大 規模言 語モデルは新たな知能か： ChatGPTが

変えた世界

著者

∕ Au th or n am e
岡野原大 輔



出版社

∕ Pub l ish er
岩波書店

ISBN

∕ ISBN
978-4-00-029719-6

その他（ 任意）

∕ oth er
購入 必須

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title



著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

小 テスト 、 期末レ ポート 、 授業への取り 組みを 総合的に評価する。

配点や評価基準などは、 授業で説明する。

関連科目

∕ Related  Sub jects

データ サイ エンス特殊研究（ AI‧ 数理データ サイ エンスを読み解く a)、

全学総合講座(大 学における教養教育)、 全学総合講座(社会の中の科学)、

科学史Ⅰ、 科学史Ⅱ、

科学技術と 社会Ⅰ、 科学技術と 社会Ⅱ、

人 文 学特殊研究（ 科学を 読み解く a)、 人 文 学特殊研究（ 科学を読み解く b)

備考

∕ Notes

要約報告を 2回以上担当し 、 一 定の条件を 満たし た場合は、 期末レ ポート の提出を

免除する こ と がある 。

詳し く は、 授業内に説明する 。

授業に関する 連絡は、 すべてm anabaを通じ てを おこ なう 。

授業時間外に教員に連絡する 必要がある場合は、 m anabaの個別指導（ コ レ ク ショ

ン ） を用 いる 。

電子 メ ールを用 いた問い合わせには応じ ないので、 注意する こ と 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

自 然、 環境、 人 間に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世

紀型市民 にふさ わし い概括的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情勢に

対処し ていく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応でき るよ う にす

る 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1
イ ント ロ ダク ショ ン、 生 成AIにつ

いて

授業全体の構成や履修する 際の注

意点、 およ び、 成績評価基準の概

略を 説明すると と も に、 生 成AIに

ついて展望する 。

2
序章「 チャ ッ ト Ｇ Ｐ Ｔ がも たら し

た衝撃」

テキスト 序章の読解と 議論をおこ

なっ て、 ChatGPTの中核技術であ

る大 規模言 語モデルについて検討

する 。

3

第1章「 大 規模言 語モデルはどんな

こ と を 可能にするだろ う か」（ １ ）

大 規模言 語モデルの可能性

テキスト 第1章24頁 13行 目 までの

読解と 議論をおこ なっ て、 大 規模

言 語モデルを用 いたサービ スの可

能性を検討する 。

4

第1章「 大 規模言 語モデルはどんな

こ と を 可能にするだろ う か」（ ２ ）

大 規模言 語モデルと 人 間の協働

テキスト 第1章の残り の部分の読解

と 議論を おこ なっ て、 大 規模言 語

モデルと 人 間と の協働について検

討する。

5 第2章「 巨大 なリ スク と 課題」

テキスト 第2章の読解と 議論を おこ

なっ て、 大 規模言 語モデルのリ ス

ク と 課題を 検討する 。

6
第3章「 機械はなぜ人 間のよ う に話

せないのか」

テキスト 第3章の読解と 議論を おこ

なっ て、 計算機で言 語を 扱う こ と

が難し い理由を 検討する 。



7

第4章「 シャ ノ ンの情報理論から大

規模言 語モデルの登場前夜まで」

（ １ ） 情報と し ての言 語

テキスト 第4章61頁 11行 目 までの

読解と 議論をおこ なっ て、 言 語を

情報と し て扱う 方 法について検討

する 。

8

第4章「 シャ ノ ンの情報理論から大

規模言 語モデルの登場前夜まで」

（ ２ ） 言 語の機械学習

テキスト 第4章の残り の部分の読解

と 議論を おこ なっ て、 言 語の機械

学習について検討する 。

9
第5章「 大 規模言 語モデルの登場」

（ １ ） 言 語モデルの「 べき 乗則」

テキスト 第5章82頁 2行 目 までの読

解と 議論を おこ なっ て、 言 語モデ

ルの「 べき 乗則」 について検討す

る 。

10
第5章「 大 規模言 語モデルの登場」

（ ２ ） 大 規模言 語モデルの可能性

テキスト 第5章の残り の部分の読解

と 議論を おこ なっ て、 大 規模言 語

モデルの可能性について検討す

る 。

11

第6章「 大 規模言 語モデルはどのよ

う に動いている のか」（ １ ） ニュ ー

ラ ルネッ ト ワーク

テキスト 第6章102頁 のコ ラ ムまで

の読解と 議論を おこ なっ て、 大 規

模言 語モデルの基礎にある ニュ ー

ラ ルネッ ト ワーク について検討す

る 。

12

第6章「 大 規模言 語モデルはどのよ

う に動いている のか」（ ２ ） ディ ー

プラ ーニング

テキスト 第6章112頁 5行 目 までの

読解と 議論をおこ なっ て、 大 規模

言 語モデルで用 いら れているディ

ープラ ーニン グと いう 手 法につい

て検討する 。

13

第6章「 大 規模言 語モデルはどのよ

う に動いている のか」（ ３ ） ト ラ ン

スフ ォ ーマー

テキスト 第6章の残り の部分の読解

と 議論を おこ なっ て、 大 規模言 語

モデルを 実現し たト ラ ンスフ ォ ー

マーと いう モデルについて検討す

る 。

14

終章「 人 は人 以外の知能と どのよ

う に付き 合う のか」 全体の振り 返

り

テキスト 終章の読解と 議論をおこ

なう と と も に、 テキスト 全体を 振

り 返っ て、 AIと いう 新し い知能と

の向き 合い方 を 検討する 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
情報科学概論∕ INTRODUCTION TO INFORMATION SCIENCE

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1002

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 2∕ Mon  2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
呉 浩東

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

呉 浩東 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

 高 度化情報社会に生 き る現在人 と し て、 情報処理に関する 基本的な素養を 修得す

る こ と は必要不可欠 になっ ています。 と く に、 文 系の方 にコ ンピ ュ ータ 科学につい

ての知識を 深める こ と の重要性はますます増大 し ています。

 本授業では、（ １ ） コ ン ピュ ータ と 情報処理に関する 基礎知識（ ２ ） コ ンピ ュ ータ

のハード ウェ アと ソ フ ト ウェ アの仕組み（ ３ ） コ ンピ ュ ータ による多言 語処理の技

術と その応用 法などについて知識の形成と 応用 力 の育成は本授業の目 標です。

 21世紀型市民 と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 論理的かつ創造的思考を

持っ て対応できる よ う にし ます。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

 授業は講義と 演習を組み合わせる 形態で展開し ます。 授業は履修者の学習意欲を

引き 出すために、 情報処理に関する 諸問題解決において考える力 を高 め、 主体性を

大 事にし ます。 履修者は配布する 講義内容を読解すると と も に、 授業内容を深める

ための演習問題を 完成さ せます。 その後、 授業担当者は正解を提示 し なから 、 履修

者の理解度を 向上さ せます。



 授業の形態は対面 授業です。 授業資料はPDFで配布し ます。 授業はPow erPo intを

用 いて提示 し ながら し ながら行 います。 授業連絡と 授業資料、 課題の提出には

m anabaを 使用 し ます。

 「 実践」 に位置付けら れる授業であり 、 主体的な授業参加が求めら れます。

 なるべく 受講者の関心 に沿っ た資料を取り 上げたいので、 その都度、 資料や課題

を 提示 し ます。 ディ スカ ッ ショ ン 授業はPow erPo intなどで資料を 提示 し ながら 行 い

ます。 資料（ テキスト 含む） はPDFで配布し ます。 受講者が復習に活用 できる よ う

全員に共有し ます。 ディ スカ ッ ショ ン やワーク ショ ッ プの時には特に積極的にほし

いです。

 正当な理由があっ て欠 席し た場合、 授業資料を自 習し 、 課題を 完成し 提出し てく

ださ い。

 第一 回を 除いて概ね以下の順序で進む予定です。

１ ．  教員による前回授業の課題に対する解答と 解説

２ ．  教員による当日 の授業内容の概要説明

３ ．  教員による講義

４ ．  教員による課題の提示 と 説明

５ ．  受講者による 課題の回答作成と 提出

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

 m anabaに開示 する テキスト の指定さ れる 内容を 予習し 、 前回出さ れる 課題を次

回に提出し 、 前回の授業内容に復習し ます。

 事前： 当日 の内容の予習（ 1時間程度）

 事後： 当日 の内容と 演習課題の復習（ 1時間半程度）

毎授業回の復習課題が必ず締め切り 期日 までに解答し てく ださ い。
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∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）
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テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er



参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

自 然言 語処理の基本と 技術 (仕組みが見 えるゼロ

から わかる )

著者

∕ Au th or n am e

小 町守、 奥野陽、 ニュ ービ ッ グ,グラ ム、 萩原正

人

出版社/URL

∕ Pub l ish er
翔泳社

ISBN

∕ ISBN
978-4798128528

その他（ 任意）

∕ oth er
必要に応じ て随時紹介する 。

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

令和04年 基本情報技術者 合格教本 (情報処理技

術者試験)

著者

∕ Au th or n am e
角 谷 一 成+イ エロ ーテールコ ン ピュ ータ

出版社/URL

∕ Pub l ish er
技術評論社

ISBN

∕ ISBN
978-4297124052

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

期末試験50% 、 毎回の授業後の課題の完成度40% 、 授業への参加度10% を 併せて評

価し ます。

関連科目

∕ Related  Sub jects

本科目 の関連科目 と し て、 自 然言 語処理a,b、 コ ン ピュ ータ 構造論、 データ サイ エン

スを 履修する こ と が望まし いです。

備考

∕ Notes

 前回出し た課題の解答は、 授業内で説明し ます。 また、 課外において個別の質問

にも 応じ ます。 メ ール(kgo@ dokkyo.ac. jp )へ連絡も し く はZoom にて直接面 談を し

ます。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の基礎理論およ びコ ン ピ ュ ータ 言 語に関する 知識を修得し 、 コ ン ピュ

ータ の基本的操作ができ るよ う にする 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習

【 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

mailto:kgo@dokkyo.ac.jp


△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 仏】 ----------

△:幅広い教養

△:情報分析力

○:発信力

△:協調性

△:主体性

△:倫理性

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1
講義の概要と 目 標、 情報のデジタ

ル化

 現代社会における 情報処理のあ

り 方 、 進数変換、 アナロ グ情報か

ら デジタ ル情報の変換についての

知識の理解を深める こ と を目 指し

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

2 オペレ ーティ ン グシステムと は

 オペレ ーティ ン グシステム

(Operating  System  : OS)の目 的、

コ ン ピュ ータ システムにおける 役

割等を説明し 、 履修者の理解を深

めます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

3 データ 構造入 門
 データ 構造の情報処理における

役割を説明し 、 各種のデータ 構造

の形態を 理解さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。 

4
アルゴリ ズムの表現法、 アルゴリ

ズムの例

 アルゴリ ズムと データ 構造の関

連性を説明し 、 アルゴリ ズムの表

現法と アルゴリ ズムの役割と その

仕組みについて学びます。 演習問

題を 完成さ せます。 アルゴリ ズム

の原理を 習得さ せる こ と を目 指し

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

5 プログラ ミ ン グ言 語入 門

 コ ンピ ュ ータ の基礎構成を 踏ま

え、 プロ グラ ミ ン グ言 語を用 いて

プロ グラ ムを設計する方 法を論じ

ます。 また、 簡単なプロ グラ ムを

作成さ せ。 また、 プログラ ムを 作

成し 、 レ ポート を 課さ れます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

6 言 葉と 言 語処理の仕組み

 人 間は日 常使っ ている言 語（ 自

然言 語と いう ） 処理の研究テーマ

を 紹介し ます。 言 語における曖昧

性を まと めます。 また、 言 語処理

のプロセスについての理解を深め

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

7
言 語処理ための構文 解析と 言 語資

源

 言 語処理について必要と なる

様々な言 語資源と それぞれの表現

法を 説明する上、 構文 処理の仕組

みについて考察し 、 演習を 実施し

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

8 言 葉の意味解析

 言 葉の意味解析における 単語と

文 全体の意味の曖昧性を 取り 除く

ためのメ カ ニズムを 概説し ます。

また、 意味解析の原理と 知識表現

法について理解さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

9 生 成AIによる 情報検索  情報検索を有効性と 能率化を高

める ため、 生 成AIを生 かせるこ と

についての問題解決の方 法の理解

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。



を 深めます。

10 大 規模言 語モデルの仕組み

BERT、 ChatGPTの仕組みについて

説明し ます。 使用 方 法についての

演習を実施する こ と によっ て理解

を 深めます。 ChatGPTの機能と 原

理を 解析し ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

11 機械翻訳の原理と 実践

 機械翻訳の原理と その必要性に

ついて説明し ます。 機械翻訳進化

の歴史と 最新の動態を踏まえて、

機械翻訳ツ ールの活用 法について

体験さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

12 生 成AIと 言 語処理の関連性

 近年、 生 成AIの発展は目 覚まし

い。 言 語処理は人 工 知能の重要分

野と し て変容し 続けます。 こ こ

で、 生 成AI（ ChatGRTやBingなど）

の活用 法について体験さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

13 総合演習

 いままでの授業に関わる 知識を

深めるために、 演習を 実施し 、 知

識の相関性を確認し 、 理解を 深め

る こ と を目 標と し ます。

事前に授業内容を予習し 、 事後は

復習するう え、 演習課題を 完成さ

せます。

14
講義のまと め（ 復習と 演習課題の

提出）

 授業のポイ ン ト を 整理し 、 コ ン

ピ ュ ータ と 言 語の関わり を 整理

し 、 情報処理の将来像を 議論し ま

す。

 事前に春学期の授業内容を 予習

し 、 授業について質問と 応答を行

います。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List
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授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

特殊講義a(データ サイ エンス入 門 a)∕ SPECIAL LECTURE A (INTRODUCTION TO DA

TA SCIENCE A)

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e

【 済】 21-1035

【 営】 22-1022

【 環】 23-1024

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
経済学部∕ ECONOMICS

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
水 3∕ Wed  3

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
横塚 志行

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

横塚 志行 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

本講義では、 データ サイ エンスの基礎から 実践までを学び、 データ を活用 し た意思

決定のスキルを習得する こ と を目 的と し ます。 春学期ではデータ サイ エンスのプロ

セス、 統計の基礎を 学び、 秋学期ではSQLを 活用 し たデータ 収集、 データ 前処理、

データ 可視化、 統計の応用 を 実践し ます。

本講義「 データ サイ エンス入 門 」 では、 以下の内容を春学期と 秋学期に分けて学び

ます。

春学期：「 データ サイ エンス入 門 a」

‧ データ サイ エンスの概要と 役割（ 歴史、 社会での活用 、 情報倫理）

‧ データ サイ エンスのプロ セス

‧ 機械学習の概要

‧ 記述統計の基礎（ 度数分布、 平均、 標準偏差、 ヒ スト グラ ム、 相関係数）



‧ 確率‧ 推測統計の基礎（ 回帰式、 確率変数、 正規分布、 標本と 母 集団、 大 数の法

則、 区間推定）

秋学期：「 データ サイ エンス入 門 b」

‧ データ 収集（ データ ベースと SQL言 語）

‧ データ の前処理（ 欠 損値処理、 データ ク レ ンジン グ、 標準化‧ 統合）

‧ データ 可視化（ 棒グラ フ 、 散布図、 ヒ ート マッ プ、 ピボッ ト テーブル、 BIツー

ル）

‧ 推測統計の応用 （ 仮説検定、 1標本‧ 2標本検定）

本講義は、 講義形式に加えて、 ExcelやSQLを 活用 し た実践的な演習を行 う こ と で、

より 深い理解を目 指し ます。

データ サイ エンスは、 企業活動における 重要性がますます高 まっ ています。 本講義

を 通じ て基礎を習得する こ と で、 受講生 は卒業後も データ サイ エンスプロ ジェ ク ト

に自 信を 持っ て取り 組めるよ う になり ます。

また、 本講義は経営学科の学位授与方 針（ DP） に則り 、 情報技術に関する 専門 知識

の提供を 通じ て、 情報処理の原理を 理解し 、 実務にも 役立 つ内容を心 掛けていま

す。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

初回講義において、 学習する 内容、 講義の進め方 、 成績の評価方 法を 説明する 。

対面 授業を 原則と し 、 以下の前提を 想定し ている 。

‧ PCを 操作し ながら 授業を 進める こ と があるので、 自 分が所有する PCを 持参し PC

の操作(エク セル)ができる こ と こ と 。

‧ 本講義は基礎的な数学的表現を 利用 する が必要に応じ て十 分な説明を行 う 。

‧ 本講義は特殊講義(データ サイ エンス入 門 ab )のセッ ト の学習を 想定し ており 、 デ

ータ サイ エンスに関する 知識と データ 分析手 法の基礎を 習得でき る。 し たがっ て、

是非 データ サイ エンス入 門 abを併せて受講し てほし い。

‧ データ 分析のためにエク セルを 使っ た課題提示 も 指示 する 。

‧ 課題提示 に対する フ ィ ード バッ ク は、 授業中に適宜解説を行 う 。

‧ 各学期の最終授業で総復習の位置づけで期末テスト を実施する。

‧ 本講義は、 全学年を対象と し ている。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

事前事後の学習時間は合計４ 時間である 。

講義参加者は、 事前学習と し て事前提示 予定のレ ジュ メ を 事前に読んでおいてほし

い（ ２ 時間）。

事後学習は、 授業ノ ート などを目 を 通し 内容を理解を 促進し てほし い（ １ 時間）。

上記以外にも 、 データ サイ エンスに関する 記事等を日 常的に入 手 し ておき 当該分野

の動き を 把握し てほし い(1時間)。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2
書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er



ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title
プレ ステッ プ統計学Ⅱ

著者

∕ Au th or n am e
稲葉由之

出版社/URL

∕ Pub l ish er
弘文 堂

ISBN

∕ ISBN
4335000871

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

春学期の授業最終日 にテスト を実施する。

なお、 評価比 率は、 課題提示 (30-40% 程度)と テスト (60-70% 程度)と 想定し ている 。

関連科目

∕ Related  Sub jects

特殊講義a(AI入 門 a）

特殊講義b(AI入 門 b）



特殊講義b(データ サイ エンス入 門 b）

現代社会１ (数理‧ データ サイ エンス‧ AI)

備考

∕ Notes

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

経済‧ 経営‧ 環境分野の現場で活躍する人 々の講演を 通じ て、 それら の現場の実態

およ び今後の展望等について理解‧ 分析し 、 見 解を 提示 できる よ う にする 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 済】 ----------

△:幅広い教養

【 19カ リ ‧ 営】 ----------

△:幅広い教養

△:経営分野での専門 的知識

【 24カ リ ‧ 済】 ----------

△:幅広い教養

【 24カ リ ‧ 営】 ----------

△:幅広い教養

△:経営分野での専門 的知識

【 24カ リ ‧ 環】 ----------

△:幅広い教養

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 講義の進め方 講義の進め方 を 説明する

2 データ サイ エンスの役割
データ サイ エンスの現状と その役

割を 学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

3 データ サイ エンスの歴史
データ サイ エンスの過去を 振り 返

る

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

4

データ サイ エンスにおける情報倫

理

データ サイ エンスに関わる 倫理

面 、 プラ イ バシーの問題、 歴史に

ついて学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

5

データ 分析の作成プロ セス

データ 分析の作成の流れを 学習す

る 。

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

6 機械学習の概要 機械学習の概要を 学習する 。
事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

7
記述統計（ 度数分布表、 ヒ スト グ

ラ ム、 平均）

度数分布表、 ヒ スト グラ ム、 平均

を 学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

8 記述統計（ 分散、 標準偏差） 分散、 標準偏差について学ぶ
事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

9

散布図、 相関係数、 回帰式
散布図、 相関係数、 回帰式につい

て学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

10 確率変数、 正規分布 確率変数と 正規分布について学ぶ
事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

11 推測統計の導入
標本、 母 集団、 大 数の法則と 中心

極限定理について学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

12 推測統計（ 点推定と 区間推定） 点推定と 区間推定について学ぶ。
事前： SQLの予習

事後： SQLの復習

13
推測統計（ 区間推定）

区間推定について学ぶ。
事前： SQLの予習

事後： SQLの復習

14 春学期総復習
春学期の総復習を行 い理解を 含め

る

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

現代社会１ (数理‧ データ サイ エンス‧ AI)∕ MODERN SOCIETY1(INTRODUCTION T

O DATA SCIENCE (LITERACY LEVEL))

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1004

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
水 2∕ Wed  2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
横塚 志行

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

横塚 志行 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

1． 授業の目 的‧ 内容

本授業は、 文 部科学省が推進する 「 数理‧ データ サイ エンス‧ AI（ 以下、 数理‧

DS‧ AI）」 のリ テラ シーレ ベルを 習得し 、 実務でも 活用 できる 基礎的な力 を身 につ

ける こ と を目 的と し ています。 数理‧ DS‧ AIは、 様々な分野での課題解決に活用 さ

れており 、 現代社会を生 きる う えで欠 かせない素養と なっ ています。 こ う し た背景

を ふまえ、 本授業では、 学生 が幅広い視点を 持ち ながら 、 自 身 の専門 分野や日 常生

活の中でデータ やAIを 適切に活用 できる力 を 育むこ と を目 指し ます。

2． 主な内容

･数理‧ DS‧ AIの基礎知識

データ 駆動型社会、 ビッ グデータ 、 AI技術の概要を学び、 社会での活用 事例を 通じ

てその意義を理解し ます。

･データ リ テラ シーの習得



データ の読み方 、 整理‧ 分析方 法、 視覚化手 法を Excel演習を 通じ て学びます。 統計

の基本やク ロ ス集計、 相関分析などのスキルを実践的に身 につけます。

･データ ‧ AI利用 の倫理と 安全

AI利用 における 透明性やデータ バイ アス、 GDPRなどの法的枠組み、 情報セキュ リ

ティ や個人 情報保護の基本を学びます。

3． 学生 が得ら れる成果

･数理‧ DS‧ AIの基礎知識を 習得し 、 データ サイ エンスやAIの社会的な活用 方 法を

理解する 。

･実際のデータ を 扱う スキルを身 につけ、 課題解決に応用 できる力 を 養う 。

･データ サイ エンスやAI活用 に伴う 倫理的課題や情報保護の重要性を 理解し 、 責任あ

る行 動を 取れる意識を持つ。

さ ら に、 本講義は経営学科の学位授与方 針（ DP） に則り 、 情報技術に関する 専門 知

識の提供を 通じ て、 情報処理の原理を 理解し 、 実務にも 役立 つ内容を心 掛けていま

す。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

初回講義において、 学習する 内容、 講義の進め方 、 成績の評価方 法などを説明す

る 。

対面 授業を 原則と し 、 以下の前提を 想定し ている 。

‧ PCを 操作し ながら 授業を 進める こ と があるので、 自 分が所有する PCを 持参し PC

の操作ができる こ と こ と

‧ データ リ テラ シーに関する エク セルの課題提示 を指示 する。

‧ 課題提示 に対する フ ィ ード バッ ク は、 m anabaで解答を アッ プロ ード し 、 適宜解

説を行 う 。

‧ 本授業は全学年を 対象と し ています。 学年や学部に関わら ず、 基礎から 学べる内

容を 構成し ています。

‧ 各学期の最終授業で総復習の位置づけでテスト を 実施する 。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

事前事後の学習時間は合計４ 時間である 。

講義参加者は、 事前学習と し て事前提示 予定のレ ジュ メ を 事前に読んでおいてほし

い（ ２ 時間）。

事後学習は、 授業ノ ート などを目 を 通し 内容を理解を 促進し てほし い（ １ 時間）。

上記以外にも 、 データ サイ エンス、 AIに関する 記事等を日 常的に入 手 し ておき AIの

動き を把握し てほし い(1時間)。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er



テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title
教養と し てのデータ サイ エンス

著者

∕ Au th or n am e
内田 誠一 、 川崎能典ら

出版社/URL

∕ Pub l ish er
講談社

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

春学期の最終授業で総復習の位置づけでテスト を 実施する 。

なお、 評価比 率は、 出席と 課題提示 (30-40% 程度)と テスト (60-70% 程度)と 想定し て

いる 。

関連科目

∕ Related  Sub jects

備考

∕ Notes



到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

現代社会に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世紀型市民

にふさ わし い概括的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情勢に対処し て

いく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応できる よう にする 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1
オリ エン テーショ ン 授業の進め方 を 紹介する

2 社会で起き ている 変化

‧ ビ ッ ト 、 バイ ト 、 ビッ グデー

タ 、 ３ Ｖ

‧ ビ ッ グデータ 関連サービ ス

（ SNS,検索エンジン 等）

‧ データ 駆動型社会、 第四次産業

革 命

等を 学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

3 社会で活用 さ れている データ

‧ ビ ッ グデータ の種類（ 調査デー

タ 、 ロ グデータ 等）

‧ 構造化データ 、 非 構造データ

‧ 母 集団と 標本抽出

等を 学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

4 データ ‧ AI利活用 の活用 領域

‧ 製造分野、 出荷物流分野、 マー

ケティ ン グ分野、 販売分野、 サー

ビ ス分野等での活用 状況を 学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

5 データ ‧ AI利活用 のための技術

‧ Ａ Ｉ 概要

‧ 文 字認識、 音 声認識、 機械翻

訳、 自 動運転、 レ コ メ ン ド エンジ

ン、 強化学習

等を 学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

6 生 成Ａ Ｉ の概要と その使い方

‧ 基礎的なＡ Ｉ 技術（ 機械学習、

Ｄ Ｌ 等）

‧ 生 成Ａ Ｉ (テキスト 生 成、 画像生

成)の概要

‧ 生 成Ａ Ｉ の使い方

‧ プロンプト エン ジニアリ ング

などを学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

7 データ リ テラ シー(データ を 読む)

‧ エク セルの使い方

‧ 質的データ 、 量的データ

‧ 平均、 分散、 標準偏差、 中央

値、 最頻値

などを学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

8 データ リ テラ シー(データ を 読む)
‧ 相関係数、 回帰分析

などを学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

9
データ リ テラ シー(データ を 説明す

る )

棒グラ フ 、 円グラ フ 、 帯グラ フ 、

折れ線グラ フ 、 散布図等の作成方

法を 学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

10
データ リ テラ シー(データ を 説明す

る )

箱ひげ図、 パレ ート 図等の作成方

法を 学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

11 データ リ テラ シー(データ を 扱う )

分割表、 ク ロス集計表の作成方 法

を 学ぶ
事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

12 データ ‧ AIを 扱う 上での留意事項 ‧ ELSI

‧ AI倫理

‧ AIの留意事項(ブラ ッ ク ボッ ク

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認



ス、 アカ ウンタ ビ リ ティ 、 透明

性、 データ バイ アス)

等を 学ぶ

13 データ を 守る 上での留意事項

‧ 情報セキュ リ ティ

‧ 個人 情報保護法

‧ GDPR

‧ サイ バーセキュ リ ティ

等を 学ぶ

事前： レ ジュ メ の一 読

事後： 講義ノ ート の確認

14 まと め まと め

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

情報科学各論（ 情報処理演習） [総合]∕ ADVANCED COURSE IN COMPUTER APPLI

CATIONS

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1003

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 3∕ Mon  3

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
金 子  憲一

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

金 子  憲一 ド イ ツ 語学科∕ GERMAN

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

講義目 的： こ の授業では、 コ ンピ ュ ータ の基本操作を 中心 に、 アプリ ケーショ ン ソ

フ ト の利用 などについて学ぶ。 特に大 学生 活、 社会生 活で実際に必要で、 かつ役に

立 つコ ン ピ ュ ータ の利用 法を 習得する こ と を目 的と する 半期完結授業である 。 な

お、 受講者の学習状況などにより 、 授業内容を 変更する こ と がある 。

コ ン ピュ ータ 初心 者を対象に、 １ 人 １ 台のコ ンピ ュ ータ を 使い、 主と し て実習を 中

心 と し て授業を 進める。 実習を 中心 と し た授業である から 、「 欠 席や遅刻を し ない」

こ と 。 やむを 得ず欠 席し た場合には、 必ず自 習し て遅れを 取り 戻し ておく こ と 。 な

お、 内容的には、 こ の科目 を 履修し た後、［ 応用 ］ 科目 を 履修できる 。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

実習を中心 と し た授業と なり ます。

設定や環境を 統一 するため、 コ ン ピ ュ ータ 教室のコ ン ピュ ータ （ PC） を 利用 し ま

す。

なお、 Macに関連する 質問には、 対応でき ません。

事前学習、 事後学習に必要な環境：



1)パーソ ナルコ ン ピュ ータ （ OSはW indow s）。

USBメ モリ （ 16G程度で可）。

2)Microsoft Offi ce（ Word、 Excel、 Pow erPoin t等）。

（ 注意： 基本機能が制限さ れたも のは、 授業に対応し ていません。）

W indow sに付属する アプリ ケーショ ン（ Edge、 メ モ帳、 ペイ ン ト 、 エク スプローラ

等）。

W indow sのフ リ ーソ フ ト （ ミ カ タ イ プ）。

課題などのフ ィ ード バッ ク は、 m anabaを 中心 に行 います。

毎回の授業は、 前回迄の内容の積み重ねの上に進んでいき ます。 毎回の内容を 「 て

いねいに」 学んで下さ い。 特に、 各回の授業の前に、 前回迄の内容の再確認を し っ

かり 行 っ て下さ い。

■大 事なこ と や、 質問と その答えをすぐ に（ その場で） メ モできる よ う に、「 手 書き

用 のノ ート 」 を用 意し て下さ い。

＞ノ ート は、 必要に応じ て、 随時確認し ます。

ノ ート を 取っ ていない人 が、 同じ 質問を 何度も 繰り 返す場合は、 TAさ ん（ ヘルプデ

スク ） も お答えし ません（ 対応し ません）。

＞授業内での説明や、 配布資料以外でのやり 方 、 例えば、 ネッ ト で書いてあっ たや

り 方 でう まく いかない場合のエラ ー対応を 、 TAさ んに頼る こ と も 禁止 です。

＞なお、 スク リ ーン 等の「 無断撮影」 は禁止 です。

いろ いろ な決め事は、 意味があっ て行 っ ています。 また、 毎回の授業で必要なこ と

は、 第1回から の資料を見 れば、 ほと んど解決できる よう にし てあり ます。 TAさ ん

にすべてを 聞いて、 長 時間独占するこ と は止 めて下さ い。（ 全部の授業に出席する 、

と いう 前提で授業は構成さ れています。 特に、 欠 席し た場合は、 必ず、 その日 の内

容を自 習し てから 、 次の授業に来て下さ い。）

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

事前学習 

第1回から 前回までの流れ（ 内容） を 、 再度確認する。 特に、 各回で共通する 箇所

（ 土 台と なる知識と 操作） を意識する。 また、 必要な準備がある 場合は忘れずに行

い、 各回の内容に集中できる よ う にする 。（ 2時間程度）

事後学習

各回の内容（ 例題等） を 、 できる だけ1日 おいて、 再度行 い、 理解でき ていない個所

（ 知識と 操作）、 忘れてし まっ た箇所を 確認する と 同時に、 ノ ート （ メ モ） を し てお

く 。

タ イ プ練習を行 う （ 目 標はミ カ タ イ プで、 1分間に120〜130文 字以上を 、 安定的に

出せるこ と ）。（ 2時間程度）

必要な時間に関し ては、 各回の内容による 差、 また個人 差があると 思われますが、

コ ン ピュ ータ の実習授業は、 前回までの積み重ねによる と こ ろ が極めて大 き いの

で、 特に苦手 意識のある人 は、 理解でき ていない個所（ 知識と 操作） を、 次回に持

ち 越さ ないよ う に注意し て下さ い。 メ モする （ 言 語化する） こ と で、 何がわから な

いのか、 忘れやすいのか、 明確になり ます。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er
m anabaにて情報の提示 や資料等を 配布。

テキスト 2

∕ Textb ook s2
書籍名

∕ Title



著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er



評価方 法

∕ Eva lu ation

原則と し て、 出席が2/3以上ある こ と が評価の前提（ 条件）。 その上で、

課題90％、 平常点（ 課題以外の提出等） 10% 。

締め切り を 守り 、 作成要件に不備のないよ う に作成する こ と を 基準（ 最低限） と

し 、 完成度を高 める こ と で加点さ れます。

＞学生 間のデータ の受け渡し は、 理由の如何を問わず、 絶対に禁止 です。（ 渡し た

人 、 受け取っ た人 どちら も 、 不正行 為（ 失格） と し ます。）

関連科目

∕ Related  Sub jects

情報科学各論（ 応用 、 HTML） の各科目 。

情報処理演習の内容（ 知識と 操作） を し っ かり 身 につけておく こ と で、 スムーズな

履修ができ ます。

備考

∕ Notes

1)咳やく し ゃ みがある 場合は、 必ず、 マスク を 着用 し て下さ い。

2)実習が中心 の授業のため、 受講人 数や理解状況に応じ て、 授業予定を 若干 、 変更

する こ と があり ます。

3)USBメ モリ を 準備し て下さ い。 第1回目 から 必要になり ます。

（ 初めて購入 する 場合は、 16G程度（ 1000円程度） のも ので大 丈夫です。）

＞データ は、 USBメ モリ と 各自 のPC内の2か所（ 複数個所） に保存し 、 ト ラ ブルに

備えます。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 修得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 独】 ----------

△:専門 演習

【 19カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 19カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

【 24カ リ ‧ 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習

【 24カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 24カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性



○:主体性

△:倫理性

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1
ガイダンス、 基本知識と 操作の確

認

授業内容等の説明。 基本知識と 操

作。 タ イ ピ ング。

2 イ ンタ ーネッ ト の活用
Webページの利用 。 PCを 使っ たメ

ール。 情報倫理。

3 ワープロ： 文 書作成の流れ
保存、 ページ設定、 文 字の入 力 、

編集、 印刷。

4 ワープロ： 画像の利用
画像の利用 と 著作権。 画像の編集

と 配置。

5
ワープロ： 表と スマート アート の

利用
表の作成と 編集。 スマート アート

の編集。

6 ワープロ： 総合演習 指定さ れたテーマでの文 書作成。

7 表計算：  表計算の基本機能 表の作成、 グラ フ 、 計算。

8 表計算： グラ フ の作成
基本的なグラ フ と 応用 的なグラ

フ 。

9 表計算： 計算式 相対参照と 絶対参照。

10 表計算： 関数 基本的な関数と 応用 的な関数。

11 表計算： 総合演習 指定さ れたテーマでの集計。

12
プレ ゼン テーショ ン ： スラ イ ド の

作成

スラ イ ド の入 力 、 発表原稿（ ノ ー

ト ）。

13
プレ ゼン テーショ ン ： スラ イ ド の

実行
動き をつける。 実行 時の注意点。

印刷。

14
プレ ゼン テーショ ン ： 総合演習

まと め

指定さ れたテーマでのプレ ゼンテ

ーショ ン の作成。

全体のまと め。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

情報科学各論（ 情報処理演習） [英語]∕ ADVANCED COURSE IN COMPUTER APPLI

CATIONS

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1003

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
金 1∕ Fri 1

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
黄  海湘∕ HUANG Haixiang

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

黄  海湘∕ HUANG Haixiang 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

講義目 的： こ の授業では、 コ ンピ ュ ータ の基本操作を 中心 に、 アプリ ケーショ ン ソ

フ ト の利用 などについて学ぶ。 特に大 学生 活、 社会生 活で実際に必要で、 かつ役に

立 つコ ン ピ ュ ータ の利用 法を 習得する こ と を目 的と する 半期完結授業である 。 情報

処理演習（ 総合） と 異なり 、 各アプリ ケーショ ン ソ フ ト で日 本語だけでなく 英語も

扱う 。 なお、 受講者の学習状況などにより 、 授業内容を 変更するこ と がある 。

コ ン ピュ ータ 初心 者を対象に、 １ 人 １ 台のコ ンピ ュ ータ を 使い、 主と し て実習を 中

心 と し て授業を 進める。 実習を 中心 と し た授業である から 、 欠 席や遅刻を し ないこ

と 。 やむを 得ず欠 席し た場合には、 必ず自 習し て遅れを 取り 戻し ておく こ と 。 な

お、 内容的には、 こ の科目 を 履修し た後、［ 応用 ］ 科目 を 履修できる 。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

授業形態に関し ては、 担当教員の意向による 。

【 履修上の注意】 本講義は実技を 中心 と し て行 う 。 課題やレ ポート に関するフ ィ ー

ド バッ ク は大 学のシステム（ m anaba） で行 う 。 直接メ ールでやり 取り する 場合も

ある 。



事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

担当教員より 随時指示 する。 授業内で達成でき なかっ た部分の再現（ 各自 の進行 状

況により 作業時間は異なる）。 毎回異なる が、 大 体事前学修２ 時間、 事後学修２ 時間

が必要と なる。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

Offi ceによる データ リ テラ シー ―大 学生 のため

のデータ サイ エンス―

著者

∕ Au th or n am e

松山 恵美子  黄 海湘 八 木 英一 郎 黒澤敦子  石 野邦

子  堀江郁美（ 著）

出版社/URL

∕ Pub l ish er
共立 出版

ISBN

∕ ISBN
ISBN 978-4-320-12483-7

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er



ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

授業参加態度（ 20％）、 レ ポート （ 30％）、 期末課題（ 50％） により 総合的に評価す

る 。

関連科目

∕ Related  Sub jects

備考

∕ Notes
テキスト ‧ 参考文 献： 適宜指示 する 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 修得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 独】 ----------

△:専門 演習

【 19カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 19カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

【 24カ リ ‧ 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習

【 24カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 24カ リ ‧ 仏】 ----------



△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 ガイダンス‧ PCの基本操作
授業内容やテキスト 、 基本的なPC

の操作について

2 OSと Offi ceの基礎
Window s10と Offi ce(Word , Excel ,

PowerPoint)の基礎について

3 Word： 簡単な書式設定など
Wordの書式設定など基本的な設定

の説明と 実習

4 Word： 応用 的な書式設定など
Wordの書式設定など応用 的な設定

の説明と 実習

5 Word： レ イ アウト 関係の設定など
Wordのレ イ アウト 関係などの設定

についての説明と 実習

6
イ ンタ ーネッ ト の活用 法： 情報検

索方 法など

イ ン タ ーネッ ト 上での情報検索方

法についての説明と 実習

7
イ ンタ ーネッ ト の活用 法： ネッ ト

のマナーなど

イ ン タ ーネッ ト 上での注意事項に

ついて

8 Excel： 基本操作など
Excelの基本的な操作についての説

明と 実習

9 Excel： 簡単な作表など Excelの作表についての説明と 実習

10 Excel： 複雑な作表、 計算など
Excelの高 度な作表と 計算について

の説明と 実習

11 Pow erPo int： 基本操作など
PowerPointの基本的な操作につい

ての説明と 実習

12 Pow erPo int： 資料の作成など
PowerPointの資料作成についての

説明と 実習

13 Pow erPo int： 発表 PowerPointを使っ ての発表

14 まと め 全体のまと め

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

情報科学各論（ 情報処理演習） [ヨ ーロッ パ言 語]∕ ADVANCED COURSE IN COMPU

TER APPLICATIONS

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1003

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
水 2∕ Wed  2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
金 井 満

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

金 井 満 ド イ ツ 語学科∕ GERMAN

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

講義目 的： こ の授業では、 コ ンピ ュ ータ の基本操作を 中心 に、 アプリ ケーショ ン ソ

フ ト の利用 などについて学ぶ。 特に大 学生 活、 社会生 活で実際に必要で、 かつ役に

立 つコ ン ピ ュ ータ の利用 法を 習得する こ と を目 的と する 半期完結授業である 。 情報

処理演習（ 総合） と 異なり 、 各アプリ ケーショ ン ソ フ ト で日 本語だけでなく 英語、

ド イ ツ語、 フ ラ ンス語、 スペイ ン 語などのヨ ーロ ッ パ言 語も 扱う 。 受講生 の外国語

の能力 自 体は問わない。 なお、 受講者の学習状況などにより 、 授業内容を 変更する

こ と がある 。

コ ン ピュ ータ 初心 者を対象に、 各自 が持参する、 あるいは場合によっ ては大 学設備

のコ ンピ ュ ータ を 使い、 主と し て実習を 中心 と し て授業を 進める 。 実習を 中心 と し

た授業である から 、 欠 席や遅刻をし ないこ と 。 やむを 得ず欠 席し た場合には、 必ず

自 習し て遅れを 取り 戻し ておく こ と 。 なお、 内容的には、 こ の科目 を 履修し た後、

［ 応用 ］ 科目 を履修でき る。



授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

基本的には、 教室の収容人 数を半分にし て、 感染防止 策を十 分に取っ て対面 授業を

行 いたい。 ただし 新型コ ロ ナウィ ルス感染状況などにより 、 対面 授業を 中止 する 可

能性がある 。 対面 を 原則と する ため、 履修希望者は自 分でト ラ ブル処理などが出来

る 学生 より も 、 コ ン ピ ュ ータ 操作に精通し ていない、 あるいは苦手 と し て、 直接対

面 での補助を 必要と する よ う な学生 を対象と する 。 ある 程度操作に慣れている 学生

は他の授業を 受講するこ と を 勧める 。

授業に際し ては、 自 ら のPCを 持ち 込んで授業を 受ける こ と を 前提と する 。 使用 する

ソ フ ト ウエアは、 Microsoft Offi ceのWord , Excel , Pow erPointを 原則と する 。 本年度

から 学生 は無料で使用 できる ので、 他の互換ソ フ ト などは基本的には考慮し ない。

またWindow s以外にMacなども 対象と する が、 授業自 体はWindow sを基本と し て使

用 する。 Chrom bookに関し ては、 対象と し ない。

授業は、 与えら れた課題を 各自 が再現する こ と で進める 。 授業中に出さ れる 課題に

関し てはその場で解決できる よう に補助する 。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

担当教員より 随時指示 する。 授業内で達成でき なかっ た部分の再現（ 各自 の進行 状

況により 作業時間は異なる）。 事前学習に関し ては、 課題によっ て異なる ため、 毎回

必要と なる かどう かはわから ない。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e



出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

課題等の平常点： １ ０ ０ ％

Word , Excel , PowerPointと いう 3つのソ フ ト ウェ アを 使う ための課題を 完成後に、

提出する こ と 。 授業内で完成でき ない場合には、 設定さ れた時間までに各自 提出を

する こ と 。 課題に関し ては、 必要な事項が含まれている こ と に重点を 置いて評価す

る 。

関連科目

∕ Related  Sub jects
初級の授業なので、 今後の中級への足 がかり と なる 。

備考

∕ Notes
テキスト ‧ 参考文 献： 適宜指示 する 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 修得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 独】 ----------

△:専門 演習

【 19カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 19カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性



○:主体性

△:倫理性

【 24カ リ ‧ 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習

【 24カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 24カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 ガイダンス‧ PCの基本操作
授業内容やテキスト 、 基本的なPC

の操作について

2 OSと Offi ceの基礎
Window s10と Offi ce(Word , Excel ,

PowerPoint)の基礎について

3 Word： 簡単な書式設定など
Wordの書式設定など基本的な設定

の説明と 実習

4 Word： 応用 的な書式設定など
Wordの書式設定など応用 的な設定

の説明と 実習

5 Word： レ イ アウト 関係の設定など
Wordのレ イ アウト 関係などの設定

についての説明と 実習

6
イ ンタ ーネッ ト の活用 法： 情報検

索方 法など

イ ン タ ーネッ ト 上での情報検索方

法についての説明と 実習

7
イ ンタ ーネッ ト の活用 法： ネッ ト

のマナーなど

イ ン タ ーネッ ト 上での注意事項に

ついて

8 Excel： 基本操作など
Excelの基本的な操作についての説

明と 実習

9 Excel： 簡単な作表など Excelの作表についての説明と 実習

10 Excel： 複雑な作表、 計算など
Excelの高 度な作表と 計算について

の説明と 実習

11 Pow erPo int： 基本操作など
PowerPointの基本的な操作につい

ての説明と 実習

12 Pow erPo int： 資料の作成など
PowerPointの資料作成についての

説明と 実習

13 Pow erPo int： 発表 PowerPointを使っ ての発表

14 まと め 全体のまと め

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

情報科学各論（ 情報処理演習） [ヨ ーロッ パ言 語]∕ ADVANCED COURSE IN COMPU

TER APPLICATIONS

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1003

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
金 2∕ Fri 2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
松山  恵美子

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

松山  恵美子 フ ラ ンス語学科∕ FRENCH

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

講義目 的： こ の授業では、 コ ンピ ュ ータ の基本操作を 中心 に、 アプリ ケーショ ン ソ

フ ト の利用 などについて学ぶ。 特に大 学生 活、 社会生 活で実際に必要で、 かつ役に

立 つコ ン ピ ュ ータ の利用 法を 習得する こ と を目 的と する 半期完結授業である 。 情報

処理演習（ 総合） と 異なり 、 各アプリ ケーショ ン ソ フ ト で日 本語だけでなく 英語、

ド イ ツ語、 フ ラ ンス語、 スペイ ン 語などのヨ ーロ ッ パ言 語も 扱う 。 受講生 の外国語

の能力 自 体は問わない。 なお、 受講者の学習状況などにより 、 授業内容を 変更する

こ と がある 。

コ ン ピュ ータ 初心 者を対象に、 １ 人 １ 台のコ ンピ ュ ータ を 使い、 主と し て実習を 中

心 と し て授業を 進める。 実習を 中心 と し た授業である から 、 欠 席や遅刻を し ないこ

と 。 やむを 得ず欠 席し た場合には、 必ず自 習し て遅れを 取り 戻し ておく こ と 。 な

お、 内容的には、 こ の科目 を 履修し た後、［ 応用 ］ 科目 を 履修できる 。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

対面 で行 う 。 課題提出は m anaba から 行 う 。

卒業再試験は行 わない。



∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

課題を解く ために使用 する  Microsoft Offi ce は W indow s版でも Mac版でも 構わない

が、 大 学のヘルプデスク 等では Mac版はサポート 対象外なので注意。 在学生 は

Offi ce を無料で自 分の機器類にイ ンスト ールでき る（ Microsoft 365。 詳細は 中央棟

１ 階CLEAS‧ 東棟４ 階ヘルプデスク ）。 提出さ れた課題に対し ては、 次回の授業や

m anabaなどを通し て解説‧ コ メ ン ト 等を行 う 。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

担当教員より 随時指示 する。 事後学習と し ては、 その回で扱っ た操作方 法を よく 復

習し 、 自 ら 進んで利用 するこ と が期待さ れる 。 おおよ そ、 事前学習には1時間、 事後

学習には3時間程度かける こ と 。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

offi ceによるデータ リ テラ シー 大 学生 のデータ

サイ エンス

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er
共立 出版

ISBN

∕ ISBN
978-4-320-12483-7

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title



著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

３ 分の２ 以上の出席およ びタ イ ピ ン グ、 授業内での課題提出状況も 評価に含む。

Word、 Excelの小 テスト への受験、 およ びPow erPoint発表資料の提出を 必須と す

る 。

課題の提出20％、 Word小 テスト 25％。 Exce小 テスト 25％、 Pow erPoin t20％、 タ イ

ピ ン グ10％： 100％

関連科目

∕ Related  Sub jects
初級の授業なので、 今後の中級への足 がかり と なる 。

備考

∕ Notes
参考文 献： 適宜指示 する 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 修得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 独】 ----------

△:専門 演習

【 19カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 19カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

【 24カ リ ‧ 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習



【 24カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 24カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 ガイダンス‧ PCの基本操作
授業内容やテキスト 、 基本的なPC

の操作について
文 字入 力

2 OSと Offi ceの基礎
Window s10と Offi ce(Word , Excel ,

PowerPoint)の基礎について

3 Word： 簡単な書式設定など
Wordの書式設定など基本的な設定

の説明と 実習
図‧ 表を使っ た文 書の作成

4 Word： 応用 的な書式設定など
Wordの書式設定など応用 的な設定

の説明と 実習
段落、 ページ、 参考資料の設定

5 Word： 復習。 小 テスト

Wordのレ イ アウト 関係などの設定

についての説明と 実習 小 テスト

の実施

Word小 テスト の振り 返り

6
イ ンタ ーネッ ト の活用 法： 情報検

索方 法およびマナーなど

イ ン タ ーネッ ト 上での情報検索方

法についての説明と 実習
Web検索に関する 資料作成

7 Excel： 基本操作など
Excelの基本的な操作についての説

明と 実習
表の編集に関する課題

8
Excel： 基本的な計算式およ び作表

など

Excelの基本的な作表と 相対参照絶

対参照の説明と 実習
相対参照‧ 絶対参照に関する 課題

9
Excel： 簡単なグラ フ の作成‧ 基本

関数など

Excelのグラ フ 作成と 基本的な関数

についての説明と 実習

関数およびグラ フ 作成に関する 課

題

10 Excel： 復習、 小 テスト
Excelの計算式‧ 関数‧ グラ フ

小 テスト の実施
小 テスト の振り 返り

11 Pow erPo int： 基本操作など
PowerPointの基本的な操作につい

ての説明と 実習

オブジェ ク ト を 使っ たスラ イ ド の

作成

12 Pow erPo int： 資料の作成など
PowerPointの資料作成についての

説明と 実習
プレ ゼンまでの流れ

13 Pow erPo int： 発表
PowerPointを使っ ての発表 1人 3

分
振り 返り

14 まと め 全体のまと め

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
情報科学各論（ Word中級） ∕ ADVANCED COURSE IN COMPUTER APPLICATIONS

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1003

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 1∕ Mon  1

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
松山  恵美子

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

松山  恵美子 フ ラ ンス語学科∕ FRENCH

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

講義目 的‧ 概要： こ の授業は、［ 入 門 ］ 情報処理演習のいずれかの科目 を 履修し た学

生 （ ある いは、［ 入 門 ］ 科目 で扱う 内容を すでに理解し ている 学生 ） を 対象に、

Wordの使い方 について、 より 広い知識を 習得する こ と を目 的と する半期完結授業で

ある 。

実習を中心 と し た授業である から 、 欠 席や遅刻をし ないこ と 。 やむを 得ず欠 席し た

場合には、 必ず自 習し て遅れを 取り 戻し ておく こ と 。 なお、 受講生 の習熟度等によ

っ て、 進度‧ 扱う 内容が多少異なる こ と がある 。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

PC教室での対面 授業の授業形態と する 。

毎回の授業では出席確認を行 い、 3分の2以上の出席を 単位取得の条件と する 。

毎回の授業で扱っ たフ ァ イ ルの提出状況およ び授業内で複数回実施する小 テスト で

評価を行 う 。

卒業再試験は行 わない。

課題を解く ために使用 する  Microsoft Offi ce は W indow s版でも Mac版でも 構わない



が、 大 学のヘルプデスク 等では Mac版はサポート 対象外なので注意。 在学生 は

Offi ce を無料で自 分の機器類にイ ンスト ールでき る（ Microsoft 365。 詳細は 中央棟

１ 階CLEAS‧ 東棟４ 階ヘルプデスク ）。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y
担当教員より 毎回の授業のなかで随時指示 する 。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e



出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

授業で扱っ たフ ァ イ ルの提出（ 40% ）、 タ イ ピン グ力 （ 10％）、 3回のテスト

（ 50％）、 最終テスト で評価を行 う 。： １ ０ ０ ％

11回以上の出席およ び3回のテスト を 受験する こ と を単位取得の条件と する

関連科目

∕ Related  Sub jects

備考

∕ Notes
テキスト ‧ 参考文 献： 適宜指示 する 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 修得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 独】 ----------

△:専門 演習

【 19カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 19カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

【 24カ リ ‧ 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習

【 24カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識



△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 24カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 ガイダンス‧ 基本操作の確認
授業内容やテキスト 、 基本的なPC

の操作について

日 本語、 英語、 多言 語入 力 に関す

る 課題

2 段落、 段組など設定方 法
Wordの書式設定など基本的な設定

の説明と 実習

単語、 段落、 ページの設定に関す

る 課題

3 段落、 段組、 その他書式設定
Wordの書式設定など応用 的な設定

の説明と 実習
書式設定に関する課題

4 アウト ラ イ ン に沿っ た編集方 法
アウト ラ イ ンモード の編集につい

ての説明

5 アウト ラ イ ン に沿っ た編集の実践 アウト ラ イ ンモード の編集の実践
スタ イ ル機能を長 文 作成に関する

課題

6 脚注‧ コ メ ン ト の作成
脚注やコ メ ント についての説明と

実習
参考資料に関する課題

7 ワード アート の利用
ワード アート を 利用 する ための説

明と 実習
オブジェ ク ト の活用 に関する 課題

8 図形の利用 方 法‧ 第1回小 テスト 図形機能の使い方 の説明と 実習 図形‧ 表などに関する 課題

9 図形の利用 の実践‧ 第2回小 テスト 図形機能の使い方 の実習

10 図形の利用 およ び組織図の作成
図形機能と 組織図機能の使い方 の

説明と 実習
Sm artArtなどに関する 課題

11 目 次作成‧ 索引作成
目 次作成と 索引作成機能の説明と

実習
目 次‧ 索引機能に関する課題

12 Excelと の基本的な連携
Excelと の基本的な連携の仕方 の説

明と 実習
統合練習

13 Excelと の応用 的な連携
Excelと の連携の応用 についての説

明と 実習
長 文 の作成

14 まと め‧ 第3回小 テスト 全体のまと め 総合問題

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
情報科学各論（ Word中級） ∕ ADVANCED COURSE IN COMPUTER APPLICATIONS

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1003

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 3∕ Mon  3

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
金 子  憲一

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

金 子  憲一 ド イ ツ 語学科∕ GERMAN

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

講義目 的‧ 概要： こ の授業は、［ 入 門 ］ 情報処理演習のいずれかの科目 を 履修し た学

生 （ ある いは、［ 入 門 ］ 科目 で扱う 内容を すでに理解し ている 学生 ） を 対象に、

Wordの使い方 について、 より 広い知識を 習得する こ と を目 的と する半期完結授業で

ある 。

実習を中心 と し た授業である から 、「 欠 席や遅刻を し ない」 こ と 。 やむを 得ず欠 席し

た場合には、 必ず自 習し て遅れを 取り 戻し ておく こ と 。 なお、 受講生 の習熟度等に

よっ て、 進度‧ 扱う 内容が多少異なる こ と がある 。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

実習を中心 と し た授業と なり ます。

設定や環境を 統一 するため、 コ ン ピ ュ ータ 教室のコ ン ピュ ータ （ PC） を 利用 し ま

す。

なお、 Macに関連する 質問には、 対応でき ません。

事前学習、 事後学習に必要な環境：

1)パーソ ナルコ ン ピュ ータ （ OSはW indow s）。



USBメ モリ （ 16G程度で可）。

2)Microsoft Offi ce（ Word、 Excel、 Pow erPoin t等）。

（ 注意： 基本機能が制限さ れたも のは、 授業に対応し ていません。）

W indow sに付属する アプリ ケーショ ン（ Edge、 メ モ帳、 ペイ ン ト 、 エク スプローラ

等）。

W indow sのフ リ ーソ フ ト （ ミ カ タ イ プ）。

課題などのフ ィ ード バッ ク は、 m anabaを 中心 に行 います。

毎回の授業は、 前回迄の内容の積み重ねの上に進んでいき ます。 毎回の内容を 「 て

いねいに」 学んで下さ い。 特に、 各回の授業の前に、 前回迄の内容の再確認を し っ

かり 行 っ て下さ い。

■大 事なこ と や、 質問と その答えをすぐ に（ その場で） メ モできる よ う に、「 手 書き

用 のノ ート 」 を用 意し て下さ い。

＞ノ ート は、 必要に応じ て、 随時確認し ます。

ノ ート を 取っ ていない人 が、 同じ 質問を 何度も 繰り 返す場合は、 TAさ ん（ ヘルプデ

スク ） も お答えし ません（ 対応し ません）。

＞授業内での説明や、 配布資料以外でのやり 方 、 例えば、 ネッ ト で書いてあっ たや

り 方 でう まく いかない場合のエラ ー対応を 、 TAさ んに頼る こ と も 禁止 です。

＞なお、 スク リ ーン 等の「 無断撮影」 は禁止 です。

いろ いろ な決め事は、 意味があっ て行 っ ています。 また、 毎回の授業で必要なこ と

は、 第1回から の資料を見 れば、 ほと んど解決できる よう にし てあり ます。 TAさ ん

にすべてを 聞いて、 長 時間独占するこ と は止 めて下さ い。（ 全部の授業に出席する 、

と いう 前提で授業は構成さ れています。 特に、 欠 席し た場合は、 必ず、 その日 の内

容を自 習し てから 、 次の授業に来て下さ い。）

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

事前学習 

第1回から 前回までの流れ（ 内容） を 、 再度確認する。 特に、 各回で共通する 箇所

（ 土 台と なる知識と 操作） を意識する。 また、 必要な準備がある 場合は忘れずに行

い、 各回の内容に集中できる よ う にする 。（ 2時間程度）

事後学習

各回の内容（ 例題等） を 、 できる だけ1日 おいて、 再度行 い、 理解でき ていない個所

（ 知識と 操作）、 忘れてし まっ た箇所を 確認する と 同時に、 ノ ート （ メ モ） を し てお

く 。

タ イ プ練習を行 う （ 目 標はミ カ タ イ プで、 1分間に130〜150文 字以上を 、 安定的に

出せるこ と ）。（ 2時間程度）

必要な時間に関し ては、 各回の内容による 差、 また個人 差があると 思われますが、

コ ン ピュ ータ の実習授業は、 前回までの積み重ねによる と こ ろ が極めて大 き いの

で、 特に苦手 意識のある人 は、 理解でき ていない個所（ 知識と 操作） を、 次回に持

ち 越さ ないよ う に注意し て下さ い。 メ モする （ 言 語化する） こ と で、 何がわから な

いのか、 忘れやすいのか、 明確になり ます。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er
m anabaにて情報の提示 や資料等を 配布。

テキスト 2

∕ Textb ook s2
書籍名

∕ Title



著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er



評価方 法

∕ Eva lu ation

原則と し て、 出席が2/3以上ある こ と が評価の前提（ 条件）。 その上で、

課題90％、 平常点（ 課題以外の提出等） 10% 。

締め切り を 守り 、 作成要件に不備のないよ う に作成する こ と を 基準（ 最低限） と

し 、 完成度を高 める こ と で加点さ れます。

＞学生 間のデータ の受け渡し は、 理由の如何を問わず、 絶対に禁止 です。（ 渡し た

人 、 受け取っ た人 どちら も 、 不正行 為（ 失格） と し ます。）

関連科目

∕ Related  Sub jects
情報科学各論（ 応用 、 HTML） の各科目 。

備考

∕ Notes

1)咳やく し ゃ みがある 場合は、 必ず、 マスク を 着用 し て下さ い。

2)実習が中心 の授業のため、 受講人 数や理解状況に応じ て、 授業予定を 若干 、 変更

する こ と があり ます。

3)USBメ モリ を 準備し て下さ い。 第1回目 から 必要になり ます。

（ 初めて購入 する 場合は、 16G程度（ 1000円程度） のも ので大 丈夫です。）

＞データ は、 USBメ モリ と 各自 のPC内の2か所（ 複数個所） に保存し 、 ト ラ ブルに

備えます。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 修得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 独】 ----------

△:専門 演習

【 19カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 19カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

【 24カ リ ‧ 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習

【 24カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 24カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性



回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1
ガイダンス、 基本知識と 操作の確

認

授業内容等の説明。 基本知識と 操

作。 タ イ ピ ング。

2 文 字中心 のお知ら せ文 （ 基本）
文 書作成の流れの確認。 文 字で線

を 引く 。

3 文 字中心 のお知ら せ文 （ 応用 ）
指定さ れたテーマで、 お知ら せ文

を 作成。

4 画像の入 っ たお知ら せ文 （ 基本）
画像の利用 と 著作権。 画像の編集

と 配置。 作図。

5 画像の入 っ たのお知ら せ文 （ 応用 ）
指定さ れたテーマで、 お知ら せ文

を 作成。

6 スマート アート の利用 スマート アート の編集と 配置。

7 画像を 多用 し た文 書
スマート アート と 複数の画像のレ

イ アウト （ 配置）。

8 表の利用 表の作成と 編集。

9
複雑な編集が必要な表の入 っ た文

書

表と 画像と 文 字の適切なレ イ アウ

ト （ 配置）。

10 長 文
複数の文 書フ ァ イ ルをまと める。

検索と 置換。

11 複数の文 書フ ァ イ ルと 画像の編集
見 出し と 目 次。 アウト ラ イ ン。 脚

注。 段組み。

12 表計算（ Excel） と の連携（ 基本）
ワープロ 内での表やグラ フ の利

用 。

13 表計算（ Excel） と の連携（ 応用 ）
通常の貼り 付けと リ ンク 貼り 付

け。

14
差し 込み印刷

まと め

表計算で作っ た名簿をワープロ で

利用 。

全体のまと め。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
情報科学各論（ Word中級） ∕ ADVANCED COURSE IN COMPUTER APPLICATIONS

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1003

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
金 3∕ Fri 3

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
松山  恵美子

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

松山  恵美子 フ ラ ンス語学科∕ FRENCH

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

講義目 的‧ 概要： こ の授業は、［ 入 門 ］ 情報処理演習のいずれかの科目 を 履修し た学

生 （ ある いは、［ 入 門 ］ 科目 で扱う 内容を すでに理解し ている 学生 ） を 対象に、

Wordの使い方 について、 より 広い知識を 習得する こ と を目 的と する半期完結授業で

ある 。

実習を中心 と し た授業である から 、 欠 席や遅刻をし ないこ と 。 やむを 得ず欠 席し た

場合には、 必ず自 習し て遅れを 取り 戻し ておく こ と 。 なお、 受講生 の習熟度等によ

っ て、 進度‧ 扱う 内容が多少異なる こ と がある 。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

PC教室での対面 授業の授業形態と する 。

毎回の授業で扱っ たフ ァ イ ルの提出と 14回授業のなかで2回実施する小 テスト の受

験および3分の2以上の出席を 単位取得の条件と する 。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y
担当教員より 随時指示 する。



テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN



その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

3分の２ 以上の出席を 単位取得の条件と する 。

毎回授業の課題提出状況およ び授業内で実施する小 テスト への受験を 必須と する 。

授業で扱っ たフ ァ イ ルおよ び課題の提出（ 40% ）、 タ イ ピ ン グ力 （ 10％）、 3回のテ

スト （ 50％） で評価を行 う 。： １ ０ ０ ％

関連科目

∕ Related  Sub jects

備考

∕ Notes
テキスト ‧ 参考文 献： 適宜指示 する 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 修得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 独】 ----------

△:専門 演習

【 19カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 19カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

【 24カ リ ‧ 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習

【 24カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 24カ リ ‧ 仏】 ----------



△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 ガイダンス‧ 基本操作の確認
授業内容やテキスト 、 基本的なPC

の操作について

日 本語、 英語、 多言 語入 力 に関す

る 課題

2 段落、 段組など設定方 法
Wordの書式設定など基本的な設定

の説明と 実習

単語、 段落、 ページの設定に関す

る 課題

3 段落、 段組、 その他書式設定
Wordの書式設定など応用 的な設定

の説明と 実習
書式設定に関する課題

4 アウト ラ イ ン に沿っ た編集方 法
アウト ラ イ ンモード の編集につい

ての説明

5 アウト ラ イ ン に沿っ た編集の実践 アウト ラ イ ンモード の編集の実践
スタ イ ル機能を長 文 作成に関する

課題

6 脚注‧ コ メ ン ト の作成
脚注やコ メ ント についての説明と

実習
参考資料に関する課題

7 ワード アート の利用
ワード アート を 利用 する ための説

明と 実習
オブジェ ク ト の活用 に関する 課題

8 図形の利用 方 法‧ 第1回小 テスト 図形機能の使い方 の説明と 実習 図形‧ 表などに関する 課題

9 図形の利用 の実践‧ 第2回小 テスト 図形機能の使い方 の実習

10 図形の利用 およ び組織図の作成
図形機能と 組織図機能の使い方 の

説明と 実習
Sm artArtなどに関する 課題

11 目 次作成‧ 索引作成
目 次作成と 索引作成機能の説明と

実習
目 次‧ 索引機能に関する課題

12 Excelと の基本的な連携
Excelと の基本的な連携の仕方 の説

明と 実習
統合練習

13 Excelと の応用 的な連携
Excelと の連携の応用 についての説

明と 実習
長 文 の作成

14 まと め‧ 第3回小 テスト 全体のまと め 総合問題

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
情報科学各論（ Offi ce中級） ∕ ADVANCED COURSE IN COMPUTER APPLICATIONS

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1003

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 2∕ Mon  2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
松山  恵美子

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

松山  恵美子 フ ラ ンス語学科∕ FRENCH

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

こ の授業は、［ 入 門 ］ 情報処理演習のいずれかの科目 を 履修し た学生 （ あるいは、

［ 入 門 ］ 科目 で扱う 内容を すでに理解し ている 学生 ） を 対象に、 Offi ce（ Word、

Excel、 Pow erPoin t） の実践的‧ 統合的な使い方 について、 より 広い知識を 習得す

る こ と を目 的と する 半期完結授業である。

実習を中心 と する 授業である から 、 欠 席や遅刻をし ないこ と 。 やむを 得ず欠 席し た

場合には、 必ず自 習し て遅れを 取り 戻し ておく こ と 。 なお、 受講生 の習熟度等によ

っ て、 進度‧ 扱う 内容が多少異なる こ と がある 。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

PC教室での対面 授業の授業形態と する 。

毎回の授業開始時に出席を 確認する 。

毎回の授業内容を 網羅し た課題の提出状況も 評価の一 部と する。

14回授業のなかでWord、 Excel、 Pow erPointについてそれぞれ実施する小 テスト の

受験およ び3分の2以上の出席を単位取得の条件と する。

卒業再試験は行 わない。



課題を解く ために使用 する  Microsoft Offi ce は W indow s版でも Mac版でも 構わない

が、 大 学のヘルプデスク 等では Mac版はサポート 対象外なので注意。 在学生 は

Offi ce を無料で自 分の機器類にイ ンスト ールでき る（ Microsoft 365。 詳細は 中央棟

１ 階CLEAS‧ 東棟４ 階ヘルプデスク ）。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

授業の内容に合わせた事前‧ 事後学修を指示 する 。

毎回の授業の一 部は授業動画と し てm anabaより 配信を行 う ため、 欠 席し た学生 は

視聴し 、 課題を必ず提出する こ と 。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

Offi ceによる データ リ テラ シー 大 学生 のデータ

サイ エンス

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er
共立 出版

ISBN

∕ ISBN
978-4-320-12483-7

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title



著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

3分の2以上の出席を し た学生 を対象に以下に従い評価を行 う 。

Wordおよ びExcelの習熟度テスト  30% 、 プレ ゼン 発表 15% 、 授業内課題

35% 、 事前‧ 事後課題 20％

関連科目

∕ Related  Sub jects

備考

∕ Notes
参考文 献： 適宣指示 する 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 修得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 独】 ----------

△:専門 演習

【 19カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 19カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

【 24カ リ ‧ 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習

【 24カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力



△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 24カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 ガイダンス‧ 基本操作の確認
授業の進め方 、 評価方 法などにつ

いて。

2
Word ビ ジネス文 書、 画像‧ 表の

扱い
テキスト P75〜 基本文 書の作成

授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

3
Word オブジェ ク の扱い、 長 文 作

成

テキスト P91〜 脚注‧ スタ イ ル

機能‧ 目 次作成

授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

4 Word 復習‧ 小 テスト Word小 テスト の実施およ び解説
授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

5 Excel 相対‧ 絶対参照での計算式
テキスト P105〜 Excel計算式‧

基本関数

授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

6
Excel ワーク シート の操作‧ グラ

フ
テキスト P129〜 グループ操作

授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

7 Excel 関数の利用
テキスト P141〜 基本関数、 条件

付き 関数

授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

8 Excel 復習 復習問題
授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

9 Excel 習熟度の確認 Excel小 テスト の実施およ び解説
振り 返り 動画を 確認し て再提出す

る

10 Wordと Excel 統合的な使い方
Excelのデータ ‧ グラ フ と Word文

書の統合処理

授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

11
Pow erPo int 目 的に合わせた表現

方 法

テキスト P165〜 プレ ゼンまでの

流れ

授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

12
Pow erPo int テーマに沿っ たプレ

ゼン作成
プレ ゼン 内容の決定、 作成

授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

13 Pow erPo int プレ ゼン の発表 1人 3分 プレ ゼン 後、 不利仮 発表への振り 返り

14
まと め Word、 Excelの習熟度の

復習
復習問題

授業内容に関する課題へ取り 組

み、 m anabaから 提出する

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

情報科学各論（ Excel‧ プレ ゼン テーショ ン 中級)∕ ADVANCED COURSE IN COMPU

TER APPLICATIONS

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1003

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
木 3∕ Thu 3

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
金 子  憲一

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

金 子  憲一 ド イ ツ 語学科∕ GERMAN

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

講義目 的‧ 概要： こ の授業は、［ 入 門 ］ 情報処理演習のいずれかの科目 を 履修し た学

生 （ ある いは、［ 入 門 ］ 科目 で扱う 内容を すでに理解し ている 学生 ） を 対象に、

ExcelおよびPowerPointの使い方 について、 より 広い知識を 習得する こ と を目 的と

する 半期完結授業である。

実習を中心 と し た授業である から 、「 欠 席や遅刻を し ない」 こ と 。 やむを 得ず欠 席し

た場合には、 必ず自 習し て遅れを 取り 戻し ておく こ と 。 なお、 受講生 の習熟度等に

よっ て、 進度‧ 扱う 内容が多少異なる こ と がある 。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

実習を中心 と し た授業と なり ます。

設定や環境を 統一 するため、 コ ン ピ ュ ータ 教室のコ ン ピュ ータ （ PC） を 利用 し ま

す。

なお、 Macに関連する 質問には、 対応でき ません。

事前学習、 事後学習に必要な環境：

1)パーソ ナルコ ン ピュ ータ （ OSはW indow s）。



USBメ モリ （ 16G程度で可）。

2)Microsoft Offi ce（ Word、 Excel、 Pow erPoin t等）。

（ 注意： 基本機能が制限さ れたも のは、 授業に対応し ていません。）

W indow sに付属する アプリ ケーショ ン（ Edge、 メ モ帳、 ペイ ン ト 、 エク スプローラ

等）。

課題などのフ ィ ード バッ ク は、 m anabaを 中心 に行 います。

毎回の授業は、 前回迄の内容の積み重ねの上に進んでいき ます。 毎回の内容を 「 て

いねいに」 学んで下さ い。 特に、 各回の授業の前に、 前回迄の内容の再確認を し っ

かり 行 っ て下さ い。

■大 事なこ と や、 質問と その答えをすぐ に（ その場で） メ モできる よ う に、「 手 書き

用 のノ ート 」 を用 意し て下さ い。

＞ノ ート は、 必要に応じ て、 随時確認し ます。

ノ ート を 取っ ていない人 が、 同じ 質問を 何度も 繰り 返す場合は、 TAさ ん（ ヘルプデ

スク ） も お答えし ません（ 対応し ません）。

＞授業内での説明や、 配布資料以外でのやり 方 、 例えば、 ネッ ト で書いてあっ たや

り 方 でう まく いかない場合のエラ ー対応を 、 TAさ んに頼る こ と も 禁止 です。

＞なお、 スク リ ーン 等の「 無断撮影」 は禁止 です。

いろ いろ な決め事は、 意味があっ て行 っ ています。 また、 毎回の授業で必要なこ と

は、 第1回から の資料を見 れば、 ほと んど解決できる よう にし てあり ます。 TAさ ん

にすべてを 聞いて、 長 時間独占するこ と は止 めて下さ い。（ 全部の授業に出席する 、

と いう 前提で授業は構成さ れています。 特に、 欠 席し た場合は、 必ず、 その日 の内

容を自 習し てから 、 次の授業に来て下さ い。）

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

事前学習 

第1回から 前回までの流れ（ 内容） を 、 再度確認する。 特に、 各回で共通する 箇所

（ 土 台と なる知識と 操作） を意識する。 また、 必要な準備がある 場合は忘れずに行

い、 各回の内容に集中できる よ う にする 。（ 2時間程度）

事後学習

各回の内容（ 例題等） を 、 できる だけ1日 おいて、 再度行 い、 理解でき ていない個所

（ 知識と 操作）、 忘れてし まっ た箇所を 確認する と 同時に、 ノ ート （ メ モ） を し てお

く 。（ 2時間程度）

必要な時間に関し ては、 各回の内容による 差、 また個人 差があると 思われますが、

コ ン ピュ ータ の実習授業は、 前回までの積み重ねによる と こ ろ が極めて大 き いの

で、 特に苦手 意識のある人 は、 理解でき ていない個所（ 知識と 操作） を、 次回に持

ち 越さ ないよ う に注意し て下さ い。 メ モする （ 言 語化する） こ と で、 何がわから な

いのか、 忘れやすいのか、 明確になり ます。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er
m anabaにて情報の提示 や資料等を 配布。

テキスト 2

∕ Textb ook s2
書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e



出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

原則と し て、 出席が2/3以上ある こ と が評価の前提（ 条件）。 その上で、

課題90％、 平常点（ 課題以外の提出等） 10% 。

締め切り を 守り 、 作成要件に不備のないよ う に作成する こ と を 基準（ 最低限） と



し 、 完成度を高 める こ と で加点さ れます。

＞学生 間のデータ の受け渡し は、 理由の如何を問わず、 絶対に禁止 です。（ 渡し た

人 、 受け取っ た人 どちら も 、 不正行 為（ 失格） と し ます。）

関連科目

∕ Related  Sub jects
情報科学各論（ 応用 、 HTML） の各科目 。

備考

∕ Notes

1)咳やく し ゃ みがある 場合は、 必ず、 マスク を 着用 し て下さ い。

2)実習が中心 の授業のため、 受講人 数や理解状況に応じ て、 授業予定を 若干 、 変更

する こ と があり ます。

3)USBメ モリ を 準備し て下さ い。 第1回目 から 必要になり ます。

（ 初めて購入 する 場合は、 16G程度（ 1000円程度） のも ので大 丈夫です。）

＞データ は、 USBメ モリ と 各自 のPC内の2か所（ 複数個所） に保存し 、 ト ラ ブルに

備えます。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 修得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 独】 ----------

△:専門 演習

【 19カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 19カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

【 24カ リ ‧ 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習

【 24カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 24カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y



1
ガイダンス、 基本知識と 操作の確

認

授業内容等の説明。 基本知識と 操

作。 確認問題。

2 表計算の基本機能 表の作成、 グラ フ 、 計算。

3 表計算で作る文 書 表中心 の文 書の作成。

4 グラ フ （ 基本） グラ フ 作成の手 順。

5 グラ フ （ 応用 ） さ まざまなグラ フ 。

6 計算式 相対参照と 絶対参照。

7 グラ フ と 式を 使っ た分析
指定さ れたテーマで、 グラ フ を作

成。

8 基本的な関数 引数がひと つの関数。

9 さ まざまな関数 引数が複数の関数。

10 関数のネスト 複雑な処理を行 う 関数。

11 表計算の総合演習
指定さ れたテーマで、 集計‧ 分析

を行 う 。

12 プレ ゼン テーショ ン と は スラ イ ド の作成と 実行 。

13
表計算も 含まれる プレ ゼン テーシ

ョ ンの作成

指定さ れたテーマで、 プレ ゼンテ

ーショ ン を作成。

14
データ ベース機能

まと め

並べ替えと 抽出。

全体のまと め。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

情報科学各論（ Excel‧ プレ ゼン テーショ ン 中級)∕ ADVANCED COURSE IN COMPU

TER APPLICATIONS

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
10-1003

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
外国語学部∕ FOREIGN LANGUAGES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
金 4∕ Fri 4

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
松山  恵美子

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

松山  恵美子 フ ラ ンス語学科∕ FRENCH

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

講義目 的‧ 概要： こ の授業は、［ 入 門 ］ 情報処理演習のいずれかの科目 を 履修し た学

生 （ ある いは、［ 入 門 ］ 科目 で扱う 内容を すでに理解し ている 学生 ） を 対象に、

ExcelおよびPowerPointの使い方 について、 より 広い知識を 習得する こ と を目 的と

する 半期完結授業である。

実習を中心 と し た授業である から 、 欠 席や遅刻をし ないこ と 。 やむを 得ず欠 席し た

場合には、 必ず自 習し て遅れを 取り 戻し ておく こ と 。 なお、 受講生 の習熟度等によ

っ て、 進度‧ 扱う 内容が多少異なる こ と がある 。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

Excel（ W indow s OS)の基本機能から 関数の応用 的な活用 法、 およ びPCメ ールの書

き方 、 Pow erPointを使っ たプレ ゼン テーショ ン について学ぶ。

毎回の課題の提出で授業出席と する 。

授業内で実施する小 テスト への受験および3分の2以上の出席を 単位取得の条件と す

る 。

卒業再試験は行 わない。



課題を解く ために使用 する  Microsoft Offi ce は W indow s版でも Mac版でも 構わない

が、 大 学のヘルプデスク 等では Mac版はサポート 対象外なので注意。 在学生 は

Offi ce を無料で自 分の機器類にイ ンスト ールでき る（ Microsoft 365。 詳細は 中央棟

１ 階CLEAS‧ 東棟４ 階ヘルプデスク ）。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y
担当教員より 随時指示 する。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

Offi ceによる データ リ テラ シー 大 学生 のデータ

サイ エンス

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er
共立 出版

ISBN

∕ ISBN
978-4-320-12483-7

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title



著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

授業で扱っ たExcelフ ァ イ ルの提出（ 20％） およ びExcel小 テスト 2回（ 40％）、

PowerPointの取り 組み‧ 発表（ 30％）、 タ イ ピ ン グ（ 10％）： １ ０ ０ ％

関連科目

∕ Related  Sub jects

備考

∕ Notes
参考文 献： 適宜指示 する 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 修得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ ‧ 独】 ----------

△:専門 演習

【 19カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識

△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 19カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

【 24カ リ ‧ 独】 ----------

△:言 語スキルと 異文 化理解

△:ド イ ツ語運用 能力

△:英語運用 能力

△:リ ベラ ルアーツコ ースに関する 専門 知識

△:プロ ジェ ク ト コ ースに関する 専門 知識

△:専門 演習

【 24カ リ ‧ 英】 ----------

△:国際教養と 社会的責任

△:英語の運用 能力

△:グロ ーバル社会に関する専門 知識



△:メ ディ ア‧ コ ミ ュ ニケーショ ン に関する 専門 知識

△:文 学‧ 文 化‧ 歴史に関する 専門 知識

△:言 語に関する専門 知識

△:系統的知識と 表現力

【 24カ リ ‧ 仏】 ----------

△:幅広い教養

○:情報分析力

○:発信力

△:協調性

○:主体性

△:倫理性

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 ガイダンス‧ 基本操作の確認
授業内容やテキスト 、 基本的なPC

と Excelの操作について

授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

2
表の編集、 計算式、 セル参照方 法

の確認

表の編集や計算式、 セルの参照方

法についての説明と 実習

授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

3
表の編集、 計算式、 セル参照方 法

の確認、 フ ィ ルタ による 抽出

表の編集や計算式、 セルの参照方

法についての説明と 実習、 フ ィ ル

タ ーによる データ の抽出の実習

授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

4 グラ フ 作成、 装飾の確認
グラ フ の作成や装飾のやり 方 につ

いての説明と 実習

授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

5 基本的な関数
関数についての理解およ びこ こ ま

での復習

授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

6 第1回Excel小 テスト 小 テスト および振り 返り
授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

7 応用 的な関数 応用 的な関数についての説明
授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

8 応用 的な関数 関数の実践的な使い方
授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

9
Excelの実践的な活用 法、 総合的な

復習
第2回小 テスト に向けた練習問題

授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

10 第2回Excel小 テスト 小 テスト および振り 返り
授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

11 Pow erPo int スラ イ ド の作成
授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

12 Pow erPo int プレ ゼン 資料作成回目
授業内容に関する課題に取り 組み

m anabaから 提出する

13 プレ ゼン テーショ ン 実習(１ )-発表 パワーポイ ント を 使っ ての発表 発表の振り 返り

14
プレ ゼン テーショ ン 実習(１ )発表お

よ び総合問題

パワーポイ ント を 使っ ての発表お

よ び授業全体のまと め
発表の振り 返り

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
教養のためのデータ サイ エンス∕ INTRODUCTION TO DATA SCIENCE

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
41-1082

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y

国際教養学部言 語文 化学科∕ INTERNATIONAL LIBERAL ARTS INTERDISCIPLINARY

STUDIES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 2∕ Mon  2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
和田  一 郎

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

和田  一 郎 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

本講義では、 第4次産業革 命と 言 われ大 き く 社会を 変えている データ サイ エンスにつ

いての基礎的理解を目 標と する 。 AIやDXについて、 その概念や活用 例を学ぶと と も

に、 データ サイ エンスがも たら す社会的価値や、 データ サイ エンスの技術が普及し

た社会における課題など、 多面 的に学べる機会を 提供し たい。 また講義後半は簡単

なプログラ ミ ングやAI活用 を行 う と と も に、 それに伴う 倫理的課題なども 検討す

る 。 講義中に課題等をm anabaで行 う ため、 PCを 持参する 事。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

1.お知ら せ、 資料配信、 課題の提出等はm anabaを利用 する。

2.本授業は基本的に対面 で実施する 。 授業内容によっ てオン ラ イ ン /オン デマン ド で

実施する こ と も ある 。

3. 講義も 双方 向的で能動的な参加がも と めら れる 。

初回授業の概要については第１ 回目 授業の2日 前までにm anabaで提示 する ので、 必

ず確認する こ と 。



事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

目 安： 事前学修2時間、 事後学修2時間（ 各回の詳細は「 授業計画詳細情報」 を 確認

する こ と ）

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title
特になし （ 講義中に紹介し ます）

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er



ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

授業中の問題解答50％、 学期中間及び最後の演習（ またはテスト ） 50％により 評価

する 。

関連科目

∕ Related  Sub jects
数理データ サイ エンス

備考

∕ Notes

‧ データ サイ エンス全般のリ テラ シー科目 と し て、 学生 がデータ サイ エンスに関連

する 課題に対する 認識を 深めると と も に、 基礎的な知識の習得を 図る。

‧ 講義中に課題等を m anabaで行 う ため、 PCを持参する 事。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

第4次産業革 命と 言 われる 昨今、 教養と し て身 につける べき データ サイ エンスの知識

や技術を 学び、 論理的かつ創造的思考が行 える基礎学力 を つける 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

△:幅広い教養

△:専門 知識‧ 技能

○:問題解決力

○:情報分析力

○:情報発信力

○:協働性

○:主体性

○:倫理観

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 はじ めに∕ 社会で起き ている変化

授業内容全体の説明

ビ ッ グデータ

第4次産業革 命

シン ギュ ラ リ ティ

2 社会で活用 さ れている データ

データ の種類

データ の所有者

構造化/非 構造化データ

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

3 データ と AIの活用 領域 事業活動における 活用
問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

4 データ ‧ AI利活用 のための技術

予測

グルーピ ン グと ク ラ スタ リ ン グ

データ 可視化‧ 人 工 知能

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

5 データ ‧ AI活用 の現場

意思決定

自 動化

組織的考慮点

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

6 データ ‧ AI利活用 の最新動向
ビ ジネスモデル

活用 例

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

7 データ リ テラ シー①/データ を読む
データ の種類や性質

統計学

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習



8
データ リ テラ シー②/データ を説明

する

表現方 法

可視化

イ ンフ ォ グラ フ ィ ッ ク

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

9 データ リ テラ シー③/留意事項
ELSI‧ GDPR

倫理規範

問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

10 演習1 プロ グラ ミ ングに触れてみよう
問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

11 演習2 プロ グラ ミ ングに触れてみよう
問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

12 演習3 プロ グラ ミ ングに触れてみよう
問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

13 演習4 プロ グラ ミ ングに触れてみよう
問題の予習

提出し た課題の確認‧ 復習

14 まと め
データ サイ エンス社会の新たな課

題

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

データ サイ エンス特殊研究（ AI‧ 数理データ サイ エンスを 読み解く a)∕ SPECIAL T

OPICS ON DATA SCIENCE : READINGS IN AI AND DATA SCIENCE (A)

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
41-1092

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y

国際教養学部言 語文 化学科∕ INTERNATIONAL LIBERAL ARTS INTERDISCIPLINARY

STUDIES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
木 2∕ Thu 2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
野澤 聡

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
本科目 は遠隔授業科目 です。 ∕ ONLINE COURSE

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

野澤 聡 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

こ の授業は、『 ロ ボッ ト 倫理学： ソ ーシャ ルロ ボッ ト から 軍事ド ロ ーン まで』 と いう

文 献の読解を 通じ て、 ロ ボッ ト やAI（ Artifi cia l In tel l igence： 人 工 知能） に関する 倫

理について様々な事例や考え方 を 学ぶと と も に、 知識や常識に疑問をも っ て挑戦す

る 批判的思考（ critical th ink ing） によっ て、 ロ ボッ ト やAIと の向き 合い方 を 深化さ

せる こ と を目 的と し ている 。

科学技術の発達によっ て、 われわれの社会の中にロ ボッ ト やAIが入 り 込み始めてい

る 。 知能を も っ たロ ボッ ト と と も に働いたり 、 AIに助言 を 求めたり 、 ロボッ ト と も

に生 活する と いう 、 少し 前までSFの中の出来事だっ たこ と が、 実現し つつある ので

ある 。 その一 方 で、 軍事用 ロ ボッ ト やセッ ク スロ ボッ ト のよ う に、 深刻な懸念や嫌

悪の対象と なっ ている も のも ある。『 ロ ボッ ト 倫理学』 は、 実現し つつあるロ ボッ ト

技術のあり 方 に焦点を当てて、 具体例の分析を 通し て、 ロ ボッ ト に関する 倫理的問

題を 、 分かり やすく 緻密に探究し ている 。



現在までのと こ ろ 、「 ロ ボッ ト 」 と は何かについて十 分な合意がなさ れている わけで

はなく 、 その可能性や問題点についても十 分に検討さ れている わけではない。 われ

われがロボッ ト やAIと どのよ う に向き 合っ ていけばよ いのかを 考える ためには、 既

存の知識や常識を身 に付ける だけでは不十 分であり 、 知識や常識に疑問をも っ て挑

戦する批判的思考（ critical th ink ing） が不可欠 なのである。

ChatGPTなどの生 成AIの普及によっ て、 文 献を き ちんと 読まなく ても 、 知識が簡単

に得ら れる と 思われがち だが、 そう ではない。 生 成AIを 使いこ なすためにも 、 文 献

を 精密かつ批判的に読み解く 読解力 の必要性は、 ますます高 まっ ている 。

授業では、『 ロ ボッ ト 倫理学』 の正確な読解を 軸と し つつ、 そこ で扱われている 事柄

について、 参加者間のディ スカ ッ ショ ンを 通じ て各自 の理解を 深める こ と によっ

て、 知識や常識に挑戦する批判的思考を 働かせて、 ロボッ ト やAIと の関わり 方 ‧ 向

き 合い方 を 深化さ せるこ と を目 指す。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

‧ 授業は、 対面 、 または、 Zoom を 利用 し た遠隔授業で実施さ れる

‧ 授業内容の確認のため、 授業内に、 簡単な小 テスト を 毎回実施する

‧ 授業に関する告知、 資料の公開、 授業に関する 質問の受付、 およ び、 課題の提出

などは、 m anabaを 通じ て行 う

‧ 第2回の授業では、 教員が文 献内容の要約報告を 担当すると と も に、 第3回以降の

文 献の要約報告の割り 当てを 開始する

（ 事前‧ 事後学修、 およ び、 評価方 法の項目 も 参照）

‧ 第3回以降の授業では、 60分程度、 担当する 学生 が文 献の要約報告を おこ なっ た

後、 教員も 含めた出席者全員で内容に関する 質疑応答と ディ スカ ッ ショ ン を おこ な

っ て理解を 深める

‧ 批判的思考の基礎固めと し て、 テキスト 『 ロボッ ト 倫理学』 の中で、 各自 が関心

を も っ た授業1回分の内容を選んで要約する

‧ 批判的思考を深めるために、 上記で要約し た内容に関連する事柄について各自 で

テーマを 設定し 、 文 献調査に基づく 論述を おこ なう

‧ いまや社会イ ンフ ラ である PCやイ ンタ ーネッ ト についてのリ テラ シーを自 然に身

に着け、 スキル向上を 図るために、 Zoom 、 m anabaなどのオン ラ イ ン ツ ールを 積極

的に活用 し た授業運営を おこ なう

【 注意】

‧ 履修には、 テキスト 『 ロ ボッ ト 倫理学』 の購入 が必須である 。 遅く と も 第2回の

授業までに、 かなら ず購入 し ておく こ と 。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

‧ 『 ロ ボッ ト 倫理学』 の授業で扱う 範囲を かなら ず事前に目 を 通し ておく （ 2時間程

度）

‧ 要約報告担当者は、 授業日 の前日 までに、 担当箇所の報告資料（ レ ジュ メ ） を 作

成‧ 提出する （ 10－20時間程度）

‧ 授業後、 m anabaに授業へのフ ィ ード バッ ク を おこ なう （ 毎回1時間程度）

‧ テキスト 『 ロ ボッ ト 倫理学』 の中で、 各自 が関心 を も っ た授業1回分の内容を 選ん

で要約する （ 6-12時間程度）

‧ 上記の要約を出発点と し て、 関連するテーマを各自 で設定し て文 献調査に基づく

論述を作成する（ 20-30時間程度）

（ 補足 ）

‧ 期末レ ポート は、 上記の要約と 、 文 献調査に基づく 論述から 構成さ れる

‧ 期末レ ポート の作成の仕方 は、 授業の中で説明する



テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title
ロ ボッ ト 倫理学

著者

∕ Au th or n am e
マーク ‧ ク ーケルバーク

出版社

∕ Pub l ish er
青 土 社

ISBN

∕ ISBN
978-4-7917-7680-1

その他（ 任意）

∕ oth er
購入 必須

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title
実践‧ 倫理学： 現代の問題を考えるために

著者

∕ Au th or n am e
児玉 聡

出版社/URL

∕ Pub l ish er
勁草書房

ISBN

∕ ISBN
978-4-326-15463-0

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献の購入 は必須ではないが、 授業の中で

頻繁に言 及する 予定である 。 各自 で購入 し て、

テキスト と 並行 し て読み進める こ と を 強く 推奨

する。

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN



その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

小 テスト 、 期末レ ポート 、 授業への取り 組みを 総合的に評価する。

配点や評価基準などは、 授業で説明する。

関連科目

∕ Related  Sub jects

データ サイ エンス特殊研究（ AI‧ 数理データ サイ エンスを読み解く b)、

全学総合講座(大 学における教養教育)、 全学総合講座(社会の中の科学)、

科学史Ⅰ、 科学史Ⅱ、

科学技術と 社会Ⅰ、 科学技術と 社会Ⅱ、

人 文 学特殊研究（ 科学を 読み解く a)、 人 文 学特殊研究（ 科学を読み解く b)

備考

∕ Notes

要約報告を 2回以上担当し 、 一 定の条件を 満たし た場合は、 期末レ ポート の提出を

免除する こ と がある 。

詳し く は、 授業内に説明する 。

授業に関する 連絡は、 すべてm anabaを通じ てを おこ なう 。

授業時間外に教員に連絡する 必要がある場合は、 m anabaの個別指導（ コ レ ク ショ

ン ） を用 いる 。

電子 メ ールを用 いた問い合わせには応じ ないので、 注意する こ と 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

「 データ サイ エンス研究科目 群」 の他科目 では触れるこ と が難し い分野や領域につ

いて、 当該の専門 領域にふさ わし い研究手 法によっ て分析し 、 見 解を 提示 できる よ

う にする

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

△:幅広い教養

△:専門 知識‧ 技能

○:問題解決力

○:情報分析力

○:情報発信力

○:協働性

○:主体性

○:倫理観

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1

イ ント ロ ダク ショ ン、 倫理、 およ

び、 AIやロボッ ト に関する倫理に

ついて

授業全体の構成や履修する 際の注

意点、 およ び、 成績評価の概要を

説明する と と も に、 倫理、 およ

び、 ロボッ ト に関する倫理につい

て展望する 。

2
第1章「 序：「 ロ ボッ ト 倫理学」 と

はどんなも のか？」

第1章の読解と 議論を おこ なっ て、

テキスト の目 的、 構成、 アプロ ー

チなどについて検討する 。

3

第2章「 産業用 ロボッ ト 、 安全性、

労働の未来」（ １ ） ロ ボッ ト と は働

く と はどう いう こ と か

第2章前半（ 35ページ1行 目 まで）

の読解と 議論を おこ なっ て、 ロ ボ

ッ ト と 働く と はどう いう こ と かを

検討する 。



4

第2章「 産業用 ロボッ ト 、 安全性、

労働の未来」（ ２ ） 労働の未来と 労

働の意義

第2章後半（ 35ページ2行 目 から ）

の読解と 議論を おこ なっ て、 労働

の未来と 労働の意義について検討

する 。

5

第3章「 ホーム‧ コ ン パニオンと し

てのロ ボッ ト 、 プラ イ バシー、 欺

瞞」（ １ ） プラ イ バシーや安全性

第3章前半（ 52ページ2行 目 まで）

の読解と 議論を おこ なっ て、 家庭

用 ロ ボッ ト が提起するプラ イ バシ

ーや安全性に関する 問題について

検討する 。

6

第3章「 ホーム‧ コ ン パニオンと し

てのロ ボッ ト 、 プラ イ バシー、 欺

瞞」（ ２ ） リ アルな人 間関係

第3章後半（ 52ページ3行 目 から ）

の読解と 議論を おこ なっ て、 リ ア

ルな人 間関係や人 間と 人 間以外の

生 物と の関係の意味について検討

する 。

7

第4章「 ケアロ ボッ ト 、 専門 知識、

医療の質」（ １ ） 医療における ロボ

ッ ト 利用

第4章前半（ 75ページ13行 目 まで）

の読解と 議論を おこ なっ て、 医療

における ロ ボッ ト 利用 について検

討する。

8

第4章「 ケアロ ボッ ト 、 専門 知識、

医療の質」（ ２ ）「 良いケア」 と は

何か

第4章後半（ 75ページ14行 目 から ）

の読解と 議論を おこ なっ て、「 良い

ケア」 と は何かについて検討す

る 。

9

第5章「 自 動運転車 、 道徳的行 為者

性、 責任」（ １ ） ロ ボッ ト は道徳的

行 為者になれる のか

第5章前半（ 95ページまで） の読

解と 議論を おこ なっ て、 ロ ボッ ト

が道徳的行 為者になれる のかにつ

いて検討する。

10

第5章「 自 動運転車 、 道徳的行 為者

性、 責任」（ ２ ） 自 律型ロ ボッ ト と

責任

第5章後半（ 96ページから ） の読

解と 議論を おこ なっ て、 自 動運転

車 のよう な自 立 型ロ ボッ ト が存在

する 社会における 責任のあり 方 に

ついて検討する 。

11

第6章「 不気味なアン ド ロイ ド 、 外

見 、 道徳的被行 為者」（ １ ） ロ ボッ

ト はただの機械か

第6章前半（ 117ページ10行 目 ま

で） の読解と 議論を おこ なっ て、

「 ロ ボッ ト は機械にすぎない」 の

かどう かについて検討する 。

12

第6章「 不気味なアン ド ロイ ド 、 外

見 、 道徳的被行 為者」（ ２ ） ロ ボッ

ト の道徳的地位

第6章後半（ 117ページ11行 目 か

ら ） の読解と 議論を おこ なっ て、

ロ ボッ ト の道徳的地位について検

討する。

13

第8章「 人 間を 超える ―ロ ボッ ト と

いう 鏡： 環境倫理と し てのロ ボッ

ト 倫理」（ １ ） ヒ ュ ーマニズムの再

検討

第8章前半（ 156ページ6行 目 まで）

の読解と 議論を おこ なっ て、 こ れ

まで自 明視さ れてき たヒ ュ ーマニ

ズムを再検討する 。

14

第8章「 人 間を 超える ―ロ ボッ ト と

いう 鏡： 環境倫理と し てのロ ボッ

ト 倫理」（ ２ ） 人 間のあり 方 の再検

討

第8章後半（ 156ページ7行 目 から ）

の読解と 議論を おこ なう と と も

に、 テキスト 全体を振り 返っ て、

ロ ボッ ト について考える こ と を 通

し て、 人 間のあり 方 を 再検討す

る 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In fo rm ation

科目 一 覧へ戻る∕ Retu rn  to the Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In fo rm ation

開講科目 名

∕ Cou rse

データ サイ エンス特殊研究（ AI‧ 数理データ サイ エンスを読み解く

b)∕ SPECIAL TOPICS ON DATA SCIENCE : READINGS IN AI AND DAT

A SCIENCE (B)

ナンバリ ングコ ード

∕ Num b erin g  Cod e
41-1092

開講所属

∕ Cou rse Off ered b y

国際教養学部言 語文 化学科∕ INTERNATIONAL LIBERAL ARTS INTER

DISCIPLINARY STUDIES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year 秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day, Period
木 2∕ Thu 2

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Main  In stru cto r
野澤 聡

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
本科目 は遠隔授業科目 です。 ∕ ONLINE COURSE

担当教員情報/In structo r In fo rm ation

教員名

∕ Instructo r

教員所属名

∕ Affi l i ation

野澤 聡 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

2026/04/24 16:03 シラ バス参照∕ View Syllabus

1/7



授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

こ の授業では、『 大 規模言 語モデルは新たな知能か： ChatGPTが変え

た世界』 と いう 文 献の読解を通じ て、 近年急速に普及し つつある生 成

AIが内包する問題点と 可能性を 学ぶと と も に、 知識や常識に疑問を も

って挑戦する批判的思考（ critical th ink ing） によって、 AIと の関わり

方 ‧ 向き 合い方 を深化さ せるこ と を目 的と し ている。

AI（ Artifi cia l In tell igence： 人 工 知能） の実用 化が進むにつれて、 AIの

可能性や問題点についての議論も 活発になり つつある。 と く に現在爆

発的に普及し つつある生 成AIには、 学習や業務‧ 趣味など多方 面 に大

き な変革 を も たら す可能性を感じ さ せる。 一 方 で、 現状の生 成AIに

は、 ハルシネーショ ン（ 幻覚） などさ まざまな問題が発生 し ているこ

と も 知ら れている。『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 は、

ChatGPTなどの生 成AIで用 いら れている「 大 規模言 語モデル」 につい

て、 数式を用 いずに分かり やすく 説明し つつ、 生 成AIの問題点と 可能

性を探求し ている。

ChatGPTなどの生 成AIの普及によって、 文 献をき ちんと 読まなく て

も 、 知識が簡単に得ら れると 思われがちだが、 そう ではない。 生 成AI

を 使いこ なすためにも 、 文 献を 精密かつ批判的に読み解く 読解力 の必

要性は、 ますます高 まっているのである。

授業では、『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 の読解を 軸と し つ

つ、 そこ で扱われている事柄について、 参加者間のディ スカ ッ ショ ン

を 通じ て各自 の理解を深めるこ と によって、 知識や常識に挑戦する批

判的思考を 働かせて、 AIと の関わり 方 ‧ 向き 合い方 を深化さ せるこ と

を目 指す。

授業の形式‧ 方 法と 履修上

の注意

∕ Teach in g  m ethod  and

Atten tion th e cou rse

‧ 授業は、 対面 、 または、 Zoom を 利用 し た遠隔授業で実施さ れる

‧ 授業内容の確認のため、 授業内に、 簡単な小 テスト を 毎回実施する

‧ 授業に関する告知、 資料の公開、 授業に関する質問の受付、 授業へ

のフ ィ ード バッ ク、 および、 課題の提出などは、 m anabaを 通じ て行

う

‧ 第2回の授業では、 教員が文 献内容の要約報告を 担当すると と も

に、 第3回以降の文 献の要約報告の割り 当てを開始する

（ 事前‧ 事後学修、 および、 評価方 法の項目 も 参照）

‧ 第3回以降の授業では、 60分程度、 担当する学生 が文 献の要約報告

を おこ なっ た後、 教員も 含めた出席者全員で内容に関する質疑応答と

ディ スカ ッ ショ ンを おこ なっ て理解を 深める

‧ 批判的思考の基礎固めと し て、 テキスト 『 大 規模言 語モデルは新た

な知能か』 の中で、 各自 が関心 を も っ た授業1回分の内容を 選んで要

約する

‧ 批判的思考を 深めるために、 上記で要約し た内容に関連する事柄に
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ついて各自 でテーマを 設定し 、 文 献調査に基づく 論述を おこ なう

‧ いまや社会イ ンフ ラ であるPCやイ ンタ ーネッ ト についてのリ テラ シ

ーを自 然に身 に着け、 スキル向上を図るために、 Zoom 、 m anabaな

どのオンラ イ ンツールを 積極的に活用 し た授業運営を おこ なう

【 注意】

‧ 履修には、 テキスト 『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 の購入 が

必須である。 遅く と も 第2回の授業までに、 かなら ず購入 し ておく こ

と 。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

‧ 第2回以降の授業では、『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 の授業

で扱う 範囲をかなら ず事前に目 を通し ておく （ 1時間程度）

‧ 要約報告担当者は、 授業日 の前日 までに、 担当箇所の報告資料（ レ

ジュ メ ） を 作成‧ 提出する（ 10－20時間程度）

‧ 授業後、 m anabaに授業へのフ ィ ード バッ ク を おこ なう （ 毎回1時

間程度）

‧ テキスト 『 大 規模言 語モデルは新たな知能か』 の中で、 各自 が関心

を も っ た授業1回分のテキスト を 選んで要約する（ 6-12時間程度）

‧ 上記の要約を 出発点と し て、 関連するテーマを 各自 で設定し て文 献

調査に基づく 論述を 作成する（ 20-30時間程度）

（ 補足 ）

‧ 期末レポート は、 上記の要約と 、 文 献調査に基づく 論述から 構成さ

れる

‧ 期末レポート の作成の仕方 は、 授業の中で説明する

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

大 規模言 語モデルは新たな知能か：

ChatGPTが変えた世界

著者

∕ Auth or n am e
岡野原大 輔

出版社

∕ Pub l ish er
岩波書店

ISBN

∕ ISBN
978-4-00-029719-6

その他（ 任意）

∕ other
購入 必須

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er
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ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ other

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ other

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ other

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ other

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ other
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評価方 法

∕ Eva lu ation

小 テスト 、 期末レ ポート 、 授業への取り 組みを 総合的に評価する。

配点や評価基準などは、 授業で説明する。

関連科目

∕ Related Sub jects

データ サイ エンス特殊研究（ AI‧ 数理データ サイ エンスを読み解く

a)、

全学総合講座(大 学における教養教育)、 全学総合講座(社会の中の科

学)、

科学史Ⅰ、 科学史Ⅱ、

科学技術と 社会Ⅰ、 科学技術と 社会Ⅱ、

人 文 学特殊研究（ 科学を 読み解く a)、 人 文 学特殊研究（ 科学を読み解

く b)

備考

∕ Notes

要約報告を 2回以上担当し 、 一 定の条件を 満たし た場合は、 期末レ ポ

ート の提出を免除するこ と がある。

詳し く は、 授業内に説明する。

授業に関する連絡は、 すべてm anabaを 通じ てをおこ なう 。

授業時間外に教員に連絡する必要がある場合は、 m anabaの個別指導

（ コ レ ク ショ ン） を用 いる。

電子 メ ールを用 いた問い合わせには応じ ないので、 注意するこ と 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

「 データ サイ エンス研究科目 群」 の他科目 では触れるこ と が難し い分

野や領域について、 当該の専門 領域にふさ わし い研究手 法によっ て分

析し 、 見 解を提示 できるよう にする

DPと の関連

∕ Relation to DP

△:幅広い教養

△:専門 知識‧ 技能

○:問題解決力

○:情報分析力

○:情報発信力

○:協働性

○:主体性

○:倫理観

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1
イ ント ロダク ショ ン、 生 成AI

について

授業全体の構成や履修する

際の注意点、 および、 成績

評価基準の概略を説明する

と と も に、 生 成AIについて展

望する。

2
序章「 チャ ッ ト Ｇ Ｐ Ｔ がも た

ら し た衝撃」

テキスト 序章の読解と 議論

をおこ なって、 ChatGPTの

中核技術である大 規模言 語

モデルについて検討する。

3 第1章「 大 規模言 語モデルは

どんなこ と を可能にするだろ

う か」（ １ ） 大 規模言 語モデ

ルの可能性

テキスト 第1章24頁 13行 目 ま

での読解と 議論をおこ なっ

て、 大 規模言 語モデルを用
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いたサービスの可能性を 検

討する。

4

第1章「 大 規模言 語モデルは

どんなこ と を可能にするだろ

う か」（ ２ ） 大 規模言 語モデ

ルと 人 間の協働

テキスト 第1章の残り の部分

の読解と 議論を おこ なっ

て、 大 規模言 語モデルと 人

間と の協働について検討す

る。

5 第2章「 巨大 なリ スク と 課題」

テキスト 第2章の読解と 議論

をおこ なって、 大 規模言 語

モデルのリ スク と 課題を 検

討する。

6
第3章「 機械はなぜ人 間のよ

う に話せないのか」

テキスト 第3章の読解と 議論

をおこ なって、 計算機で言

語を 扱う こ と が難し い理由

を検討する。

7

第4章「 シャ ノ ンの情報理論

から大 規模言 語モデルの登場

前夜まで」（ １ ） 情報と し て

の言 語

テキスト 第4章61頁 11行 目 ま

での読解と 議論をおこ なっ

て、 言 語を情報と し て扱う

方 法について検討する。

8

第4章「 シャ ノ ンの情報理論

から大 規模言 語モデルの登場

前夜まで」（ ２ ） 言 語の機械

学習

テキスト 第4章の残り の部分

の読解と 議論を おこ なっ

て、 言 語の機械学習につい

て検討する。

9

第5章「 大 規模言 語モデルの

登場」（ １ ） 言 語モデルの

「 べき 乗則」

テキスト 第5章82頁 2行 目 ま

での読解と 議論をおこ なっ

て、 言 語モデルの「 べき 乗

則」 について検討する。

10

第5章「 大 規模言 語モデルの

登場」（ ２ ） 大 規模言 語モデ

ルの可能性

テキスト 第5章の残り の部分

の読解と 議論を おこ なっ

て、 大 規模言 語モデルの可

能性について検討する。

11

第6章「 大 規模言 語モデルは

どのよう に動いているのか」

（ １ ） ニュ ーラ ルネッ ト ワー

ク

テキスト 第6章102頁 のコ ラ

ムまでの読解と 議論をおこ

なっ て、 大 規模言 語モデル

の基礎にあるニュ ーラ ルネ

ッ ト ワーク について検討す

る。

12

第6章「 大 規模言 語モデルは

どのよう に動いているのか」

（ ２ ） ディ ープラ ーニング

テキスト 第6章112頁 5行 目 ま

での読解と 議論をおこ なっ

て、 大 規模言 語モデルで用

いら れているディ ープラ ーニ

ングと いう 手 法について検

討する。

13 第6章「 大 規模言 語モデルは

どのよう に動いているのか」

テキスト 第6章の残り の部分

の読解と 議論を おこ なっ
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（ ３ ） ト ラ ンスフ ォ ーマー て、 大 規模言 語モデルを実

現し たト ラ ンスフ ォ ーマー

と いう モデルについて検討

する。

14

終章「 人 は人 以外の知能と ど

のよう に付き 合う のか」 全

体の振り 返り

テキスト 終章の読解と 議論

をおこ なう と と も に、 テキ

スト 全体を 振り 返って、 AIと

いう 新し い知能と の向き 合

い方 を検討する。

科目 一 覧へ戻る∕ Retu rn  to the Cou rse List
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授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
コ ン ピ ュ ータ と 言 語∕ COMPUTER AND LANGUAGE

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
41-1089

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y

国際教養学部言 語文 化学科∕ INTERNATIONAL LIBERAL ARTS INTERDISCIPLINARY

STUDIES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 2∕ Mon  2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
呉 浩東

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

呉 浩東 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

 高 度化情報社会に生 き る現在人 と し て、 情報処理に関する 基本的な素養を 修得す

る こ と は必要不可欠 になっ ています。 と く に、 文 系の方 にコ ンピ ュ ータ 科学につい

ての知識を 深める こ と の重要性はますます増大 し ています。

 本授業では、（ １ ） コ ン ピュ ータ と 情報処理に関する 基礎知識（ ２ ） コ ンピ ュ ータ

のハード ウェ アと ソ フ ト ウェ アの仕組み（ ３ ） コ ンピ ュ ータ による多言 語処理の技

術と その応用 法などについて知識の形成と 応用 力 の育成は本授業の目 標です。

 21世紀型市民 と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 論理的かつ創造的思考を

持っ て対応できる よ う にし ます。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

 授業は講義と 演習を組み合わせる 形態で展開し ます。 授業は履修者の学習意欲を

引き 出すために、 情報処理に関する 諸問題解決において考える力 を高 め、 主体性を

大 事にし ます。 履修者は配布する 講義内容を読解すると と も に、 授業内容を深める

ための演習問題を 完成さ せます。 その後、 授業担当者は正解を提示 し なから 、 履修

者の理解度を 向上さ せます。



 授業の形態は対面 授業です。 授業資料はPDFで配布し ます。 授業はPow erPo intを

用 いて提示 し ながら し ながら行 います。 授業連絡と 授業資料、 課題の提出には

m anabaを 使用 し ます。

 「 実践」 に位置付けら れる授業であり 、 主体的な授業参加が求めら れます。

 なるべく 受講者の関心 に沿っ た資料を取り 上げたいので、 その都度、 資料や課題

を 提示 し ます。 ディ スカ ッ ショ ン 授業はPow erPo intなどで資料を 提示 し ながら 行 い

ます。 資料（ テキスト 含む） はPDFで配布し ます。 受講者が復習に活用 できる よ う

全員に共有し ます。 ディ スカ ッ ショ ン やワーク ショ ッ プの時には特に積極的にほし

いです。

 正当な理由があっ て欠 席し た場合、 授業資料を自 習し 、 課題を 完成し 提出し てく

ださ い。

 第一 回を 除いて概ね以下の順序で進む予定です。

１ ．  教員による前回授業の課題に対する解答と 解説

２ ．  教員による当日 の授業内容の概要説明

３ ．  教員による講義

４ ．  教員による課題の提示 と 説明

５ ．  受講者による 課題の回答作成と 提出

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

 m anabaに開示 する テキスト の指定さ れる 内容を 予習し 、 前回出さ れる 課題を次

回に提出し 、 前回の授業内容に復習し ます。

 事前： 当日 の内容の予習（ 1時間程度）

 事後： 当日 の内容と 演習課題の復習（ 1時間半程度）

毎授業回の復習課題が必ず締め切り 期日 までに解答し てく ださ い。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er



参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

自 然言 語処理の基本と 技術 (仕組みが見 えるゼロ

から わかる )

著者

∕ Au th or n am e

小 町守、 奥野陽、 ニュ ービ ッ グ,グラ ム、 萩原正

人

出版社/URL

∕ Pub l ish er
翔泳社

ISBN

∕ ISBN
978-4798128528

その他（ 任意）

∕ oth er
必要に応じ て随時紹介する 。

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

令和04年 基本情報技術者 合格教本 (情報処理技

術者試験)

著者

∕ Au th or n am e
角 谷 一 成+イ エロ ーテールコ ン ピュ ータ

出版社/URL

∕ Pub l ish er
技術評論社

ISBN

∕ ISBN
978-4297124052

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

期末試験50% 、 毎回の授業後の課題の完成度40% 、 授業への参加度10% を 併せて評

価し ます。

関連科目

∕ Related  Sub jects

本科目 の関連科目 と し て、 自 然言 語処理a,b、 コ ン ピュ ータ 構造論、 データ サイ エン

スを 履修する こ と が望まし いです。

備考

∕ Notes

 前回出し た課題の解答は、 授業内で説明し ます。 また、 課外において個別の質問

にも 応じ ます。 メ ール(kgo@ dokkyo.ac. jp )へ連絡も し く はZoom にて直接面 談を し

ます。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

人 間と コ ン ピ ュ ータ と の関わり 、 情報と コ ン ピ ュ ータ システムの関係、 コ ン ピ ュ ー

タ のハード ウェ アと ソ フ ト ウェ アの関係、 コ ン ピ ュ ータ と イ ン タ ーネッ ト 技術を 利

用 し た多言 語情報処理の仕組などを 理解し 、 コ ン ピ ュ ータ 言 語を処理でき るよ う に

する 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ 】 ----------

○:幅広い教養

○:専門 知識‧ 技能

△:問題解決力

△:情報分析力

△:情報発信力

△:協働性

△:主体性

○:倫理観

【 24カ リ 】 ----------

mailto:kgo@dokkyo.ac.jp


△:幅広い教養

△:専門 知識‧ 技能

○:問題解決力

○:情報分析力

○:情報発信力

○:協働性

○:主体性

○:倫理観

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1
講義の概要と 目 標、 情報のデジタ

ル化

 現代社会における 情報処理のあ

り 方 、 進数変換、 アナロ グ情報か

ら デジタ ル情報の変換についての

知識の理解を深める こ と を目 指し

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

2 オペレ ーティ ン グシステムと は

 オペレ ーティ ン グシステム

(Operating  System  : OS)の目 的、

コ ン ピュ ータ システムにおける 役

割等を説明し 、 履修者の理解を深

めます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

3 データ 構造入 門
 データ 構造の情報処理における

役割を説明し 、 各種のデータ 構造

の形態を 理解さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。 

4
アルゴリ ズムの表現法、 アルゴリ

ズムの例

 アルゴリ ズムと データ 構造の関

連性を説明し 、 アルゴリ ズムの表

現法と アルゴリ ズムの役割と その

仕組みについて学びます。 演習問

題を 完成さ せます。 アルゴリ ズム

の原理を 習得さ せる こ と を目 指し

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

5 プログラ ミ ン グ言 語入 門

 コ ンピ ュ ータ の基礎構成を 踏ま

え、 プロ グラ ミ ン グ言 語を用 いて

プロ グラ ムを設計する方 法を論じ

ます。 また、 簡単なプロ グラ ムを

作成さ せ。 また、 プログラ ムを 作

成し 、 レ ポート を 課さ れます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

6 言 葉と 言 語処理の仕組み

 人 間は日 常使っ ている言 語（ 自

然言 語と いう ） 処理の研究テーマ

を 紹介し ます。 言 語における曖昧

性を まと めます。 また、 言 語処理

のプロセスについての理解を深め

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

7
言 語処理ための構文 解析と 言 語資

源

 言 語処理について必要と なる

様々な言 語資源と それぞれの表現

法を 説明する上、 構文 処理の仕組

みについて考察し 、 演習を 実施し

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

8 言 葉の意味解析

 言 葉の意味解析における 単語と

文 全体の意味の曖昧性を 取り 除く

ためのメ カ ニズムを 概説し ます。

また、 意味解析の原理と 知識表現

法について理解さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

9 生 成AIによる 情報検索

 情報検索を有効性と 能率化を高

める ため、 生 成AIを生 かせるこ と

についての問題解決の方 法の理解

を 深めます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。



10 大 規模言 語モデルの仕組み

BERT、 ChatGPTの仕組みについて

説明し ます。 使用 方 法についての

演習を実施する こ と によっ て理解

を 深めます。 ChatGPTの機能と 原

理を 解析し ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

11 機械翻訳の原理と 実践

 機械翻訳の原理と その必要性に

ついて説明し ます。 機械翻訳進化

の歴史と 最新の動態を踏まえて、

機械翻訳ツ ールの活用 法について

体験さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

12 生 成AIと 言 語処理の関連性

 近年、 生 成AIの発展は目 覚まし

い。 言 語処理は人 工 知能の重要分

野と し て変容し 続けます。 こ こ

で、 生 成AI（ ChatGRTやBingなど）

の活用 法について体験さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

13 総合演習

 いままでの授業に関わる 知識を

深めるために、 演習を 実施し 、 知

識の相関性を確認し 、 理解を 深め

る こ と を目 標と し ます。

事前に授業内容を予習し 、 事後は

復習するう え、 演習課題を 完成さ

せます。

14
講義のまと め（ 復習と 演習課題の

提出）

 授業のポイ ン ト を 整理し 、 コ ン

ピ ュ ータ と 言 語の関わり を 整理

し 、 情報処理の将来像を 議論し ま

す。

 事前に春学期の授業内容を 予習

し 、 授業について質問と 応答を行

います。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
情報科学各論Ⅰ∕ COMPUTER SCIENCE I

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
41-1090

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y

国際教養学部言 語文 化学科∕ INTERNATIONAL LIBERAL ARTS INTERDISCIPLINARY

STUDIES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
火 1∕ Tue 1

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
内田  俊郎

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

内田  俊郎 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

パソ コ ン の基本操作やMicrosoft Offi ce等の標準的なアプリ ケーショ ンの使用 方 法、

電子 メ ールや情報検索等のイ ンタ ーネッ ト の基本的な利用 方 法を実習し 、 今後の学

生 生 活で必要なパソ コ ン のスキルを 習得する 。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

実習中心 の授業を行 う 。 自 宅学習の際にMSオフ ィ スが使えるこ と が望まし い。

（ MSオフ ィ スは獨協大 学のラ イ センスで無償で使える 。）

授業の中で課題の解説を する 。

極力 、 欠 席し ないよう にし てく ださ い。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

課題を出題する。 課題の解説は授業の中で行 う 。

課題の内容は概ね、 授業でやっ た実習の続き である 。



事前学習： 資料を 読んでく る 。 30分。

事後学習： 課題を 中心 に、 90分。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er



ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation
課題90％、 授業への取り 組み10％

関連科目

∕ Related  Sub jects

備考

∕ Notes

教科書は指定し ない。

PDFフ ァ イ ルの資料を 配布する 。

参考文 献は授業中に紹介する 。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 習得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ 】 ----------

○:幅広い教養

○:専門 知識‧ 技能

△:問題解決力

△:情報分析力

△:情報発信力

△:協働性

△:主体性

○:倫理観

【 24カ リ 】 ----------

△:幅広い教養

△:専門 知識‧ 技能

○:問題解決力

○:情報分析力

○:情報発信力

○:協働性

○:主体性

○:倫理観

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1
授業の内容の紹介、 W indow sの基

本操作

授業内容を 紹介する 。

（ 以下の授業内容は、 受講者の達

成度‧ 習熟度に応じ て調整する。）

事前学習： 不要。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

2

パソ コ ン の基本操作、 日 本語入 力

の確認

電子 メ ールの送受信。 メ ールのマ

ナー。

㍶の基本操作。 日 本語入 力 。

メ ールの書き方 のマナー。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

3
エディ タ と ワープロ 、 Wordの基本

操作

文 書作成と 日 本語入 力 の基礎。

フ ォ ント の種類などワープロ の基

礎知識の確認。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。



4
表計算ソ フ ト と は、 Excelの基本操

作

Excelの機能の紹介。 基本操作の実

習。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

5 簡単な数式、 相対参照、 絶対参照

四則、 累乗などの基本的な数式の

利用 。

相対参照と 絶対参照。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

6 基本的な関数
合計、 平均など基本的な関数の使

い方 。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

7 Excelを用 いたグラ フ の作成
Excelを用 いてデータ から グラ フ を

作成する 。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

8 Excelのデータ ベース機能
Excelの簡易なデータ ベース‧ ソ フ

ト と し ての機能を 利用 する 。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

9 Excelの総合演習１
イ ン タ ーネッ ト にある現実のデー

タ を 整理、 加工 する 。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

10 Excelの総合演習２
現実のデータ から グラ フ や表を作

成し 、 分析する 。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

11 Wordによる長 文 の作成

MSワード でレ ポート を 作成する 技

法、 画像フ ァ イ ルを 扱う 方 法を学

ぶ。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

12 PDF形式、 画像フ ァ イ ル 電子 文 書を 作成する 。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

13 HTML入 門 １

Webページを 作成する ための言 語

である HTMLの紹介と 簡単なWeb

ページの作成。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

14 HTML入 門 ２ 簡単なWebの作成。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 授業内容を 復習し 課題

を 完成する 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
情報科学各論Ⅱ∕ COMPUTER SCIENCE II

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
41-1091

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y

国際教養学部言 語文 化学科∕ INTERNATIONAL LIBERAL ARTS INTERDISCIPLINARY

STUDIES

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
火 1∕ Tue 1

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
内田  俊郎

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

内田  俊郎 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

情報科学各論Ⅰで学習し た知識と スキルを 前提と し て、 エク セルのマク ロを 学ぶ。

マク ロ＝プロ グラ ムなので、 プロ グラ ミ ン グ入 門 の意味も ある。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

実習を行 う 。 Excelの基本操作を理解し ている こ と が望まし い。

自 宅でMSオフ ィ スが使える こ と が望まし い。

（ MSオフ ィ スは獨協大 学のラ イ センスで無償で利用 可能である 。）

実習科目 なので極力 、 欠 席し ないよう に。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

事前学習： 資料を 読んでく る 。 30分。

事後学習： 課題を 完成する 。 90分。

課題の説明は授業の中で行 う 。



テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN



その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation
課題90％、 授業への取り 組み10％

関連科目

∕ Related  Sub jects

備考

∕ Notes

資料を配布する。 教科書は指定し ない。

情報科学各論Ⅰを 履修し ていなく ても よいが、 情報科学各論Ⅰと 同程度の知識と ス

キルは前提と する 。

第1回‧ 第2回において、 Excelの基本操作の復習を行 い、

データ の分布や代表値‧ ばら つき の把握、 グラ フ 化などのデータ 表現、

およ び集計‧ ソ ート 等の基本的な操作スキルを確認する。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

コ ン ピュ ータ の応用 理論およ びアプリ ケーショ ン ソ フ ト に関する 知識を 習得し 、 コ

ン ピ ュ ータ を用 途に応じ て操作できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 19カ リ 】 ----------

○:幅広い教養

○:専門 知識‧ 技能

△:問題解決力

△:情報分析力

△:情報発信力

△:協働性

△:主体性

○:倫理観

【 24カ リ 】 ----------

△:幅広い教養

△:専門 知識‧ 技能

○:問題解決力

○:情報分析力

○:情報発信力

○:協働性

○:主体性

○:倫理観

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1
授業内容の紹介、 Excelの基本操作

の復習

授業内容を 紹介する 。 Excelの基本

操作を復習する 。

事前学習： 不要

事後学習： 課題を完成する 。

2 Excelの記録マク ロ
Excelの操作を 記録し てマク ロ を 作

成し 、 マク ロと は何かを 学ぶ。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

3 簡単なマク ロ の作成

簡単なマク ロを いく つか作成し 、

エディ タ の使い方 、 マク ロ の実行

の仕方 などを学習する。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

4 変数と 変数の型 マク ロの作成に必須な変数と 変数

の型について学習する 。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。



事後学習： 課題を完成する 。

5 VBAの基礎事項

引き 続き マク ロ の作成を 実習する

と と も に、 VBAに表れる用 語や概

念を 学ぶ。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

6 For〜 Next文 による繰り 返し 処理

繰り 返す変え数があら かじ め決ま

っ ている場合の繰り 返し 処理を 扱

う 。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

7 条件による処理の分岐１
条件により 処理を分ける方 法を 学

ぶ。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

8 条件による処理の分岐２
複数の条件により 処理を 分ける方

法を 学ぶ。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

9 配列
同じ 型のデータ を 多数扱う と き に

必要な配列を学ぶ。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

10 Do〜Loop文 による 繰り 返し 処理
繰り 返す回数が決めら れていない

場合の繰り 返し 処理を学ぶ。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

11 セルに対する 操作
VBAでセルを 操作する方 法を 学

ぶ。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

12 ユーザフ ォ ームの作成 
簡単なユーザイ ンタ フ ェ イ スを 作

っ てみる。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

13 マク ロ の分割
複雑なマク ロを 分割する方 法を学

ぶ。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

14 総合演習

こ こ までの授業で習得し たこ と を

使い、 少し 大 き なマク ロ を 作成す

る 。

事前学習： 配布資料を 読んでく

る 。

事後学習： 課題を完成する 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List
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基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

自 然‧ 環境‧ 人 間２ (コ ン ピ ュ ータ と 言 語)∕ NATURE,ENVIRONMENT AND HUMANI

TY2(COMPUTER AND LANGUAGE)

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1009

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 2∕ Mon  2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
呉 浩東

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

呉 浩東 言 語文 化学科∕ INTERDISCIPLINARY STUDIES

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

 高 度化情報社会に生 き る現在人 と し て、 情報処理に関する 基本的な素養を 修得す

る こ と は必要不可欠 になっ ています。 と く に、 文 系の方 にコ ンピ ュ ータ 科学につい

ての知識を 深める こ と の重要性はますます増大 し ています。

 本授業では、（ １ ） コ ン ピュ ータ と 情報処理に関する 基礎知識（ ２ ） コ ンピ ュ ータ

のハード ウェ アと ソ フ ト ウェ アの仕組み（ ３ ） コ ンピ ュ ータ による多言 語処理の技

術と その応用 法などについて知識の形成と 応用 力 の育成は本授業の目 標です。

 21世紀型市民 と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 論理的かつ創造的思考を

持っ て対応できる よ う にし ます。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

 授業は講義と 演習を組み合わせる 形態で展開し ます。 授業は履修者の学習意欲を

引き 出すために、 情報処理に関する 諸問題解決において考える力 を高 め、 主体性を

大 事にし ます。 履修者は配布する 講義内容を読解すると と も に、 授業内容を深める

ための演習問題を 完成さ せます。 その後、 授業担当者は正解を提示 し なから 、 履修

者の理解度を 向上さ せます。



 授業の形態は対面 授業です。 授業資料はPDFで配布し ます。 授業はPow erPo intを

用 いて提示 し ながら し ながら行 います。 授業連絡と 授業資料、 課題の提出には

m anabaを 使用 し ます。

 「 実践」 に位置付けら れる授業であり 、 主体的な授業参加が求めら れます。

 なるべく 受講者の関心 に沿っ た資料を取り 上げたいので、 その都度、 資料や課題

を 提示 し ます。 ディ スカ ッ ショ ン 授業はPow erPo intなどで資料を 提示 し ながら 行 い

ます。 資料（ テキスト 含む） はPDFで配布し ます。 受講者が復習に活用 できる よ う

全員に共有し ます。 ディ スカ ッ ショ ン やワーク ショ ッ プの時には特に積極的にほし

いです。

 正当な理由があっ て欠 席し た場合、 授業資料を自 習し 、 課題を 完成し 提出し てく

ださ い。

 第一 回を 除いて概ね以下の順序で進む予定です。

１ ．  教員による前回授業の課題に対する解答と 解説

２ ．  教員による当日 の授業内容の概要説明

３ ．  教員による講義

４ ．  教員による課題の提示 と 説明

５ ．  受講者による 課題の回答作成と 提出

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

 m anabaに開示 する テキスト の指定さ れる 内容を 予習し 、 前回出さ れる 課題を次

回に提出し 、 前回の授業内容に復習し ます。

 事前： 当日 の内容の予習（ 1時間程度）

 事後： 当日 の内容と 演習課題の復習（ 1時間半程度）

毎授業回の復習課題が必ず締め切り 期日 までに解答し てく ださ い。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er



参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

自 然言 語処理の基本と 技術 (仕組みが見 えるゼロ

から わかる )

著者

∕ Au th or n am e

小 町守、 奥野陽、 ニュ ービ ッ グ,グラ ム、 萩原正

人

出版社/URL

∕ Pub l ish er
翔泳社

ISBN

∕ ISBN
978-4798128528

その他（ 任意）

∕ oth er
必要に応じ て随時紹介する 。

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

令和04年 基本情報技術者 合格教本 (情報処理技

術者試験)

著者

∕ Au th or n am e
角 谷 一 成+イ エロ ーテールコ ン ピュ ータ

出版社/URL

∕ Pub l ish er
技術評論社

ISBN

∕ ISBN
978-4297124052

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

期末試験50% 、 毎回の授業後の課題の完成度40% 、 授業への参加度10% を 併せて評

価し ます。

関連科目

∕ Related  Sub jects

本科目 の関連科目 と し て、 自 然言 語処理a,b、 コ ン ピュ ータ 構造論、 データ サイ エン

スを 履修する こ と が望まし いです。

備考

∕ Notes

 前回出し た課題の解答は、 授業内で説明し ます。 また、 課外において個別の質問

にも 応じ ます。 メ ール(kgo@ dokkyo.ac. jp )へ連絡も し く はZoom にて直接面 談を し

ます。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

自 然、 環境、 人 間に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世

紀型市民 と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情

勢に対処し ていく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応できる よう に

する 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1
講義の概要と 目 標、 情報のデジタ

ル化

 現代社会における 情報処理のあ

り 方 、 進数変換、 アナロ グ情報か

ら デジタ ル情報の変換についての

知識の理解を深める こ と を目 指し

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

mailto:kgo@dokkyo.ac.jp


2 オペレ ーティ ン グシステムと は

 オペレ ーティ ン グシステム

(Operating  System  : OS)の目 的、

コ ン ピュ ータ システムにおける 役

割等を説明し 、 履修者の理解を深

めます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

3 データ 構造入 門
 データ 構造の情報処理における

役割を説明し 、 各種のデータ 構造

の形態を 理解さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。 

4
アルゴリ ズムの表現法、 アルゴリ

ズムの例

 アルゴリ ズムと データ 構造の関

連性を説明し 、 アルゴリ ズムの表

現法と アルゴリ ズムの役割と その

仕組みについて学びます。 演習問

題を 完成さ せます。 アルゴリ ズム

の原理を 習得さ せる こ と を目 指し

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

5 プログラ ミ ン グ言 語入 門

 コ ンピ ュ ータ の基礎構成を 踏ま

え、 プロ グラ ミ ン グ言 語を用 いて

プロ グラ ムを設計する方 法を論じ

ます。 また、 簡単なプロ グラ ムを

作成さ せ。 また、 プログラ ムを 作

成し 、 レ ポート を 課さ れます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

6 言 葉と 言 語処理の仕組み

 人 間は日 常使っ ている言 語（ 自

然言 語と いう ） 処理の研究テーマ

を 紹介し ます。 言 語における曖昧

性を まと めます。 また、 言 語処理

のプロセスについての理解を深め

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

7
言 語処理ための構文 解析と 言 語資

源

 言 語処理について必要と なる

様々な言 語資源と それぞれの表現

法を 説明する上、 構文 処理の仕組

みについて考察し 、 演習を 実施し

ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

8 言 葉の意味解析

 言 葉の意味解析における 単語と

文 全体の意味の曖昧性を 取り 除く

ためのメ カ ニズムを 概説し ます。

また、 意味解析の原理と 知識表現

法について理解さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

9 生 成AIによる 情報検索

 情報検索を有効性と 能率化を高

める ため、 生 成AIを生 かせるこ と

についての問題解決の方 法の理解

を 深めます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

10 大 規模言 語モデルの仕組み

BERT、 ChatGPTの仕組みについて

説明し ます。 使用 方 法についての

演習を実施する こ と によっ て理解

を 深めます。 ChatGPTの機能と 原

理を 解析し ます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

11 機械翻訳の原理と 実践

 機械翻訳の原理と その必要性に

ついて説明し ます。 機械翻訳進化

の歴史と 最新の動態を踏まえて、

機械翻訳ツ ールの活用 法について

体験さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。

12 生 成AIと 言 語処理の関連性

 近年、 生 成AIの発展は目 覚まし

い。 言 語処理は人 工 知能の重要分

野と し て変容し 続けます。 こ こ

で、 生 成AI（ ChatGRTやBingなど）

の活用 法について体験さ せます。

 事前に授業内容を 予習し 、 事後

は復習する う え、 演習課題を 完成

さ せます。



13 総合演習

 いままでの授業に関わる 知識を

深めるために、 演習を 実施し 、 知

識の相関性を確認し 、 理解を 深め

る こ と を目 標と し ます。

事前に授業内容を予習し 、 事後は

復習するう え、 演習課題を 完成さ

せます。

14
講義のまと め（ 復習と 演習課題の

提出）

 授業のポイ ン ト を 整理し 、 コ ン

ピ ュ ータ と 言 語の関わり を 整理

し 、 情報処理の将来像を 議論し ま

す。

 事前に春学期の授業内容を 予習

し 、 授業について質問と 応答を行

います。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
コ ン ピ ュ ータ ーリ テラ シーa∕ COMPUTER LITERACY (A)

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e

【 済】 21-1008

【 営】 22-1010

【 環】 23-1010

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
経済学部∕ ECONOMICS

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 3∕ Mon  3

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
李 凱∕ LI Kai

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
本科目 は遠隔授業科目 です。 ∕ ONLINE COURSE

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

李 凱∕ LI Kai 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

こ の講義では、 分析し たデータ を も と にレ ポート や卒業論文 を 作成し て発表する 際

に必要と なる文 章作成ソ フ ト Word、 表計算ソ フ ト Excel、 プレ ゼン テーショ ンソ フ

ト Pow erPo intの実践的な利用 方 法を 、 コ ン ピュ ータ を使っ た実習により 身 につけま

す。 こ れら のソ フ ト と 、 ネッ ト ワーク 経由で議論する場を 提供する Zoom を 組み合

わせて活用 する方 法についても 学習し ます。

----------

こ の講義では経済学部の学位授与方 針に掲げる能力 を 育成する ため、 教育課程の編

成‧ 実施方 針が示 す学部基礎科目 と し てコ ン ピュ ータ ーに関連する 基礎的な知識を

習得し 、 コ ン ピュ ータ ーを 実践的に使用 する ために必要と なる力 を身 につけます。

履修後は、 履修系統図が示 す2年次以降の学科専門 科目 、 教職関連科目 、 演習科目

の学修を 円滑に進めるこ と ができ ます。



授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

こ の講義は、 すべてオン デマンド 形式（ 動画を指定さ れた期間内に各自 で視聴し て

学習する ） で行 います。 講義は自 分のPC（ W indow sまたはMac） を使用 し て、 指定

さ れたアド レ スにある動画を 視聴し ながら 、 配布さ れるフ ァ イ ルを 作成し ます。

こ の講義は他の講義と 同様に教室が指定さ れますが、 オン デマン ド 形式のみと なる

ため教室での講義は行 いません。 ただし 担当教員が質問受付など補助的に教室を 利

用 する場合があり ます。

動画は全てのク ラ スで同じ 内容です。 担当教員はク ラ スごと に異なり ます。 具体的

な講義の進め方 、 教員と の連絡方 法、 成績評価の方 法は各担当教員に確認し てく だ

さ い。

第1回目 の講義開始日 より も 前にPorta IIやm anabaに講義連絡が掲載さ れる こ と が

ある ので、 必ず確認し てく ださ い。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

授業計画詳細情報にある 事前‧ 事後学修の内容を 参照し てく ださ い。

----------

大 学設置基準が定める学修時間に従い、 1回の講義につき 事前学修120分、 講義時間

100分、 事後学修120分の学修時間と なる こ と を想定し ています。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

講義で使用 する フ ァ イ ルを 配布し 、 その内容に

従っ て進めます。

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title



著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation
評価方 法は担当教員ごと に異なり ます。 担当教員に確認し てく ださ い。

関連科目

∕ Related  Sub jects

コ ン ピュ ータ アーキテク チャ 、 情報通信ネッ ト ワーク、 情報システム論、 プログラ

ミ ン グ論、 データ ベース論、 マルチメ ディ ア論、 Webデザイ ン論、 システムズ‧ エ

ン ジニアリ ン グ、 データ マイ ニン グ論、 アルゴリ ズム論、 AI入 門 、 データ サイ エン

ス入 門 、 情報システム概論

備考

∕ Notes

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

文 章作成およ び表計算ソ フ ト の操作に関する 中級レ ベルの知識を習得し 、 長 文 作成

と 実用 的なデータ 処理を 効率良く できる よう にする 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 済】 ----------

△:幅広い教養

△:問題分析力

○:理論構築力

△:問題認識力

【 営】 ----------

△:幅広い教養

△:情報分野における 専門 的知識

【 環】 ----------

△:幅広い教養

△:調査‧ 統計分析部門 での専門 的知識

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y



1

講義の進め方 、 成績評価の方 法、

講義で使用 する ソ フ ト ウェ アの準

備、 コ ン ピュ ータ ーの基本操作

講義で学習する 内容、 講義の進め

方 、 成績評価の方 法を確認する。

Microsoft365を イ ンスト ールし 、

Zoom アカ ウント を 作成する 。

OneDrive、 Zipフ ァ イ ルの解凍、

圧縮、 ショ ート カ ッ ト キーにつ

【 事前学修】 こ の講義で学ぶ内容

について授業概要を 確認する 。

【 事後学修】 講義で使用 する ソ フ

ト ウェ アが正し く イ ンスト ールさ

れ使用 でき るこ と を 確認す

2
コ ンピ ュ ータ ーの基本操作、 Word

の基本操作

講義での課題作成に使用 する Word

を 使う 際に最低限必要な機能を理

解する。

【 事前学修】 文 章作成ソ フ ト で出

来る こ と を 調べる。

【 事後学修】 文 章の左、 右、 中央

揃え、 両端揃え、 文 字に色 を 付け

る 、 太字、 斜体にする、 箇条書

き、 ルーラ ーについて確認する。

3

Pow erPo int  スラ イ ド 作成と プレ

ゼンテーショ ン方 法、 Zoom と 連携

し てプレ ゼン テーショ ン を

PowerPointで全体のレ イ アウト を

調整する スラ イ ド マスタ ーの使い

方 を 理解する。 発表時に参照する

ノ ート 、 発表時に表示 する発表者

ツ ールの使い方 を 学習する 。 ビデ

オミ ーティ ン グツ ールZoom の使

い方 と 、

【 事前学修】 スラ イ ド マスタ ーの

役割と 必要性を 調べる 。 Zoom が大

学でどのよ う に使用 さ れているか

調べる 。

【 事後学修】 発表者ツ ールを 使っ

て発表する手 順を確認する 。

4
Word   ページ設定、  スタ イ ル、

図、 表、 グラ フ の作成

ページ内の行 数設定と 実際の行 数

と の関係を 理解する 。 文 章の装飾

を一 括し て設定できる スタ イ ルと

章、 節の番号設定を 理解する 。

Wordで図、 表、 グラ フ を 作成でき

る よ う になる。

【 事前学修】 スタ イ ルで出来る こ

と を 調べる 。 Microsoft365で作成

できる グラ フ の種類を調べる。

【 事後学修】 スタ イ ルを正し く 設

定し て書式を 変更できる か、 図、

表、 グラ フ を 作成できる か確認す

る 。

5
Word   章や節の番号設定、 図表番

号の設定、 セク ショ ン 区切り

章や節、 図表の増減に応じ て自 動

で番号設定し て本文 で参照でき る

機能を理解する 。 1つのフ ァ イ ル内

に複数の異なる フ ァ イ ルがあるよ

う に設定できる セク ショ ン区切り

を 理解する 。

【 事前学修】 参考資料、 セク ショ

ン 区切り の機能について調べる。

【 事後学修】 章や節の番号を 正し

く 設定でき るか、 セク ショ ン 区切

り の役割を 理解し 正し く 使用 でき

る か確認する 。

6 課題作成1（ Word、 Pow erPoin t）
担当教員が指定する Word、

PowerPointの課題を作成する。

【 事前学修】  こ れまでの講義で修

得し たWord、 Pow erPoin tの機能

を 確認する 。

【 事後学修】 課題作成で使用 し た

Word、 Pow erPointの機能を 正し

く 理解でき ているか復習する 。

7 Excel  基本操作

セル幅の調整、 セル範囲の選択、

オート フ ィ ル、 行 の挿入 と 削除、

セル範囲を 中央揃え、 セルの表示

形式、 検索、 置換を 理解する 。

【 事前学修】 セル、 シート 、 ブッ

ク と いっ たExcelの用 語を 調べる 。

【 事後学修】 学習し たExcelの基本

操作を 復習する 。

8 Excel  計算式、 テーブル、 スピ ル

計算式の入 力 と セル参照に必要な

相対参照、 複合参照、 絶対参照を

学習する 。 通常の表と テーブルの

違いと 、 計算式を 発展的に使用 で

きる スピ ルを 理解する 。

【 事前学修】 計算式、 テーブル、

スピ ルを調べる 。

【 事後学修】 計算式の入 力 方 法を

確認する。 相対参照、 複合参照、

絶対参照を 理解し ているか確認す

る 。

9 Excel  グラ フ 作成

折れ線グラ フ のよ う な通常のグラ

フ だけでなく 、 複合グラ フ やセル

内のグラ フ 、 散布図を作成する方

法を 学習する。

【 事前学修】 複合グラ フ 、 データ

バー、 スパーク ラ イ ン、 散布図に

ついて調べる 。

【 事後学修】 講義で作成し たグラ

フ を 正し く 作成でき るか確認す

る 。

10 Excel  関数の使い方 、 関数の引数 データ 集計に使用 する関数の処理

を 理解する 。 順位付けを行 う

RANK関数を 使っ て、 関数の引数を

【 事前学修】 計算式で説明し た相

対参照、 複合参照、 絶対参照を 復

習する 。



相対参照、 複合参照する方 法を学

習する。

【 事後学修】 関数で相対参照、 複

合参照、 絶対参照を 使用 し た際の

動作を 確認する 。

11

Excel  IF、 IFS関数、 条件を 満たす

セルだけを集計する関数、 IF関数

の引数と し て他の関数の結

条件により 表示 内容を 変える IF、

IFS関数、 条件を満たすセルだけを

処理する SUMIF、 COUNTIF、

SUMIFS関数の使い方 を 理解する 。

IF関数の引数で別の関数を 使う 方

法を 学習する。

【 事前学修】 IF関数について調べ

る 。

【 事後学修】 講義で扱っ た各関数

の動作と 引数を 確認し 、 複数に分

けら れたデータ を結合する方 法を

確認する。

12

Excel  データ 処理に必須の関数、 関

連する データ を 結合し て処理す

る 、 並べ替えと フ ィ ルタ ー

データ 処理に必須のVLOOKUP、

XLOOKUP関数と 、 関連性のあるデ

ータ を結合する 実用 的な使い方 を

理解する 。 並べ替えと フ ィ ルタ ー

の使い方 を 学習する 。

【 事前学修】 VLOOKUP、

XLOOKUP関数、 並べ替え、 フ ィ ル

タ ーについて調べる 。

【 事後学修】 講義で扱っ た各関数

の動作と 引数を 確認し 、 複数に分

けら れたデータ を結合する方 法を

確認する。

13
Excel  ピ ボッ ト テーブルと 小 計、 実

用 的な利用 方 法

関数を使わずにデータ を 集計する

機能を学習する 。 こ れら の機能を

利用 し て、 政府統計の総合窓口 e-

Statにある フ ァ イ ルから 必要なデ

ータ だけを グラ フ 化し て集計す

る 。

【 事前学修】 ク ロス集計と いう 用

語を 調べ、 何を行 う 機能か理解す

る 。

【 事後学修】 データ を 並び替えて

必要な内容を 取り 出す手 順を 確認

する 。

14 課題作成2（ Excel）
担当教員が指定する Excelの課題を

作成する 。

【 事前学修】 こ れまでの講義で修

得し たExcelの機能を確認する。

【 事後学修】 課題作成で使用 し た

Excelの機能を 正し く 理解でき てい

る か復習する 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse
コ ン ピ ュ ータ ーリ テラ シーb∕ COMPUTER LITERACY (B)

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e

【 済】 21-1009

【 営】 22-1011

【 環】 23-1011

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
経済学部∕ ECONOMICS

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 3∕ Mon  3

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
李 凱∕ LI Kai

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
本科目 は遠隔授業科目 です。 ∕ ONLINE COURSE

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

李 凱∕ LI Kai 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

こ の講義ではプロ グラ ミ ン グ言 語Pythonを 使っ て、 プロ グラ ム作成の基礎的な内容

を 学習し ます。 また実践的なプロ グラ ム作成を 通じ て、 プロ グラ ムを作成する際の

考え方 と 技術の習得を目 的と し ます。

講義ではコ ン ピュ ータ ーリ テラ シーaで使用 し たGoog leアカ ウン ト 、 Webブラ ウザ

ーGoog le Chrom eと 、 Webブラ ウザーでPythonのプロ グラ ムを作成でき るGoog le

Colaboratoryを 使用 し ます。 使用 方 法は初回講義で説明し ます。

----------

こ の講義では経済学部の学位授与方 針に掲げる能力 を 育成する ため、 教育課程の編

成‧ 実施方 針が示 す学部基礎科目 と し てコ ン ピュ ータ ーに関連する 基礎的な知識を

習得し 、 コ ン ピュ ータ ーを 実践的に使用 する ために必要と なる力 を身 につけます。



履修後は、 履修系統図が示 す2年次以降の学科専門 科目 、 教職関連科目 、 演習科目

の学修を 円滑に進めるこ と ができ ます。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

こ の講義は、 すべてオン デマンド 形式（ 動画を指定さ れた期間内に各自 で視聴し て

学習する ） で行 います。 講義は自 分のPC（ W indow sまたはMac） を使用 し て、 指定

さ れたアド レ スにある動画を 視聴し ながら 、 配布さ れるフ ァ イ ルを 作成し ます。

こ の講義は他の講義と 同様に教室が指定さ れますが、 オン デマン ド 形式のみと なる

ため教室での講義は行 いません。 ただし 担当教員が質問受付など補助的に教室を 利

用 する場合があり ます。

動画は全てのク ラ スで同じ 内容です。 担当教員はク ラ スごと に異なり ます。 具体的

な講義の進め方 、 教員と の連絡方 法、 成績評価の方 法は各担当教員に確認し てく だ

さ い。

第1回目 の講義開始日 より も 前にPorta IIやm anabaに講義連絡が掲載さ れる こ と が

ある ので、 必ず確認し てく ださ い。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

授業計画詳細情報にある 事前‧ 事後学修の内容を 参照し てく ださ い。

----------

大 学設置基準が定める学修時間に従い、 1回の講義につき 事前学修120分、 講義時間

100分、 事後学修120分の学修時間と なる こ と を想定し ています。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

講義で使用 する フ ァ イ ルを 配布し 、 その内容に

従っ て進めます。

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er



参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation
評価方 法は担当教員ごと に異なり ます。 担当教員に確認し てく ださ い。

関連科目

∕ Related  Sub jects

コ ン ピュ ータ アーキテク チャ 、 情報通信ネッ ト ワーク、 情報システム論、 プログラ

ミ ン グ論、 データ ベース論、 マルチメ ディ ア論、 Webデザイ ン論、 システムズ‧ エ

ン ジニアリ ン グ、 データ マイ ニン グ論、 アルゴリ ズム論、 AI入 門 、 データ サイ エン

ス入 門 、 情報システム概論

備考

∕ Notes

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

プロ グラ ミ ン グ言 語の基礎知識を 習得し 、 簡単な問題解決を行 う プロ グラ ムを 作成

できる よ う にする。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

【 済】 ----------

△:幅広い教養

△:問題分析力

○:理論構築力

△:問題認識力

【 営】 ----------

△:幅広い教養

△:情報分野における 専門 的知識

【 環】 ----------

△:幅広い教養

△:調査‧ 統計分析部門 での専門 的知識



回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1

講義の進め方 、 講義で使用 する ソ

フ ト ウェ アの準備、 成績の評価方

法

講義で学習する 内容、 講義の進め

方 、 成績の評価方 法を確認し 、 プ

ロ グラ ム作成に使う Goog le

Colaboratoryの操作方 法を習得す

る 。

【 事前学修】 こ の講義で学ぶ内容

について授業概要を 確認する 。

【 事後学修】 講義で使用 する ソ フ

ト ウェ アが正し く イ ンスト ールさ

れ使用 でき るこ と を 確認する。

2
Colaboratoryの設定と 基本操作、

演算、 データ 型、 変数

プロ グラ ム作成を行 う 上で必要な

Colaboratoryの設定や操作方 法、

Pythonでプログラ ムを 作成する 際

に必要と なる知識を学習する。

【 事前学修】 Colaboratoryで出来

る こ と を調べる 。

【 事後学修】 プログラ ムに行 番号

が表示 でき ているかなど、 講義で

説明し た設定を 確認する。 プロ グ

ラ ム作成の手 順を 理解でき たか確

認する 。

3 データ 構造 リ スト 、 制御構文   if

複数のデータ を まと めて扱う リ ス

ト の使い方 を学習する。 プロ グラ

ム実行 の流れを 条件に応じ て変更

する if構文 を理解する。

【 事前学修】 複数の値を1つの変数

名で利用 する こ と の利点を調べ

る 。

【 事後学修】 リ スト の使い方 、 要

素番号の設定を 復習する。 If構文 で

複雑な処理が可能になるこ と を 復

習する 。

4
制御構文   for、 w h ile、 オブジェ ク

ト 、 ク ラ ス

同様のプロ グラ ムを複数回く り 返

す命令の使い方 と 必要性を 理解す

る 。 プロ グラ ムの大 部分を 構成す

る 要素である オブジェ ク ト と 、 オ

ブジェ ク ト の設計図と なる ク ラ ス

を 理解する 。

【 事前学修】 for、 w h ile構文 がど

のよ う なも のであるか調べる 。

【 事後学修】 プログラ ムでく り 返

し を行 う こ と の利点、 for、 w hile

構文 の違いを 復習する 。 オブジェ

ク ト を 使用 する 利点を 復習する 。

5 関数
同様の内容を何度も 実行 する 際に

作成する 関数について学習する 。

【 事前学修】 関数を 作成し て使う

こ と の利点を 調べる。

【 事後学修】 関数の作成方 法を 復

習する 。

6 モジュ ール

高 度な処理を容易に行 う 際に使う

モジュ ールの構造と 使い方 を理解

する 。

【 事前学修】 ラ イ ブラ リ 、 モジュ

ールと いっ たキーワード を 調べ

る 。

【 事後学修】 Pythonにどのよ う な

モジュ ールがある か調べる 。

7
Goog leド ラ イ ブのマウン ト 、 モジ

ュ ールを 使っ たフ ァ イ ル操作

ColaboratoryでGoog leド ラ イ ブを

使用 する方 法を 理解し 、 モジュ ー

ルを 使っ てプロ グラ ムでフ ァ イ ル

を 読み書き する手 順を学習する。

【 事前学修】 Webブラ ウザーを使

っ てGoog leド ラ イ ブを 使用 する方

法を 確認する 。

【 事後学修】 Goog leド ラ イ ブを マ

ウン ト する 複数の方 法を復習す

る 。

8 モジュ ールを 使っ たグラ フ 作成

モジュ ールを使用 し てデータ を 集

計し 、 グラ フ 化する方 法を 学習す

る 。

【 事前学修】 モジュ ールpandasと

m atp lotlibについて調べる 。

【 事後学修】 pandasと m atp lotlib

で作成でき るグラ フ の違いを確認

する 。

9
課題作成1  こ れまでの講義で学習

し た内容の確認

こ れまでの講義で学習し た基本的

な文 法やモジュ ールを使っ て、 担

当教員が指定する プログラ ム課題

を 作成する

【 事前学修】 こ れまでの講義で学

習し た内容を 復習する 。

【 事後学修】 課題作成で使用 し た

構文 、 関数、 モジュ ールの使い方

を 正し く 理解し ている か復習す

る 。

10 関連する データ を 結合し て処理す

る

複数に分けら れたフ ァ イ ルで関連

性のある データ を 結合し て処理す

る プログラ ムを 作成する 。

【 事前学修】 pandasによる フ ァ イ

ル処理を復習する。

【 事後学修】 pandasを 使っ てデー



タ を 左右、 上下に結合する方 法を

復習する。

11
e-Statのデータ を 集計し て複数のグ

ラ フ を 作成する

政府統計の総合窓口 e-Statにある

データ を ダウン ロ ード し 、 pandas

で集計し てm atp lotlibでグラ フ を

作成する プログラ ムを 作成し 、 実

データ の処理方 法に関する 理解を

深める。

【 事前学修】 pandasによる フ ァ イ

ル処理と m atp lotl ibによる グラ フ

化の方 法を 復習する 。

【 事後学修】 コ ンピ ュ ータ ーリ テ

ラ シーaで作成し たExcelのフ ァ イ

ルを 確認する 。

12
実用 的なプロ グラ ム作成1  データ

サイ エンスの基礎

データ を 集計し て次元圧縮などの

処理を行 いグラ フ を 作成する 、 デ

ータ サイ エンスの基礎と なる 内容

を 学習し ます。

【 事前学修】 データ サイ エンスの

概要を 調べる 。

【 事後学修】 データ サイ エンスと

は何であるか、 次元圧縮で何を行

っ ており 必要と なる 理由を 復習す

る 。

13
実用 的なプロ グラ ム作成2  機械学

習

コ ン ピュ ータ ー自 身 が学習する機

械学習の基礎的な内容を 理解し て

プロ グラ ムを作成する 。

【 事前学修】 機械学習の概要を 調

べる 。

【 事後学修】 機械学習における 学

習と 検証のステッ プを 復習し 、 プ

ロ グラ ムのどの部分が該当するか

確認する。

14
課題作成2  講義全体で学習し た内

容の確認

こ れまで学習し た内容を 確認し 、

担当教員が指定する プロ グラ ム課

題を 作成する。

【 事前学修】 講義全体で学習し た

内容を 復習する 。

【 事後学修】 課題作成で使用 し た

プロ グラ ミ ン グ手 法を 正し く 理解

し ている か復習する 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

現代社会２ (コ ン ピ ュ ータ 入 門 a)∕ MODERN SOCIETY2(INTRODUCTION TO COMP

UTING (A))

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1008

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 2∕ Mon  2

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
大 即 洋子

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

大 即 洋子 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

 こ の講義では、 コ ンピ ュ ータ やネッ ト ワーク に関連する 基礎的な知識を 学びま

す。 そし てレ ポート 作成、 データ の集計および情報を 相手 に伝える際に必要と なる

ソ フ ト ウェ アである文 章作成ソ フ ト 、 表計算ソ フ ト 、 プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト の

利用 方 法を 、 コ ン ピ ュ ータ を 使っ た実習により 身 につけます。

 講義で授業計画の項目 が扱われる 順序や時間配分、 使用 する ソ フ ト は担当教員に

より 異なるこ と があり ます。 また、 ソ フ ト によっ ては授業計画で指定する 機能を搭

載し ていないこ と があり ます。

 こ の講義は、 経済学部の学位授与方 針に掲げる 能力 を育成するため、 教育課程の

編成‧ 実施方 針が示 す学科基礎科目 と し て、「 コ ン ピュ ータ 原理、 ネッ ト ワーク 構

造、 文 章作成、 表計算、 プレ ゼン テーショ ン」 の基礎的な知識を 習得し 、 コ ン ピ ュ

ータ を利用 し た実践的な技能、 問題解決につなげる 能力 を身 につけます。 履修後、

発展的に履修系統図が示 す2年次以降の学科基礎科目 、 学科専門 科目 、 教職関連科

目 、 演習科目 の履修を円滑に進める こ と ができ ます。



授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

1） テキスト 、 資料 2） 授業の形態 3） 必要なツ ール、 ソ フ ト  4） 質疑応答や意

見 交換の方 法 5） 学期末試験の実施方 法 6) 成績の評価方 法等について、 各担当

教員が第1回の講義で説明し ます。

担当教員から 、 第1回目 の講義開始日 より 前にPorta IIやメ ールで授業形式（ 対面 、

オン ラ イ ン など） や準備に関する 連絡が送信さ れる こ と があり ます。 必ず確認し て

く ださ い。

積極的にイ ン タ ーネッ ト 資源を活用 し 、 問題を自 分で解決する よう にし て下さ い。

各回のレ ポート や小 テスト の解説は、 次の授業で行 います。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

講義で理解でき なかっ た点を そのままにせず、 質問や自 習で解決する よう にし てく

ださ い。

講義1回の事前予習を 120分、 レ ポート 作成を 含む事後学習を 120分程度で予習‧ 復

習するこ と を 想定し ています。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN



その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

講義内容を 理解し 、 コ ン ピ ュ ータ を 利用 し た実践的な応用 能力 、 問題解決能力 を身

に着けたかどう かを 、 授業への参加度、 試験またはレ ポート から 総合的に評価し ま

す。

関連科目

∕ Related  Sub jects

コ ン ピュ ータ ‧ アーキテク チャ 、 情報通信ネッ ト ワーク、 アルゴリ ズム論、 プロ グ

ラ ミ ング論、 情報システム論、 データ ベース論、 マルチメ ディ ア論、 データ マイ ニ

ン グ論、 ウェ ブデザイ ン 論など

備考

∕ Notes

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

現代社会に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世紀型市民

と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情勢に対処

し ていく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応できる よ う にする 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 授業の進め方 、 成績の評価方 法

コ ン ピュ ータ と ネッ ト ワーク の設

定、 ユーザー名と パスワード の管

理、 メ ールの送受信、 記号の入
力 、 ショ ート カ ッ ト 、 操作を 元に

戻す、 繰り 返す方 法を 学び、 講義

の評価方 法を理解する。

授業前に、 講義でどのよう な内容

を 学ぶか、 シラ バス全体に目 を通

し て理解する 。 授業後、 講義で使

用 する 資料の配布、 使用 方 法を 確

認する 。 授業の進め方 と 評価方 法

を 確認する 。

2 コ ンピ ュ ータ サイ エンスの基礎

イ ン タ ーネッ ト を 利用 する 際の注

意点、 コ ン ピュ ータ のハード ウェ

ア、 ソ フ ト ウェ ア、 ネッ ト ワー

ク、 2進数と いっ たコ ン ピ ュ ータ サ

イ エンスの基礎を 学ぶ。

授業前に、 コ ンピ ュ ータ サイ エン

スと いう 用 語について調べる 。 授

業後、 イ ン タ ーネッ ト を利用 する

上で特に注意すべき 点を復習す

る 。 社会において、 コ ン ピュ ータ

サイ エンスのどのよ う な技術が用

いら れている か調べる 。

3 文 章作成ソ フ ト の機能 文 章作成ソ フ ト で文 章を 作成する

際に必要と なる文 章の収集と 入 力
授業前に、 文 章作成ソ フ ト と はど

のよ う なも のであるか調べる 。 授



について学ぶ。 フ ォ ン ト の種類、

サイ ズの変更、 太字、 斜体、 下線

の設定、 色 の変更、 文 章の揃え方

法、 行 内のイ ン デン ト を 増やす、

減ら す方 法を 学ぶ。

業後、 文 章を 作成する 際に必要と

なる データ の収集方 法と 文 章の入
力 方 法を復習する。

4 文 章作成ソ フ ト ： スタ イ ル設定

文 章の体裁を整えて装飾する方 法

を 学ぶ。 箇条書き、 段落番号を 設

定する方 法を学ぶ。 行 と 段落の間

隔を 変更する方 法と 、 段落の前後

に間隔を 追加する方 法を 学ぶ。

授業前に、 文 章のどの部分を 整え

る と 見 やすい文 章になるか調べ

る 。 授業後、 文 章を 編集し て全体

を 整える方 法を復習する。

5
文 章作成ソ フ ト ： 図、 表、 グラ フ

の作成、 計算式の入 力

文 章以外の要素である 図、 表、 グ

ラ フ 、 計算式を見 やすい形で作成

する方 法を 学ぶ。 写真の追加、 図

形の描画、 表の作成、 行 列数の変

更、 セルの装飾、 グラ フ の挿入 、

要素の追加、 グラ フ の種類の変更

を 学ぶ。

授業前に、 文 章作成ソ フ ト で図、

表、 グラ フ 、 計算式が作成できる

こ と を 調べる 。 授業後、 文 章作成

ソ フ ト で作成できる 図の種類を 調

べる 。 表を 作成し て整形する方 法

を 復習する 。 作成できる グラ フ の

種類を 調べる 。

6 表計算ソ フ ト の機能

セル、 シート 、 ブッ ク の操作方 法

を 学ぶ。 セル幅の調整、 結合、 表

示 形式の変更、 罫線と いっ た表計

算ソ フ ト を 扱う 際の基本操作を学

ぶ。 オート フ ィ ルにより 連続的に

データ を入 力 する方 法を 学ぶ。

授業前に、 表計算ソ フ ト がどのよ

う なも のである か調べる 。 授業

後、 表計算ソ フ ト で出来る こ と を

復習する。

7
表計算ソ フ ト ： 計算式（ 相対参

照、 絶対参照）

セルに入 力 さ れた値を使っ た計算

式の入 力 方 法を 学ぶ。 セルを用 い

た計算を 効率的に行 う ために必要

と なる 相対参照、 絶対参照を学

ぶ。

授業前に、 表計算ソ フ ト における

計算で必要と なる 相対参照、 絶対

参照について調べる 。 授業後、 相

対参照と 絶対参照の違いを 正し く

理解し ている か復習する。 それぞ

れどのよう な場面 で使用 する か復

習する 。

8 表計算ソ フ ト ： 関数1

SUM, AVERAGE, STDEV.P、

COUNT、 COUNTA、

SUMPRODUCT関数で集計する 関

数を 学ぶ。

授業前に、 表計算ソ フ ト における

関数と はどのよ う な機能か調べ

る 。 授業後、 使用 し た関数の使い

方 を 復習する 。 他の関数について

調べる 。

9 表計算ソ フ ト ： 関数2

VLOOKUP関数でデータ を取り 出す

方 法、 IF関数と 組み合わせて使用

する方 法、 SUMIF, COUNTIF関数

で条件を 満たすデータ のみ合計す

る 、 数える方 法を 学ぶ。

授業前、 講義で使用 する関数がど

のよ う な機能であるか調べる 。 授

業後、 使用 し た関数の使い方 を 復

習する 。 他の関数について調べ

る 。

10
表計算ソ フ ト ： 集計（ ピ ボッ ト テ

ーブル）

収集し たデータ を 並べ替える方 法

と 、 フ ィ ルタ の機能を 使っ て条件

を 記述し 、 条件を 満たすデータ だ

け取り 出す方 法を 学ぶ。

授業前に、 ク ロス集計と いう 用 語

について調べる。 授業後、 ピ ボッ

ト テーブルでまと め直し たデータ

がどのよう なも のである か、 機能

の使い方 と あわせて違いを 復習す

る 。

11 プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト の機能

調査内容を プレ ゼン テーショ ン ソ

フ ト でまと める方 法の概要を 学

ぶ。 スラ イ ド のサイ ズを 変更する

方 法、 スラ イ ド のテーマを 変更す

る方 法、 ページの追加、 移動、 削

除の方 法、 見 やすいスラ イ ド を作

成する方 法を学ぶ。

授業前に、 プレ ゼン テーショ ン ソ

フ ト と はどのよ う なも のである か

調べる 。 授業後、 プレ ゼン テーシ

ョ ン における 資料作成の注意点を

復習する。

12
プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト ： 図

形、 表、 グラ フ の作成

新たに追加し たページ内に図、

表、 グラ フ を作成する方 法を 学

ぶ。

授業前に、 文 章作成ソ フ ト と の表

の作成方 法の違いを 調べる 。 授業

後、 表の作成方 法を 復習する 。



13
プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト ： ノ ー

ト 、 リ ハーサル

発表で話す際に参照する ノ ート の

作成と 、 発表のリ ハーサル方 法を

学ぶ。 発表者の画面 のみに表示 さ

れるツ ールの使い方 を 学ぶ。 スラ

イ ド ショ ーで開始する ページを指

定する方 法、 ページを 移動する方

法を 学ぶ。

授業前に、 プレ ゼン テーショ ン で

実際に話す際の注意点を調べてお

く 。 授業後、 リ ハーサルを行 っ た

際の結果がプレ ゼン テーショ ン 本

番に残ら ないよ う にする ために必

要なこ と を 復習する 。

14 授業の復習と 評価
講義で学んだ内容が身 についてい

る か復習する。

授業前に、 こ の講義で学んだすべ

ての内容を 復習する 。 授業後、 課

題作成で理解が不十 分と なっ てい

た点を 復習する 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

現代社会２ (コ ン ピ ュ ータ 入 門 a)∕ MODERN SOCIETY2(INTRODUCTION TO COMP

UTING (A))

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1008

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
火 1∕ Tue 1

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
杉村 和枝

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

杉村 和枝 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

 こ の講義では、 コ ンピ ュ ータ やネッ ト ワーク に関連する 基礎的な知識を 学びま

す。 そし てレ ポート 作成、 データ の集計および情報を 相手 に伝える際に必要と なる

ソ フ ト ウェ アである文 章作成ソ フ ト 、 表計算ソ フ ト 、 プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト の

利用 方 法を 、 コ ン ピ ュ ータ を 使っ た実習により 身 につけます。

 講義で授業計画の項目 が扱われる 順序や時間配分、 使用 する ソ フ ト は担当教員に

より 異なるこ と があり ます。 また、 ソ フ ト によっ ては授業計画で指定する 機能を搭

載し ていないこ と があり ます。

 こ の講義は、「 コ ン ピ ュ ータ 原理、 ネッ ト ワーク 構造、 文 章作成、 表計算、 プレ ゼ

ン テーショ ン 」 の基礎的な知識を 習得し 、 コ ン ピ ュ ータ を 利用 し た実践的な技能、

問題解決につなげる 能力 を身 につけます。 履修後、 発展的に履修系統図が示 す2年次

以降の学科基礎科目 、 学科専門 科目 、 教職関連科目 、 演習科目 の履修を円滑に進め

る こ と ができ ます。



授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

1） テキスト 、 資料 2） 授業の形態 3） 必要なツ ール、 ソ フ ト  4） 質疑応答や意

見 交換の方 法 5） 学期末試験の実施方 法 6) 成績の評価方 法等について、 各担当

教員が第1回の講義で説明し ます。

担当教員から 、 第1回目 の講義開始日 より 前にPorta IIやメ ールで授業形式（ 対面 、

オン ラ イ ン など） や準備に関する 連絡が送信さ れる こ と があり ます。 必ず確認し て

く ださ い。

積極的にイ ン タ ーネッ ト 資源を活用 し 、 問題を自 分で解決する よう にし て下さ い。

各回のレ ポート や小 テスト の解説は、 次の授業で行 います。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

講義で理解でき なかっ た点を そのままにせず、 質問や自 習で解決する よう にし てく

ださ い。

講義1回の事前予習を 120分、 レ ポート 作成を 含む事後学習を 120分程度で予習‧ 復

習するこ と を 想定し ています。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title
実践に役立 つ情報処理 2023年度版

著者

∕ Au th or n am e
立 田 ルミ 、 堀江郁美、 李凱

出版社/URL

∕ Pub l ish er
日 経BP社

ISBN

∕ ISBN



その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

講義内容を 理解し 、 コ ン ピ ュ ータ を 利用 し た実践的な応用 能力 、 問題解決能力 を身

に着けたかどう かを 、 授業への参加度、 試験またはレ ポート から 総合的に評価し ま

す。

関連科目

∕ Related  Sub jects

コ ン ピュ ータ ‧ アーキテク チャ 、 情報通信ネッ ト ワーク、 アルゴリ ズム論、 プロ グ

ラ ミ ング論、 情報システム論、 データ ベース論、 マルチメ ディ ア論、 データ マイ ニ

ン グ論、 ウェ ブデザイ ン 論など

備考

∕ Notes

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

現代社会に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世紀型市民

と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情勢に対処

し ていく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応できる よ う にする 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 授業の進め方 、 成績の評価方 法

コ ン ピュ ータ と ネッ ト ワーク の設

定、 ユーザー名と パスワード の管

理、 メ ールの送受信、 記号の入
力 、 ショ ート カ ッ ト 、 操作を 元に

戻す、 繰り 返す方 法を 学び、 講義

の評価方 法を理解する。

授業前に、 講義でどのよう な内容

を 学ぶか、 シラ バス全体に目 を通

し て理解する 。 授業後、 講義で使

用 する 資料の配布、 使用 方 法を 確

認する 。 授業の進め方 と 評価方 法

を 確認する 。

2

文 章作成ソ フ ト の使い方 ：

 ブラ イ ンド タ ッ チの効果的マス

タ ーの仕方

文 書入 力 の基礎である ブラ イ ン ド

タ ッ チが習得できる よ う 専用 ソ フ

ト を用 いて、 どう すれば学習効率

よ く マスタ ーできる か学習し 、 3週

間を めどに各自 の現在レ ベル応じ

て進めら れる準備を行 う 。

次回の授業日 まで毎日 ブラ イ ン ド

タ ッ チの練習を行 う 。 計画を も っ

て自 分のマスタ ー段階を把握し 、

慣れる までは最低1週間は日 を空け

ずソ フ ト を用 いて早急にキーの位

置を 覚える 。



3
文 章作成ソ フ ト の機能： 文 字の入
力

文 章作成ソ フ ト で文 章を 作成する

際に必要と なる文 字の入 力 につい

て学ぶ。 フ ォ ン ト の種類、 サイ ズ

の変更、 太字、 斜体、 下線の設

定、 色 の変更など文 字に対し て文

字自 体の入 力 について把握する 。

授業前に、 文 章作成ソ フ ト の画面

に慣れるためメ ニュ ーを色 々開け

てみて全体像を 調べる 。 授業後、

授業で配布し た練習問題を用 い復

習する 。

4 文 章作成ソ フ ト ： ページ設定

入 力 さ れた文 書に対し て縦書き に

変更、 それに伴い文 字の不具合の

調整の仕方 、 形式指定に対応でき

る よ う 行 数、 文 字数の設定などを

学習する し 、 用 紙の向き、 サイ ズ

変更などページ操作全体の学習を

する 。

ブラ イ ンド タ ッ チの習得練習期間

と し て引き 続き 練習。 授業後、 新

し く 学習し た操作を 授業で配布し

た練習問題を用 い復習する 。

5
文 章作成ソ フ ト ：

 フ ァ イ ル操作‧ 公的文 書作成

まと まっ た文 章入 力 と 共に文 字列

の揃え方 、 効率よ く 入 力 できる よ

う ショ ート カ ッ ト キーを 学び、 フ

ァ イ ル操作と し て保存、 フ ァ イ ル

名の変更等を学習する。 練習と し

て公的な文 書の構成それに必要な

操作を学習する 。

事前学習と し て授業で学習する新

し い操作に集中でき るよ う 入 力 に

手 間取ら ないよ う 引き 続き ブラ イ

ン ド タ ッ チの練習を行 う 。 事後学

習と し ては授業中に配布し た練習

問題を 必ず終了さ せておく 。

6 文 章作成ソ フ ト ： 文 字列を 整える

文 章全体の体裁を 整える ため入 力

し た文 字列を揃える操作、 タ ブの

設定、 イ ン デン ト 、 タ ブと リ ーダ

ーなど設定画面 から の方 法も 含め

学習し 完成度の高 い文 書の作成学

習する。

事前学習と し て授業で学習する文

字列操作に集中でき るよ う 入 力 に

手 間取ら ないよ う 引き 続き ブラ イ

ン ド タ ッ チの練習を行 う 。 事後学

習と し ては授業中に配布し た練習

問題を 必ず終了さ せておく 。

7 文 章作成ソ フ ト ： 図形描画

文 章以外の要素である 図を 必要に

応じ て自 由に作成する方 法を 学

ぶ。 挿入 図形を 組み合わせ自 分の

考えをイ メ ージ、 また全体の流れ

など文 章以外の形で適切に形にな

る よ う 学ぶ。

授業中に配布し た練習問題を 必ず

終了さ せ、 次回の新し い操作の材

料と し て授業に使用 できる よう 必

ず準備し ておく 。

8 文 章作成ソ フ ト ： 表の作成

文 章以外の要素である 表を 作成す

る 操作を 学ぶ。 表の作成、 行 列数

の変更、 罫線の変更、 セルの装飾

など適切にわかり やすく 説得力 の

ある 表を 作成する ための操作を学

習する。

今まで学習し た操作を 復習し つつ

授業中に配布し た練習問題を 必ず

終了さ せておく 。

9 文 章作成ソ フ ト ： スタ イ ル設定

文 章の体裁を整えて装飾する方 法

を 学ぶ。 段組み、 箇条書き、 段落

番号を設定する方 法、 行 と 段落の

間隔を変更する方 法、 段落の前後

に間隔を 追加する方 法を 学習す

る 。

積み重なっ てき た操作の復習。 お

よ び授業中に配布し た練習問題を

必ず終了さ せておく 。

10
文 章作成ソ フ ト ： 文 書作成以外の

機能

長 文 の文 書を使用 し 、 今まで学習

し てき た操作の総合的復習、 及び

スペルチェ ッ ク 機能など文 書作成

ソ フ ト にある入 力 以外に知っ てお

く と 便利に使える 機能を 学び、 使

用 し ながら 演習を行 う 。

事前学習と し て次回の授業の効果

を高 めら れる よ う 今までの操作の

復習を 配布し た練習問題を 基に総

復習し 、 期末テスト に向けての準

備を行 っ ていく 。

11 プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト の機能

調査内容を プレ ゼン テーショ ン ソ

フ ト でまと める方 法の概要を 学

ぶ。 スラ イ ド のサイ ズを 変更する

方 法、 スラ イ ド のテーマを 変更す

る方 法、 ページの追加、 移動、 削

除の方 法、 見 やすいスラ イ ド を作

成する方 法を学ぶ。

授業前に、 プレ ゼン テーショ ン ソ

フ ト と はどのよ う なも のである か

調べる 。 授業後、 プレ ゼン テーシ

ョ ン における 資料作成の注意点を

復習する。



12

プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト ： 図

形、 表、 グラ フ の作成、 アニメ ー

ショ ン

新たに追加し たページ内に図、

表、 グラ フ を作成する方 法また、

自 分の発表を有効にサポート でき

る よ う アニメ ーショ ン操作を 学習

する 。

授業前に、 文 章作成ソ フ ト と の表

の作成方 法の違いを 調べる 。 授業

後、 表の作成方 法を 復習する 。

13
プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト ： 課題

作成演習

実際の発表を想定し て課題作成を

行 う 。 適切に内容をまと め図、

表、 画像を 最適に使用 し 自 分のプ

レ ゼン内容をより よ く 効果的に見

せる こ と ができ るよ う 意識し た作

品を 作る 。

授業前に、 自 分がいいと 思う プレ

ゼン を 選びスラ イ ド に使用 さ れて

いる 情報量、 色 、 画像の使い方 を

分析し 、 自 分で作成する場合の参

考できる よ う にする。

14 授業の復習と 評価
講義で学んだ内容が身 についてい

る か復習する。

授業前に、 こ の講義で学んだすべ

ての内容を 復習する 。 授業後、 課

題作成で理解が不十 分と なっ てい

た点を 復習する 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

現代社会２ (コ ン ピ ュ ータ 入 門 a)∕ MODERN SOCIETY2(INTRODUCTION TO COMP

UTING (A))

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1008

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  春学期∕ SPRING SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
火 3∕ Tue 3

開講区分

∕ sem ester off ered
春学期∕ Spring

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
久東 義典

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

久東 義典 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

 こ の講義では、 コ ンピ ュ ータ やネッ ト ワーク に関連する 基礎的な知識を 学びま

す。 そし てレ ポート 作成、 データ の集計および情報を 相手 に伝える際に必要と なる

ソ フ ト ウェ アである文 章作成ソ フ ト 、 表計算ソ フ ト 、 プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト の

利用 方 法を 、 コ ン ピ ュ ータ を 使っ た実習により 身 につけます。

 講義で授業計画の項目 が扱われる 順序や時間配分、 使用 する ソ フ ト は担当教員に

より 異なるこ と があり ます。 また、 ソ フ ト によっ ては授業計画で指定する 機能を搭

載し ていないこ と があり ます。

 こ の講義は、 経済学部の学位授与方 針に掲げる 能力 を育成するため、 教育課程の

編成‧ 実施方 針が示 す学科基礎科目 と し て、「 コ ン ピュ ータ 原理、 ネッ ト ワーク 構

造、 文 章作成、 表計算、 プレ ゼン テーショ ン」 の基礎的な知識を 習得し 、 コ ン ピ ュ

ータ を利用 し た実践的な技能、 問題解決につなげる 能力 を身 につけます。 履修後、

発展的に履修系統図が示 す2年次以降の学科基礎科目 、 学科専門 科目 、 教職関連科

目 、 演習科目 の履修を円滑に進める こ と ができ ます。



授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

1） テキスト 、 資料 2） 授業の形態 3） 必要なツ ール、 ソ フ ト  4） 質疑応答や意

見 交換の方 法 5） 学期末試験の実施方 法 6) 成績の評価方 法等について、 各担当

教員が第1回の講義で説明し ます。

担当教員から 、 第1回目 の講義開始日 より 前にPorta IIやメ ールで授業形式（ 対面 、

オン ラ イ ン など） や準備に関する 連絡が送信さ れる こ と があり ます。 必ず確認し て

く ださ い。

積極的にイ ン タ ーネッ ト 資源を活用 し 、 問題を自 分で解決する よう にし て下さ い。

各回のレ ポート や小 テスト の解説は、 次の授業で行 います。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

講義で理解でき なかっ た点を そのままにせず、 質問や自 習で解決する よう にし てく

ださ い。

講義1回の事前予習を 120分、 レ ポート 作成を 含む事後学習を 120分程度で予習‧ 復

習するこ と を 想定し ています。 出席を かねた小 テスト を 実施し ます。 教科書は必ず

購入 し てく ださ い。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title
基礎から わかる 情報リ テラ シー

著者

∕ Au th or n am e
森本尚之‧ 奥村晴彦

出版社

∕ Pub l ish er
技術評論社

ISBN

∕ ISBN
ISBN978-4-297-13765-6

その他（ 任意）

∕ oth er
教科書

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

入 門 情報処理-データ ‧ サイ エンス、 AIを 学ぶた

めの基礎-

著者

∕ Au th or n am e
寺沢幹雄‧ 福田 収

出版社

∕ Pub l ish er
オーム社

ISBN

∕ ISBN
ISBN978-4-274-22798-1

その他（ 任意）

∕ oth er
参考書

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er



ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

講義内容を 理解し 、 コ ン ピ ュ ータ を 利用 し た実践的な応用 能力 、 問題解決能力 を身

に着けたかどう かを 、 授業への参加度、 試験またはレ ポート から 総合的に評価し ま

す。

関連科目

∕ Related  Sub jects

コ ン ピュ ータ ‧ アーキテク チャ 、 情報通信ネッ ト ワーク、 アルゴリ ズム論、 プロ グ

ラ ミ ング論、 情報システム論、 データ ベース論、 マルチメ ディ ア論、 データ マイ ニ

ン グ論、 ウェ ブデザイ ン 論など

備考

∕ Notes

自 分の所有し ている PC（ MacかW indow s） を 持ち 込むこ と は大 歓迎ですが、 機種が

古く て対応でき るソ フ ト がイ ンスト ールでき ない場合があり ます。 スマホにも Slack

や画像を PDF変換する 無料ソ フ ト を イ ンスト ールする こ と になり ますが、 OSのバー

ジョ ンが古く てイ ンスト ールでき ない場合があり ます。 自 己 責任の上、 授業の講義

室にある 同棟同階のヘルプ室で各自 問題解決し てく ださ い。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

現代社会に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世紀型市民

と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情勢に対処

し ていく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応できる よ う にする 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 【 ガイ ダンスと 文 字入 力 】

0 授業の流れの説明

1 青 空文 庫にある 夏目 漱石 『 草枕』

の冒頭の文 章を入 力 し て提出す

る 。

2 使用 し ている PCのスペッ ク を 調

べ提出する 。

3 使用 し ている PCのスペッ ク を 調

べ提出する 。

（ 重要） 教科書は購入 のこ と 。 ガ

イ ダンスで使用 する 。

事前学修 教科書の第1章「 まず初め

に」 と 第2章「 文 字入 力 」 を 熟読す

る 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

2 【 ブラ ウザの利用 】 0 小 テスト 実施

1 Edgeと Chrom eの設定について

事前学修 教科書の第3章「 ネッ ト の

利用 」 を熟読する。 授業中の指示



学習する 。

2 メ ールソ フ ト の使い方 について

学習する 。

3 OneDriveと Goog leDriveについ

て学習する 。

に従っ て、 小 テスト の準備を す

る 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

3 【 ブラ ウザの活用 】

0 小 テスト 実施

1 ク ラ ウド サービ スについて学習

する 。

2 AIの利用 について学習する 。

3 オンラ イ ン会議について学習す

る 。

事前学修 教科書の第3章「 ネッ ト の

利用 」 を熟読する。 授業中の指示

に従っ て、 小 テスト の準備を す

る 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

4 【 お絵かき と フ ァ イ ル操作】

0 小 テスト 実施

1 Mon icaと GIMPを利用 し てSlack

用 の画像を アッ プロ ード する 。

事前学修 教科書の第4章「 お絵かき

と フ ァ イ ル操作」 を 熟読する 。 授

業中の指示 に従っ て， 小 テスト の

準備を する 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

5 【 文 書作成（ 基本）】

0 小 テスト 実施

1 青 空文 庫から 芥川龍 之介『 蜘蛛

の糸 』 を 横書き から 縦書き にす

る 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

動画を 視聴する 。 授業中の指示 に

従っ て， 小 テスト の準備をする 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

6 【 表計算（ 基本）】
0 小 テスト 実施

1 割合計算の表を 展開する 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

動画を 視聴する 。 授業中の指示 に

従っ て， 小 テスト の準備をする 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

7 【 プレ ゼン資料の作成（ 基本）】

0 小 テスト 実施

1 コ ンピ ュ ータ のし く みのプレ ゼ

ン 資料を 作成する 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

動画を 視聴する 。 授業中の指示 に

従っ て， 小 テスト の準備をする 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

8 【 文 書作成（ まと め）】

0 小 テスト 実施

1 教科書にある 『 著作権法と フ ァ

イ ル交換ソ フ ト 』 を 作成する 。

事前学修 教科書の第5章「 文 書作

成」 を 熟読する 。 授業中の指示 に

従っ て， 小 テスト の準備をする 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

9 【 表計算（ まと め）】

0 小 テスト 実施

1 教科書にある 『 大 学の概要』 を

作成する 。

事前学修 教科書の第6章「 表計算」

を 熟読する 。 授業中の指示 に従っ

て， 小 テスト の準備を する 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

10
【 グラ フ の作成】

0 小 テスト 実施

1 折れ線グラ フ を 作成する 。

2 複合グラ フ を 作成する 。

3 いろ いろ なグラ フ の例を 理解す

る 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

事前配布の資料を熟読する 。 授業

中の指示 に従っ て， 小 テスト の準

備を する。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

11 【 生 活にかかわる 諸計算】

0 小 テスト 実施

1 複利計算をする 。

2 損益分岐点を 計算をする 。

3 共有地の悲劇を 計算で理解す

る 。

4 見 積書を 作成する 。

5 確定申告書を 作成する 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

事前配布の資料を熟読する 。 授業

中の指示 に従っ て， 小 テスト の準

備を する。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

12 【 データ 集計と 分析】 0 小 テスト 実施

1 世界の情報通信の普及状況を分

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

事前配布の資料を熟読する 。 授業



析する。

2 運輸道路状況を データ ベースに

し て分析する。

3 授業の成績を 分析し て評価す

る 。

4 都道府県別就労率を分析する。

中の指示 に従っ て， 小 テスト の準

備を する。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

13 【 統計処理】

0 小 テスト 実施

1 50人 のテスト 結果をヒ スト グラ

ムで示 し ， 偏差値を 求める 。

2 都道府県別男女 平均余命の相関

を 求める 。

3 標本数が異なる データ から 仮設

検定する （ t検定‧ カ イ 2乗検定）。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

事前配布の資料を熟読する 。 授業

中の指示 に従っ て， 小 テスト の準

備を する。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

14 【 学期末テスト 】

第1回から 第13回までの範囲の試

験を 実施し 、 講義で学んだ内容が

身 についている か復習する 。

業前に、 こ の講義で学んだすべて

の内容を復習する。 授業後、 課題

作成で理解が不十 分と なっ ていた

点を 授業中の指示 に従っ て、 レ ポ

ート 提出する 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

現代社会２ (コ ン ピ ュ ータ 入 門 b )∕ MODERN SOCIETY2(INTRODUCTION TO COMP

UTING (B))

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1008

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
月 2∕ Mon  2

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
大 即 洋子

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

大 即 洋子 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

 表計算ソ フ ト を 有効活用 すると 、 キャ ッ シュ フ ロ ー計算や制約のある問題のよう

な、 実社会で必要と なる 計算の答えを容易に求める こ と が可能と なり ます。 そし て

自 分で分析し て求めた情報を発信するには、 ネッ ト ワーク を 活用 するこ と が不可欠

です。

 講義では、 そのために必要と なる Webページの構成、 HTML、 CSSと 、 JavaScript

を 使っ てプロ グラ ミ ン グ言 語の基礎を 学習し ます。

 授業計画の項目 を 扱う 順序や時間配分、 使用 する ソ フ ト やプログラ ミ ン グ言 語は

担当教員により 異なる こ と があり ます。 また、 講義で使用 する ソ フ ト によっ ては授

業計画で指定する 機能を 搭載し ていないこ と があり ます。

 こ の講義は、 経済学部の学位授与方 針に掲げる 能力 を育成するため、 教育課程の

編成‧ 実施方 針が示 す学科基礎科目 と し て、「 表計算応用 、 プロ グラ ミ ン グ、 Webサ

イ ト 作成」 の専門 知識を 習得し 、 コ ン ピュ ータ を 利用 し た実践的な技能、 問題解決

につなげる 能力 を身 につけます。 履修後、 発展的に履修系統図が示 す2年次以降の学



科基礎科目 、 学科専門 科目 、 教職関連科目 、 演習科目 の履修を 円滑に進める こ と が

でき ます。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

1)テキスト 、 資料 2） 授業の形態 3） 必要なツ ール、 ソ フ ト  4） 質疑応答や意見

交換の方 法 5） 学期末試験の実施方 法 6) 成績の評価方 法等について、 各担当教

員が第1回の講義で説明し ます。

担当教員から 、 第1回目 の講義開始日 より 前にPorta IIやメ ールで授業形式（ 対面 、

オン ラ イ ン など） や準備に関する 連絡が送信さ れる こ と があり ます。 必ず確認し て

く ださ い。

積極的にイ ン タ ーネッ ト 資源を活用 し 、 問題を自 分で解決する よう にし て下さ い。

各回のレ ポート や、 小 テスト の解説は次の授業で行 います。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

講義で理解でき なかっ た点を そのままにせず、 質問や自 習で解決する よう にし てく

ださ い。

講義1回の事前予習を 120分、 レ ポート 作成を 含む事後学習を 120分程度で予習‧ 復

習するこ と を 想定し ています。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title
実践に役立 つ情報処理 2024年度版

著者

∕ Au th or n am e
立 田 ルミ 、 堀江郁美、 李凱

出版社/URL

∕ Pub l ish er
日 経BP社



ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

講義内容を 理解し 、 コ ン ピ ュ ータ を 利用 し た実践的な応用 能力 、 問題解決能力 を身

に着けたかどう かを 、 授業への参加度、 試験またはレ ポート で総合的に評価し ま

す。

関連科目

∕ Related  Sub jects

コ ン ピュ ータ ‧ アーキテク チャ 、 情報通信ネッ ト ワーク、 アルゴリ ズム論、 プロ グ

ラ ミ ング論、 情報システム論、 データ ベース論、 マルチメ ディ ア論、 データ マイ ニ

ン グ論、 ウェ ブデザイ ン 論など

備考

∕ Notes

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

現代社会に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世紀型市民

と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情勢に対処

し ていく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応できる よ う にする 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 キャ ッ シュ フ ロ ー計算： 複利計算

キャ ッ シュ フ ロ ー計算で使用 す

る 、 表計算ソ フ ト の相対参照、 絶

対参照を 復習する 。 預金 、 金 利、

利子 と いっ た言 葉の意味を 理解し

て複利方 式の計算方 法を 学び、 表

計算ソ フ ト で計算し てグラ フ 化す

る 。

授業前に、 相対参照、 絶対参照を

復習し 、 複利方 式の計算方 法を 調

べる 。 授業後、 表計算ソ フ ト によ

る 複利計算方 法を復習する 。

2
キャ ッ シュ フ ロ ー計算： 預金 の積

立

口 座に定期的に預金 を追加する積

立 ての仕組みを 学び、 口 座額の変

化を 表計算ソ フ ト で計算する 。

授業前に、 積立 の意味について調

べる 。 授業後、 相対参照と 絶対参

照の違いを 正し く 理解し ているか

を 復習する 。



3
キャ ッ シュ フ ロ ー計算： ロ ーン返

済計画

お金 を借り た際に一 定額ずつ返済

する ローン 計算の仕組みを 学び、

借入 金 の変化を 表計算ソ フ ト で計

算する。

授業前に、 ロ ーン返済の種類につ

いて調べる 。 授業後、 一 定期間ご

と に分割し て返済する こ と が返済

額の減少にどのよう な影響を 与え

る のかを復習する。

4

キャ ッ シュ フ ロ ー計算： ゴールシ

ーク による金 利と ロ ーン 返済額の

計算

表計算ソ フ ト の機能である ゴール

シーク を 使っ て、 一 定期間後の口

座額から 金 利を 計算する方 法を理

解する。 また、 指定し た期間でロ

ーン 返済を 終了する ために必要な

返済額を 計算する 。

授業前に、 ゴールシーク の使い方

について調べる。 授業後、 ゴール

シーク の目 標と 変数について正し

く 理解し ているかを 復習する 。

5
キャ ッ シュ フ ロ ー計算： ソ ルバー

による ロ ーン返済額の計算

ゴールシーク と ソ ルバーの違いに

ついて理解する 。 ソ ルバーを使っ

て、 指定し た期間でロ ーン 返済を

終了する ために必要な返済額を計

算する。

授業前に、 ソ ルバーのイ ンスト ー

ル方 法と 使い方 について調べる。

授業後、 ソ ルバーの各パラ メ ータ

の意味を復習する。

6
キャ ッ シュ フ ロ ー計算： ソ ルバー

による 年金 積立 額の計算

個人 年金 の仕組みを 学び、 ソ ルバ

ーを 使っ て必要な積立 額を 計算す

る手 順を 学ぶ。

授業前に、 年金 の仕組みについて

調べる 。 授業後、 ゴールシーク と

ソ ルバーの違いを正し く 理解し て

いる か復習する 。

7
キャ ッ シュ フ ロ ー計算： 0-1整数計

画問題

制約がある 中で、 0か1に限定さ れ

る 最適な答えを 求める0-1整数計画

問題について理解する 。 こ の問題

の1つである最短経路問題の答えを

ソ ルバーで求める方 法を 学ぶ。

授業前に、 0-1整数計画問題はどの

よ う な問題である かを 調べる 。 授

業後、 バイ ナリ の制約条件の使い

方 を 復習する 。

8
キャ ッ シュ フ ロ ー計算： 線形計画

問題

答えが0か1に限定さ れない線形計

画問題について理解する 。 利益を

最大 化する生 産計算問題や、 コ ス

ト を 最小 化する 輸送費計画問題を

ソ ルバーを 使っ て解く 方 法を 学

ぶ。

授業前に、 線形計画法について調

べる 。 授業後、 線形計画法の意味

を 正し く 理解し ている かを 復習す

る 。

9 Webサイ ト の構成: HTML

Webサイ ト を 表示 する 際に使用 す

る <htm l>, <head>, <body>, <h>,

<im g>, <tab le>などHTMLのタ グの

使い方 を 学ぶ。

授業前に、 Webサイ ト を 表示 する

仕組みについて調べる 。 授業後、

HTMLの各タ グの意味と 使い方 を復

習する 。

10 Webサイ ト のスタ イ ル: CSS

Webサイ ト のレ イ アウト を調整す

る ために必要なCSSのボッ ク スモ

デルを理解し て、 色 、 テキスト 、

テーブルのスタ イ ルを 設定する方

法を 学ぶ。

授業前に、 スタ イ ルシート と ボッ

ク スモデルについて調べる 。 授業

後、 CSSの各プロパティ ーの意味と

記述方 法を 復習する 。

11
プログラ ミ ン グ言 語JavaScript：

プログラ ミ ン グの第一 歩

プロ グラ ミ ング言 語がどのよ う な

も のであり 、 学ぶこ と で何ができ

る か理解する。 プロ グラ ミ ン グの

基礎と し て型、 変数、 演算、 文 字

列の処理について学ぶ。

授業前に、 プログラ ミ ングの開

発‧ 実行 環境を 整える 。 授業後、

プロ グラ ミ ン グが正し く 実行 でき

たかを 復習する 。

12
プログラ ミ ン グ言 語JavaScript：

命令の種類

条件分岐、 く り 返し 構文 を 利用 し

たプログラ ミ ン グ方 法を 学ぶ。

授業前に、 条件分岐と く り 返し 構

文 について調べる 。 授業後、 条件

分岐、 く り 返し 構文 、 入 れ子 構造

を 正し く 理解し ている かを 復習す

る 。

13
プログラ ミ ン グ言 語JavaScript：

関数

関数の定義、 使用 方 法、 引数、 戻

り 値、 グロ ーバル変数、 ロ ーカ ル

変数について学ぶ。

授業前に、 関数の定義、 使用 方 法

について調べる。 授業後、 定義し

た関数が正し く 計算し たかを 復習

する 。

14 プログラ ミ ン グ言 語JavaScript：

プログラ ム作成

フ ォ ーム、 イ ベン ト を 利用 し たイ

ン タ ラ ク ティ ブなプロ グラ ミ ン グ

方 法を学ぶ。

授業前に、 フ ォ ームの意味、 マウ

スやキーボード から の入 力 により

プロ グラ ムでどのよ う なイ ベント



が発生 する かについて調べる 。 授

業後、 各イ ベン ト が正し く 実行 で

き たかを復習する。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

現代社会２ (コ ン ピ ュ ータ 入 門 b )∕ MODERN SOCIETY2(INTRODUCTION TO COMP

UTING (B))

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1008

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
火 1∕ Tue 1

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
杉村 和枝

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

杉村 和枝 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

 表計算ソ フ ト を 有効活用 すると 、 キャ ッ シュ フ ロ ー計算や制約のある問題のよう

な、 実社会で必要と なる 計算の答えを容易に求める こ と が可能と なり ます。 そし て

自 分で分析し て求めた情報を発信するには、 ネッ ト ワーク を 活用 するこ と が不可欠

です。

 講義では、 そのために必要と なる Webページの構成、 HTML、 CSSと 、 JavaScript

を 使っ てプロ グラ ミ ン グ言 語の基礎を 導入 を行 います。

 授業計画の項目 を 扱う 順序や時間配分、 使用 する ソ フ ト やプログラ ミ ン グ言 語は

担当教員により 異なる こ と があり ます。 また、 講義で使用 する ソ フ ト によっ ては授

業計画で指定する 機能を 搭載し ていないこ と があり ます。

 こ の講義は、 経済学部の学位授与方 針に掲げる 能力 を育成するため、 教育課程の

編成‧ 実施方 針が示 す学科基礎科目 と し て、「 表計算応用 、 プロ グラ ミ ン グ、 Webサ

イ ト 作成」 の専門 知識を 習得し 、 コ ン ピュ ータ を 利用 し た実践的な技能、 問題解決

につなげる 能力 を身 につけます。 履修後、 発展的に履修系統図が示 す2年次以降の学



科基礎科目 、 学科専門 科目 、 教職関連科目 、 演習科目 の履修を 円滑に進める こ と が

でき ます。

授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

1)テキスト 、 資料 2） 授業の形態 3） 必要なツ ール、 ソ フ ト  4） 質疑応答や意見

交換の方 法 5） 学期末試験の実施方 法 6) 成績の評価方 法等について、 各担当教

員が第1回の講義で説明し ます。

担当教員から 、 第1回目 の講義開始日 より 前にPorta IIやメ ールで授業形式（ 対面 、

オン ラ イ ン など） や準備に関する 連絡が送信さ れる こ と があり ます。 必ず確認し て

く ださ い。

積極的にイ ン タ ーネッ ト 資源を活用 し 、 問題を自 分で解決する よう にし て下さ い。

各回のレ ポート や、 小 テスト の解説は次の授業で行 います。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

講義で理解でき なかっ た点を そのままにせず、 質問や自 習で解決する よう にし てく

ださ い。

講義1回の事前予習を 120分、 レ ポート 作成を 含む事後学習を 120分程度で予習‧ 復

習するこ と を 想定し ています。

授業は積み重ね方 式になっ ています。 毎回新し いこ と を学習するため欠 席する と つ

いていけなく なり ます。 も し 欠 席し た場合は練習問題を 必ず終了さ せて下さ い。 そ

のフ ァ イ ルは授業中の材料と なり ます。 出席し ていても 時間内に練習問題が終了し

ない場合も 同様です。 必ず終了さ せ、 フ ァ イ ルを 保存し て授業に持っ てき て下さ

い。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er



参考文 献等1

∕ Referen ces1

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title
実践に役立 つ情報処理 2023年度版

著者

∕ Au th or n am e
立 田 ルミ 、 堀江郁美、 李凱

出版社/URL

∕ Pub l ish er
日 経BP社

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

講義内容を 理解し 、 コ ン ピ ュ ータ を 利用 し た実践的な応用 能力 、 問題解決能力 を身

に着けたかどう かを 、 授業への参加度、 試験またはレ ポート で総合的に評価し ま

す。

関連科目

∕ Related  Sub jects

コ ン ピュ ータ ‧ アーキテク チャ 、 情報通信ネッ ト ワーク、 アルゴリ ズム論、 プロ グ

ラ ミ ング論、 情報システム論、 データ ベース論、 マルチメ ディ ア論、 データ マイ ニ

ン グ論、 ウェ ブデザイ ン 論など

備考

∕ Notes

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

現代社会に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世紀型市民

と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情勢に対処

し ていく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応できる よ う にする 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 授業の進め方 、 成績の評価方 法 講義の進め方 、 評価方 法を 理解

し 、 自 分がどのよ う に授業を 受け

る べき か考える 。 授業で多用 する

m anabaでコ ンテン ツ のダウンロ

ード の仕方 、 小 テスト の方 法を実



際に使用 し 次回から の授業の準備

と する 。

2 Excel: sheetの扱い、 入 力 全般

sheetの扱い方 、 膨大 にデータ があ

る 場合の効果的な入 力 方 法を 学

び、 前回のm anaba使用 練習の発

展形と し て、 小 テスト 実際のExcel

フ ァ イ ルを用 いて練習する 。

3 Excel: 関数

sam p le フ ァ イ ルを用 いて関数

SUM  AVERAGE 等よ く 使う 関数を

用 いて一 通り 学んだあと 練習問題

を行 う 。

4 Excel: 相対参照

前回の授業の小 テスト を m anaba

にて行 う 。 数式のコ ピ ー、 その仕

組みの理解及び相対参照について

学ぶ。

5 Excel:  絶対参照

前回の授業の小 テスト を m anaba

にて行 う 。 新たな操作と し て 四

則演算を自 分で操作。 数式のコ ピ

ーから 絶対参照を 学ぶ。 その後練

習問題を行 う 。

6 Excel: グラ フ 1

前回の授業の小 テスト を m anaba

にて行 う 。 Excelで計算し 、 その結

果から 棒グラ フ グループのグラ フ

の作成及びグラ フ の修正を行 う 。

その後練習問題を行 う 。

7 Excel: グラ フ 2

前回の授業の小 テスト を m anaba

にて行 う 。 Excelで計算し 、 その結

果から 円グラ フ グループのグラ フ

の作成及びグラ フ の修正を行 う 。

その後練習問題を行 う 。

8 Excel: こ れまでのまと め

前回の授業の小 テスト を m anaba

にて行 う 。 前回までExcelを用 いた

計算から グラ フ 作成まで一 連の作

業の学習の区切り と し て課題を行

う 。 課題を行 いながら わから ない

と こ ろ を 明確にし ていく 。

9
Excel: キャ ッ シュ フ ロー計算： 複

利計算

キャ ッ シュ フ ロ ー計算で使用 す

る 、 表計算ソ フ ト の相対参照、 絶

対参照を 復習する 。 預金 、 金 利、

利子 と いっ た言 葉の意味を 理解し

て複利方 式の計算方 法を 学び、 表

計算ソ フ ト で計算し てグラ フ 化す

る 。

10 Excel: 総合演習

Excelのまと めと し て練習問題を 多

数こ なす。 個人 作業と し て自 分の

ペースで進め、 わから ない部分が

あっ た場合、 そのつど解決し 確実

にExcelを使えるよ う にし ていく 。

11 Webサイ ト の構成: HTML

Webサイ ト を 表示 する 際に使用 す

る <htm l>, <head>, <body>, <h>,

<im g>, <tab le>などHTMLのタ グの

使い方 を 学びながら ホームページ

を 作る。

12 Webサイ ト の構成: HTML

画像の挿入 、 リ ン ク の張り 方  前

回作成し たm ainページを つなげ一

つのサイ ト に完成さ せる 。



13
プログラ ミ ン グ言 語JavaScript：

関数

条件分岐、 く り 返し 構文 を 利用 し

たプログラ ミ ン グ方 法を 学ぶ。 作

成し たHPの中に組み込む。

14 授業の復習と 評価
講義で学んだ内容が身 についてい

る か復習する。

授業前に、 こ の講義で学んだすべ

ての内容を 復習する 。 授業後、 課

題作成で理解が不十 分と なっ てい

た点を 復習する 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



シラ バス参照∕ View  Syllabus

授業情報∕ Class In form ation

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List 2025/09/09 現在∕ As of 2025/09/09

基本情報∕ Basic In form ation

詳細情報∕ Detailed  In form ation

授業計画詳細情報∕ Class Schedu le Details

基本情報/Basic In form ation

開講科目 名

∕ Cou rse

現代社会２ (コ ン ピ ュ ータ 入 門 b )∕ MODERN SOCIETY2(INTRODUCTION TO COMP

UTING (B))

ナン バリ ン グコ ード

∕ Num berin g  Cod e
93-1008

開講所属

∕ Cou rse Off ered  b y
大 学全カ リ 総合科目 ∕

タ ーム‧ 学期

∕ Term ‧ Sem ester
2025年度∕ 2025 Academ ic Year  秋学期∕ FALL SEMESTER

曜限

∕ Day,  Per iod
火 3∕ Tue 3

開講区分

∕ sem ester off ered
秋学期∕ Fall

単位数

∕ Cred its
2.0

学年

∕ Year
1,2,3,4

主担当教員

∕ Ma in  In stru cto r
久東 義典

遠隔授業科目

∕ On l in e Cou rse
－

担当教員情報/Instructor In fo rm ation

教員名

∕ In stru cto r

教員所属名

∕ Affi l iation

久東 義典 経営学科∕ MANAGEMENT

授業の目 的‧ 内容

∕ Cou rse Ob jectives

 こ の講義では、 コ ンピ ュ ータ やネッ ト ワーク に関連する 基礎的な知識を 学びま

す。 そし てレ ポート 作成、 データ の集計および情報を 相手 に伝える際に必要と なる

ソ フ ト ウェ アである文 章作成ソ フ ト 、 表計算ソ フ ト 、 プレ ゼン テーショ ン ソ フ ト の

利用 方 法を 、 コ ン ピ ュ ータ を 使っ た実習により 身 につけます。

 講義で授業計画の項目 が扱われる 順序や時間配分、 使用 する ソ フ ト は担当教員に

より 異なるこ と があり ます。 また、 ソ フ ト によっ ては授業計画で指定する 機能を搭

載し ていないこ と があり ます。

 こ の講義は、 経済学部の学位授与方 針に掲げる 能力 を育成するため、 教育課程の

編成‧ 実施方 針が示 す学科基礎科目 と し て、「 コ ン ピュ ータ 原理、 ネッ ト ワーク 構

造、 文 章作成、 表計算、 プレ ゼン テーショ ン」 の基礎的な知識を 習得し 、 コ ン ピ ュ

ータ を利用 し た実践的な技能、 問題解決につなげる 能力 を身 につけます。 履修後、

発展的に履修系統図が示 す2年次以降の学科基礎科目 、 学科専門 科目 、 教職関連科

目 、 演習科目 の履修を円滑に進める こ と ができ ます。



授業の形式‧ 方 法と 履修上の注

意

∕ Teach in g  m ethod  an d  Atten

tion  th e cou rse

1） テキスト 、 資料 2） 授業の形態 3） 必要なツ ール、 ソ フ ト  4） 質疑応答や意

見 交換の方 法 5） 学期末試験の実施方 法 6) 成績の評価方 法等について、 各担当

教員が第1回の講義で説明し ます。

担当教員から 、 第1回目 の講義開始日 より 前にPorta IIやメ ールで授業形式（ 対面 、

オン ラ イ ン など） や準備に関する 連絡が送信さ れる こ と があり ます。 必ず確認し て

く ださ い。

積極的にイ ン タ ーネッ ト 資源を活用 し 、 問題を自 分で解決する よう にし て下さ い。

各回のレ ポート や小 テスト の解説は、 次の授業で行 います。

事前‧ 事後学修の内容

∕ Befo re After Stu d y

講義で理解でき なかっ た点を そのままにせず、 質問や自 習で解決する よう にし てく

ださ い。

講義1回の事前予習を 120分、 レ ポート 作成を 含む事後学習を 120分程度で予習‧ 復

習するこ と を 想定し ています。 出席を かねた小 テスト を 実施し ます。 教科書は必ず

購入 し てく ださ い。

テキスト 1

∕ Textb ook s1

書籍名

∕ Title
基礎から わかる 情報リ テラ シー

著者

∕ Au th or n am e
森本尚之‧ 奥村晴彦

出版社

∕ Pub l ish er
技術評論社

ISBN

∕ ISBN
ISBN978-4-297-13765-6

その他（ 任意）

∕ oth er
教科書

テキスト 2

∕ Textb ook s2

書籍名

∕ Title

入 門 情報処理-データ ‧ サイ エンス、 AIを 学ぶた

めの基礎-

著者

∕ Au th or n am e
寺沢幹雄‧ 福田 収

出版社

∕ Pub l ish er
オーム社

ISBN

∕ ISBN
ISBN978-4-274-22798-1

その他（ 任意）

∕ oth er
参考書

テキスト 3

∕ Textb ook s3

書籍名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等1

∕ Referen ces1
書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er



ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等2

∕ Referen ces2

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

参考文 献等3

∕ Referen ces3

書籍名/ｻｲﾄ名

∕ Title

著者

∕ Au th or n am e

出版社/URL

∕ Pub l ish er

ISBN

∕ ISBN

その他（ 任意）

∕ oth er

評価方 法

∕ Eva lu ation

講義内容を 理解し 、 コ ン ピ ュ ータ を 利用 し た実践的な応用 能力 、 問題解決能力 を身

に着けたかどう かを 、 授業への参加度、 試験またはレ ポート から 総合的に評価し ま

す。

関連科目

∕ Related  Sub jects

コ ン ピュ ータ ‧ アーキテク チャ 、 情報通信ネッ ト ワーク、 アルゴリ ズム論、 プロ グ

ラ ミ ング論、 情報システム論、 データ ベース論、 マルチメ ディ ア論、 データ マイ ニ

ン グ論、 ウェ ブデザイ ン 論など

備考

∕ Notes

自 分の所有し ている PC（ MacかW indow s） を 持ち 込むこ と は大 歓迎ですが、 機種が

古く て対応でき るソ フ ト がイ ンスト ールでき ない場合があり ます。 スマホにも Slack

や画像を PDF変換する 無料ソ フ ト を イ ンスト ールする こ と になり ますが、 OSのバー

ジョ ンが古く てイ ンスト ールでき ない場合があり ます。 自 己 責任の上、 授業の講義

室にある 同棟同階のヘルプ室で各自 問題解決し てく ださ い。

到達目 標

∕ Learn in g  Goa l

現代社会に関する 学問分野について、 副題に示 し たテーマを も と に、 21世紀型市民

と し てふさ わし い実践的な知識を 習得し 、 今後の複雑な国内およ び国際情勢に対処

し ていく 方 法について、 論理的かつ創造的思考を 持っ て対応できる よ う にする 。

DPと の関連

∕ Relation  to  DP

回

∕ Tim e

授業計画（ 主題の設定）

∕ Class schedu le

授業の内容

∕ Con ten ts o f class

事前‧ 事後学修の内容

∕ Before After Stud y

1 【 ガイ ダンスと 文 字入 力 】

0 授業の流れの説明

1 青 空文 庫にある 夏目 漱石 『 草枕』

の冒頭の文 章を入 力 し て提出す

る 。

2 使用 し ている PCのスペッ ク を 調

べ提出する 。

3 使用 し ている PCのスペッ ク を 調

べ提出する 。

（ 重要） 教科書は購入 のこ と 。 ガ

イ ダンスで使用 する 。

事前学修 教科書の第1章「 まず初め

に」 と 第2章「 文 字入 力 」 を 熟読す

る 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

2 【 ブラ ウザの利用 】 0 小 テスト 実施

1 Edgeと Chrom eの設定について

事前学修 教科書の第3章「 ネッ ト の

利用 」 を熟読する。 授業中の指示



学習する 。

2 メ ールソ フ ト の使い方 について

学習する 。

3 OneDriveと Goog leDriveについ

て学習する 。

に従っ て， 小 テスト の準備を す

る 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

3 【 ブラ ウザの活用 】

0 小 テスト 実施

1 ク ラ ウド サービ スについて学習

する 。

2 AIの利用 について学習する 。

3 オンラ イ ン会議について学習す

る 。

事前学修 教科書の第3章「 ネッ ト の

利用 」 を熟読する。 授業中の指示

に従っ て， 小 テスト の準備を す

る 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

4 【 お絵かき と フ ァ イ ル操作】

0 小 テスト 実施

1 Mon icaと GIMPを利用 し てSlack

用 の画像を アッ プロ ード する 。

事前学修 教科書の第4章「 お絵かき

と フ ァ イ ル操作」 を 熟読する 。 授

業中の指示 に従っ て， 小 テスト の

準備を する 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

5 【 文 書作成（ 基本）】

0 小 テスト 実施

1 青 空文 庫から 芥川龍 之介『 蜘蛛

の糸 』 を 横書き から 縦書き にす

る 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

動画を 視聴する 。 授業中の指示 に

従っ て， 小 テスト の準備をする 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

6 【 表計算（ 基本）】
0 小 テスト 実施

1 割合計算の表を 展開する 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

動画を 視聴する 。 授業中の指示 に

従っ て， 小 テスト の準備をする 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

7 【 プレ ゼン資料の作成（ 基本）】

0 小 テスト 実施

1 コ ンピ ュ ータ のし く みのプレ ゼ

ン 資料を 作成する 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

動画を 視聴する 。 授業中の指示 に

従っ て， 小 テスト の準備をする 。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

8 【 文 書作成（ まと め）】

0 小 テスト 実施

1 教科書にある 『 著作権法と フ ァ

イ ル交換ソ フ ト 』 を 作成する 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

事前配布の資料を熟読する 。 授業

中の指示 に従っ て， 小 テスト の準

備を する。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

9

【 プレ ゼンテーショ ン 資料の作成

（ 1）】

0 小 テスト 実施

1 教科書にある 『 日 本の出生 数と

死亡数』 を 作成する 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

事前配布の資料を熟読する 。 授業

中の指示 に従っ て， 小 テスト の準

備を する。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

10

【 プレ ゼンテーショ ン 資料の作成

（ 2）】

0 小 テスト 実施

1 教科書の8章を プレ ゼンする 資料

を 作成する 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

事前配布の資料を熟読する 。 授業

中の指示 に従っ て， 小 テスト の準

備を する。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

11

【 プレ ゼンテーショ ン 資料の作成

（ 3）】

0 小 テスト 実施

1 教科書の9章を プレ ゼンする 資料

を 作成する 。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

事前配布の資料を熟読する 。 授業

中の指示 に従っ て， 小 テスト の準

備を する。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。



12

【 プレ ゼンテーショ ン 資料の作成

（ 4）】

0 小 テスト 実施

1 教科書の10章を プレ ゼン する資

料を 作成する。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

事前配布の資料を熟読する 。 授業

中の指示 に従っ て， 小 テスト の準

備を する。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

13

【 プレ ゼンテーショ ン 資料の作成

（ 5）】

0 小 テスト 実施

1 教科書の11章を プレ ゼン する資

料を 作成する。

事前学修 授業中の指示 に従っ て，

事前配布の資料を熟読する 。 授業

中の指示 に従っ て， 小 テスト の準

備を する。

事後学修 授業中の指示 に従っ て，

課題提出する 。

14 【 学期末テスト 】

第1回から 第13回までの範囲の試

験を 実施し ， 講義で学んだ内容が

身 についている か復習する 。

事前学修 事前に， こ の講義で学ん

だすべての内容を復習する 。 授業

後， 課題作成で理解が不十 分と な

っ ていた点を 授業中の指示 に従っ

て， レ ポート 提出する 。

科目 一 覧へ戻る ∕ Retu rn  to  th e Cou rse List



３年次 ４年次

全学共通授業科目　履修系統図

部門 部門の学修・教育目標

１年次 ２年次

７学期 ８学期５学期 ６学期

Ｅｎｇｌｉｓｈ（Ⅱｂ） Ｅｎｇｌｉｓｈ（Ⅲａ） Ｅｎｇｌｉｓｈ（Ⅲｂ）

スポーツ・レクリエーション

全学総合講座

１学期 ２学期 ３学期 ４学期

全学総
合科目

・各部門に関する学問分野について、21世紀型
市民にふさわしい概括的な知識を修得し、難問
や関心を学問に結び付け様々な知的領域を探
求し、今後の複雑な国内および国際情勢に対し
て、論理的かつ創造的思考を持って対応できる
ようにすることを教育目標とする。

講義科目
自然・環境・人間１

実践科目
自然・環境・人間２

講義科目
現代社会１

実践科目
現代社会２

講義科目
歴史と文化１

実践科目
歴史と文化２

講義科目
ことばと思想１

実践科目
ことばと思想２

外国語

・各言語の文化的背景や基本文法・構文を理解
し、基本的なコミュニケーションをとることができ
るようにし、各専攻分野共通の基本的な言語技
能と各言語を身に付け、主体的な自律学修がで
きるようにすることを教育目標とする。

Ｅｎｇｌｉｓｈ（Ⅰａ） Ｅｎｇｌｉｓｈ（Ⅰｂ） Ｅｎｇｌｉｓｈ（Ⅱａ）

ドイツ語（Ⅰａ） ドイツ語（Ⅰｂ） ドイツ語（Ⅱａ）

日本語（１ａ～６ａ） 日本語（１ｂ～６ｂ）

ドイツ語（Ⅲａ） ドイツ語（Ⅲｂ）

スペイン語（Ⅰａ） スペイン語（Ⅰｂ） スペイン語（Ⅱａ） スペイン語（Ⅱｂ） スペイン語（Ⅲａ） スペイン語（Ⅲｂ）

フランス語（Ⅰａ） フランス語（Ⅰｂ） フランス語（Ⅱａ） フランス語（Ⅱｂ） フランス語（Ⅲａ） フランス語（Ⅲｂ）

ドイツ語（Ⅱｂ）

韓国語（Ⅲａ） 韓国語（Ⅲｂ）

中国語（Ⅰａ） 中国語（Ⅰｂ） 中国語（Ⅱａ） 中国語（Ⅱｂ） 中国語（Ⅲａ） 中国語（Ⅲｂ）

その他外国語（Ⅱｂ）

韓国語（Ⅰａ） 韓国語（Ⅰｂ） 韓国語（Ⅱａ） 韓国語（Ⅱｂ）

その他外国語（Ⅰａ） その他外国語（Ⅰｂ） その他外国語（Ⅱａ）

1

「令和７年度入学者用」



１年次 ２年次 ３年次 ４年次

外国語学部共通科目　履修系統図

７学期 ８学期

部門 部門の学修・教育目標

総合講座

１学期 ２学期 ３学期 ４学期 ５学期 ６学期

情報科学教育プログラム

外国語
学部共
通科目

・学科の専門領域を超えた総合的な知識を修
得し、国際的・学際的な視野をもって分析し、自
らの見解を提示できるようにすることを教育目
標とする。

情報科学概論
経済学部・全カリ開講

情報関連科目
経済学部・全カリ開講

情報関連科目
経済学部・全カリ開講

情報関連科目
経済学部・全カリ開講

情報関連科目
経済学部・全カリ開講

情報関連科目
経済学部・全カリ開講

情報関連科目
経済学部・全カリ開講

情報関連科目

情報科学各論

学科横断演習 各学科演習科目 各学科演習科目 各学科演習科目 各学科演習科目 各学科演習科目 各学科演習科目 各学科演習科目



ドイツ語学科　履修系統図

科
目
群

部門 科目群・部門の学修・教育目標

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

１学期 ２学期 ３学期 ４学期 ５学期 ６学期 ７学期 ８学期

実践ドイツ語Ⅳ

ドイツ語文法基礎Ⅰ ドイツ語文法基礎Ⅱ ドイツ語読解Ⅰ ドイツ語読解Ⅱ

Kontext外
国
語
科
目

初級ドイツ語
中級ドイツ語
学外ドイツ語
選択ドイツ語

英語
上級英語

初級の科目では、リスニング、スピーキング、リーディ
ング、ライティングの４つの言語技能をバランスよく修
得し、異なる文化圏でのコミュニケーションや情報収
集ができるようになる。また、中級から上級の科目で
は、専門的なドイツ語や英語を使用してニュースや専
門文献を読み解き、自分の見解をドイツ語や英語で

発信する能力を修得することを教育目標とする。

実践ドイツ語Ⅰ 実践ドイツ語Ⅱ 実践ドイツ語Ⅲ*

German Studies in EnglishⅠ

ドイツ語圏の言語・文学・思想C* ドイツ語圏の言語・文学・思想D* ドイツ語圏の言語・文学・思想E ドイツ語圏の言語・文学・思想F ドイツ語圏の言語・文学・思想G ドイツ語圏の言語・文学・思想H

German Studies in EnglishⅡ

学外ドイツ語活動

リ
ベ
ラ
ル

ア
ー

ツ

科
目

基礎教養科目
言語・文学・思想

芸術・文化
歴史・現代社会

特に講義科目を通じて異文化理解や専門知識を獲得
し、ドイツ語圏の言語、文学、思想、芸術、文化、歴
史、現代社会に関する幅広い知識を身につけ、独自
の視点から問題を論理的に分析・議論できるようにな
る。また、異なる領域の知識を統合し、豊かな学際的
な視野を持つことができるようになる。そして「リベラ
ルアーツI, II」と「アカデミックスキルズ」では、説得力
のある論文を執筆するための基礎的な力を修得する

ことを教育目標とする。

リベラルアーツI アカデミックスキルズ リベラルアーツⅡ

ドイツ語圏の言語・文学・思想A* ドイツ語圏の言語・文学・思想B*

演
習
科
目

基礎演習
ドイツ語課題演習

上級演習

演習科目全体では、研究発表、レポート作成、論文執
筆、ディスカッション、グループワークを通じて、少人
数での協働学習によりコミュニケーションスキルや
チームワーク能力、情報リテラシーを養う。教員の指
導のもと、全人的教養Bildungと論理的思考に基づき
学習成果を自己の言葉で的確に表現するプレゼン
テーション能力を獲得し、独自の研究課題を設定して
研究を行い、その成果を効果的に伝達できるようにな
る。また、卒業論文演習やドイツ語卒業研究では、学
生が自らの研究テーマを体系的にまとめ、独自の見
解を論理的かつ独自の視点から発展させる能力を修
得することを教育目標とする。

専門講読演習 専門講読演習

ProjektⅠ ProjektⅡ

ドイツ語圏の芸術・文化G ドイツ語圏の芸術・文化H

ドイツ語圏の歴史・現代社会A* ドイツ語圏の歴史・現代社会B* ドイツ語圏の歴史・現代社会C* ドイツ語圏の歴史・現代社会D* ドイツ語圏の歴史・現代社会E ドイツ語圏の歴史・現代社会F ドイツ語圏の歴史・現代社会G ドイツ語圏の歴史・現代社会H

ドイツ語圏の芸術・文化A* ドイツ語圏の芸術・文化B* ドイツ語圏の芸術・文化C ドイツ語圏の芸術・文化D ドイツ語圏の芸術・文化E ドイツ語圏の芸術・文化F

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ 専門演習 専門演習 専門演習 専門演習 卒業論文演習 卒業論文演習

交流文化

交流文化に関する各種分野について特定の専門知
識を修得し、分析し、自らの見解を提示できるように

することを教育目標とする。

交流文化論

卒業論文

ドイツ語卒業研究

Seminar I Seminar I Seminar Ⅱ Seminar Ⅱ Seminar Ⅲ Seminar Ⅲ

専門講読演習 専門講読演習

【備　考】
点線は枠内の学期期間にかけて履修する科目

*付の科目は、ドイツ語の教科及び教科の指導法に関する科
目

ドイツ語科教科教育法Ⅲ* ドイツ語科教科教育法Ⅳ*

外国語学部共通科目 外共の欄を参照

全学共通授業科目 全カリの欄を参照

卒業論文、ドイツ語卒業研究

ドイツ語卒業研究

教職関連科目
教職免許「外国語（ドイツ語）」の取得に必要な教科の指導法を修得し、中
学校・高等学校でのドイツ語教育を実践できるようにすることを教育目標と
する。

ドイツ語科教科教育法Ⅰ* ドイツ語科教科教育法Ⅱ*



英語学科　履修系統図

水色＝200番台

桃色＝300番台

外国語学部共通科目 外共の欄を参照

全学共通授業科目 全カリの欄を参照

黄色＝100番台

演習
演習ごとにテーマに沿って系統的な知識を修得したうえで、口頭発表や
論文・レポート執筆などを通して、論理的で説得力のある自己表現ができ
るようにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演　習

卒業論文
英語圏の言語・文学・文化・社会・国際関係などに関し、テーマを
設定し、調査・研究を進め、その成果を卒業論文として提出できる
ようにする。

卒業論文

                                                    　　  言語学文献セミナーa・b

教

職

関

連

科

目

中学・高校の免許（英語）取得に必要な言
語学修・修得および教科指導に関する理
論の理解と授業実践の修得を教育目標と
する。

                                                    　　  英語科教科教育法Ⅰ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語科教科教育法Ⅱ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語科教科教育法Ⅲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語科教科教育法Ⅳ

言

語

言語学に関する専門的知識を修得し、言
語データを分析し、論証できるようにする
ことを教育目標とする。

                                                    　　  言語音のしくみa・b

                                                    　　  シンタクス入門

                                                    　　  シンタクス

                                                    　　  意味論a・b

                                                    　　  日英語対照研究

                                                    　　  コーパス言語学

                                                    　　  ことばの諸相

                                                    　　  言語学特殊講義a・b

文

学

・

文

化

・

歴

史

英語圏の多様な文学・多文化・多様な歴
史に関する専門的知識を修得し、様々な
研究アプローチを使って対象を鑑賞・分
析・批評できるようにすることを教育目標
とする。

                                                    　　  文学・文化・歴史a・b

                                                    　　  イギリスの文学と文化

                                                    　　  アメリカの文学と文化

                                                    　　  コミュニケーション論

                                                    　　  イメージ文化論

                                                    　　  スピーチ・コミュニケーション論

                                                    　　  マス・コミュニケーション論

                                                    　　  メディア・スタディーズ

                                                    　　 メディア・テクノロジー論

                                                    　　  イギリスの社会と歴史

                                                    　　  アメリカの社会と歴史

                                                    　　  グローバル文学・文化a・b

                                                    　　  文学・文化・歴史ワークショップa・b

                                                    　　  文学・文化・歴史特殊講義a・b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文学・文化・歴史文献セミナーa・b

                                                    　　  サイバー・コミュニケーション論

                                                    　　  ポピュラー・カルチャー論

                                                    　　  グローバル・メディア論

                                                    　　  コミュニケーション論特殊講義a・b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コミュニケーション論文献セミナーa・b

                                                    　　  国際関係特殊講義a・b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際関係文献セミナーa・b

メ

デ

ィ
ア

・

コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

メディア・コミュニケーションに関する専門
的知識や諸理論を修得し、様々な視点か
ら分析し、批判的に読み解き、自らの見
解を提示できるようにすることを教育目標
とする。

                                                    　　  異文化コミュニケーション論

                                                    　　  メディア論

                                                    　　  視覚コミュニケーション論

グ

ロ
ー

バ

ル

社

会

グローバル社会に関する専門的知識を修
得し、背景事情や諸課題について的確に
理解、分析し、自らの見解を提示できるよ
うにすることを教育目標とする。

                                                    　　  Japanese Art History

                                                    　　  Understanding Japanese Society

                                                    　　  Special Topics in Japanese Studies

                                                    　　  Understanding Global Studies

                                                    　　  グローバル政治経済入門

                                                    　　  グローバル・ヒストリーa・b

                                                    　　  オーストラリアの政治と外交

                                                    　　  アジアの政治･経済･国際関係

                                                    　　  アフリカの政治･経済･国際関係

                                                    　　  国際英語論

                                                    　　  早期英語教育論

                                                    　　  Language Skills for TEFL

                                                    　　  国際ツーリズム論

                                                    　　  国際ツーリズム各論

                                                    　　  デジタル・ビジネス論

学

科

専

門

科

目

グ

ロ
ー

バ

ル

教

養

選択したコースでは学ぶことができない国
際ツーリズム、多文化共生、英語教育等
に関する専門的な知識を修得し、分析を
行い、見解を提示できるようにすることを
教育目標とする。

                                                    　　  多文化共生論

                                                    　　  多文化･多言語共修

                                                    　　  海外留学と国際理解

                                                    　　  グローバル化とジェンダー

                                                    　　  英語教育研究

                                                    　　  教材論

                                                    　　  第二言語習得論

                                                    　　  国際開発論

                                                    　　  国際協力論

                                                    　　  国際交流論

                                                    　　  Global Societies and Cultures

                                                    　　  グローカル開発論

                                                    　　  アメリカ社会と世界

                                                    　　  英語ビジネス・コミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語ビジネス・コミュニケーション実務

                                                    　　  English for Media Literacy

                                                    　　  English in Films

学科関連
科目 交流文化

交流文化に関する各種分野について特定の専門知識を修
得し、分析のうえ自らの見解を提示できるようにすることを
教育目標とする。

                                                    　　  交流文化論

                                                    　　  Discussion

                                                    　　  Academic Presentation Skills

                                                    　　  Communication Seminar

                                                    　　  通訳 Ⅰ・Ⅱ

                                                    　　  Listening and Pronunciation

                                                    　　  Sounds of English

専

門

基

礎

科

目

、
英

語

基

礎

科

目

、
英

語

応

用

科

目

専門科目入門
Study Skills
Basic Skills

Integrated　Skills
Literate Skills

Audiolingual Skills
Learning through Media

「聞く」「話す」「読む」「書く」という4技能に
関して口頭での受容技能と産出技能およ
び書き言葉での受容技能と産出技能の
基礎を養成し、英文マテリアルを日本語を
介さず英語で論理的に思考し、英語で討
議し、レポート、小論文、卒業論文の作成
に応用できるようにすることを教育目標と
する。

Lecture Workshop Ⅰ Lecture Workshop Ⅱ

英語学入門

                                                    　　  Advanced Academic Writing

                                                    　　  Creative Writing

                                                    　　  英語専門講読　a・b

                                                    　　  College Grammar

                                                    　　  翻訳

E-learning Ⅱ

国際関係入門

メディア・コミュニケーション入門

英語圏の文学・文化・歴史入門

E-learning Ⅰ

Reading Skills for Academic Purposes Ⅰ Reading Skills for Academic Purposes Ⅱ

Writing Skills for Academic Purposes Ⅰ Writing Skills for Academic Purposes Ⅱ

Communication Skills for Academic Purposes Ⅰ Communication Skills for Academic Purposes Ⅱ

基礎演習 Ⅰ 基礎演習 Ⅱ

Communication Skills Ⅰ Communication Skills Ⅱ

Reading and Writing Skills Ⅰ Reading and Writing Skills Ⅱ

英語学科　履修系統図

科

目

群
部門 科目群・部門の学修・教育目標

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

１学期 ２学期 ３学期 ４学期 ５学期 ６学期 ７学期 ８学期



発展演習Ⅰ 発展演習Ⅱ 専門演習 専門演習 専門演習 専門演習

全学共通授業科目 全カリの欄を参照

演習

フランス語やフランス語圏の言語・歴史・文化・社会に関する
系統的な専門知識の修得に基づき、独自の課題を主体的に
設定したうえで必要な資料を分析し、その成果を的確に発信
する能力、また、他者と協調してこれらの課題解決に取り組む
能力の涵養を教育目標とする。

入門演習Ⅰ 入門演習Ⅱ

フランス語圏の歴史Ⅱ フランス語圏の政治Ⅰ フランス語圏の政治Ⅱ

フランス語教科教育法Ⅲ フランス語教科教育法Ⅳ

卒業論文
フランス語圏の言語・歴史・文化・社会に関して、テーマを設
定し、調査・研究を進め、その成果を卒業論文として提出でき
るようにすることを教育目標とする。

卒業論文

外国語科目共通科目 外共の欄を参照

交
流
文
化

交流文化に関する各種分野について特定の専門知識を修得
し、分析し、自らの見解を提示できるようにすることを教育目
標とする。

交流文化論 交流文化論

免許
教職免許「外国語（フランス語）」取得に必要な教科の指導法
を修得し、中等教育でのフランス語教育を実践できるようにす
ることを教育目標とする。

フランス語教科教育法Ⅰ フランス語教科教育法Ⅱ

学
科
専
門
科
目

フ
ラ
ン
ス
語
圏
国
際
発
信

フランス語圏の言語・コミュニケーションの諸相に関する専門
知識を修得し、自らの見解を国際的に発信できる能力の涵養
を教育目標とする。

フランス語圏社会共創入門
フランス語圏の現代社会Ⅰ フランス語圏の現代社会Ⅱ フランス語圏の経済Ⅰ フランス語圏の経済Ⅱ

フランス語圏文化構想各論Ⅱ

フ
ラ
ン
ス
語
圏
社
会
共
創

フランス語圏の社会に関する専門知識を修得し、現代社会が
抱える課題に対して解決策を提示できる能力の涵養を教育
目標とする。

フランス語圏文化構想講読Ⅰ フランス語圏文化構想講読Ⅱ

フランス地域論Ⅰ フランス地域論Ⅱ フランス語圏の食と環境Ⅰ フランス語圏の食と環境Ⅱ

フランス語圏の歴史Ⅰ

フ
ラ
ン
ス
語
圏
文
化
構
想

フランス語圏の芸術文化に関する専門知識を修得し、作品の
分析を通じた文化構想力の涵養を教育目標とする。

フランス語圏文化構想各論Ⅰ

データで学ぶフランス語圏Ⅰ データで学ぶフランス語圏Ⅱ

フランス語圏社会共創各論Ⅰ フランス語圏社会共創各論Ⅱ

フランス語圏社会共創講読Ⅰ フランス語圏社会共創講読Ⅱ

フランス語圏の文学Ⅱ
フランス語圏文化構想入門

フランス語圏の表象文化Ⅰ フランス語圏の表象文化Ⅱ フランス語圏の詩と音楽Ⅰ フランス語圏の詩と音楽Ⅱ

フランス語圏国際発信各論Ⅱ

フランス語圏国際発信講読Ⅰ フランス語圏国際発信講読Ⅱ

フランス語圏の美術Ⅰ フランス語圏の美術Ⅱ フランス語圏の思想Ⅰ フランス語圏の思想Ⅱ

フランス文学史Ⅰ

フランス語圏国際発信各論Ⅰ

フランス文学史Ⅱ フランス語圏の文学Ⅰ

フランス語翻訳Ⅱ

フランス語言語教育論Ⅰ フランス語言語教育Ⅱ メディアのフランス語Ⅰ メディアのフランス語Ⅱ

フランス語圏国際発信入門
フランス語圏の地理と景観Ⅰ フランス語圏の地理と景観Ⅱ フランス語圏の公共デザインⅠ フランス語圏の公共デザインⅡ

フランス語学論Ⅰ フランス語学論Ⅱ フランス語翻訳Ⅰ

フランス語会話（応用）Ⅰ フランス語会話（応用）Ⅱ

ビジネスフランス語Ⅰ ビジネスフランス語Ⅱ

フランス語聴解（中級）Ⅰ フランス語聴解（中級）Ⅱ

総合フランス語Ⅱ

フランス語文章表現法（中級）Ⅰ フランス語文章表現法（中級）Ⅱ

フランス語文章表現法（応用）Ⅰ フランス語文章表現法（応用）Ⅱ

フランス語会話（中級）Ⅰ フランス語会話（中級）Ⅱ

フランス語Ⅳ（聴解）

フランス語Ⅰ（聴解） フランス語Ⅱ（聴解） フランス語Ⅲ（講読） フランス語Ⅳ（講読）

総合フランス語Ⅰ

フランス語Ⅳ（構文）

フランス語Ⅰ（講読） フランス語Ⅱ（講読） フランス語Ⅲ（総合） フランス語Ⅳ（総合）

フランス語Ⅰ（総合） フランス語Ⅱ（総合） フランス語Ⅲ（会話） フランス語Ⅳ（会話）

学
科
基
礎
科
目

、
学
科
共
通
科
目

フ
ラ
ン
ス
語

フランス語の「聞く」「話す」「読む」「書く」という4技能に関し
て、口頭での受容と産出および書き言葉での受容と産出に
よって、他者とフランス語でコミュニケーションを図り、情報を
収集することのできる専門的能力の涵養を教育目標とする。

フランス語Ⅰ（文法） フランス語Ⅱ（文法） フランス語Ⅲ（構文）

フランス語Ⅰ（会話） フランス語Ⅱ（会話） フランス語Ⅲ（聴解）

フランス語圏留学準備演習

フランス語学科　履修系統図

科
目
群

部
門

科目群・部門の学修・教育目標

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

１学期 ２学期 ３学期 ４学期 ５学期 ６学期 ７学期 ８学期



交流文化学科　履修系統図

科

目

群
部門 科目群・部門の学修・教育目標

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

１学期 ２学期 ３学期 ４学期 ５学期 ６学期 ７学期 ８学期

学
科
基
礎
科
目

、
学
科
専
門
科
目

（
英
語

）

概論

・交流文化学科における学修に必要なアカデミックスキル、
および「ツーリズム」、「トランスナショナル文化」、「グローバ
ル社会」各部門の学びの基礎となる知識や視点を修得す
ることを教育目標とする。

交流文化の世界 交流文化概論（ツーリズム）

交流文化概論（トランスナショナル文化）

交流文化概論（グローバル社会）

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ

英
語

CompositionⅡ

College Grammar

Reading for GenresⅠ Reading for GenresⅡ Reading for Disciplinary StudiesⅠ Reading for Disciplinary StudiesⅡ 翻訳Ⅰ 翻訳Ⅱ

・発話、聞き取り、書き取りの能力や英語の語彙を増やす
など総合的な英語力を修得し、英文マテリアルを日本語を
介さず英語で論理的に思考し、英語で討議、レポート、小
論文、卒業論文に応用できるようにすることを教育目標と
する。

Wonders of the English LanguageⅠ Wonders of the English LanguageⅡ

Communication SkillsⅠ Communication SkillsⅡ Sounds of English Listening and Pronunciation

Communicative GrammarⅠ Communicative GrammarⅡ College Grammar

English for BusinessⅠ English for BusinessⅡ Business Writing Business Writing
Introduction to Culture and Life Around the WorldⅠ Introduction to Culture and Life Around the WorldⅡ

CompositionⅠ Advanced Academic Writing Creative Writing Creative Writing

Roundtable DiscussionⅠ Roundtable DiscussionⅡ Dokkyo DoTTS English ForumⅠ Dokkyo DoTTS English ForumⅡ

English in Films
Japanese Art History

Discussion Discussion
English for Media Literacy

Discussion and Presentation Debate and Public SpeakingⅠ Debate and Public SpeakingⅡ

English for Tourism and HospitalityⅠ English for Tourism and HospitalityⅡ English for Tourism and HospitalityⅢ English for Tourism and HospitalityⅣ

通訳Ⅰ 通訳Ⅱ

エスニック・ツーリズム論
ツーリズム人類学 ツーリズム文化論

ツーリズム政策論 ツーリズム特殊講義 ツーリズム特殊講義

学
科
専
門
科
目

ツ
ー

リ
ズ
ム

・ツーリズムに関する専門的知識を修得し、諸問題につい
て様々な視点から分析し、自らの見解を提示できるように
することを教育目標とする。

ツーリズム・リテラシー論 オルタナティブ・ツーリズム論

フィールドワーク論

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ

ョ
ナ
ル
文
化

・トランスナショナル文化に関する専門的知識を修得し、諸
問題について様々な視点から分析し、自らの見解を提示で
きるようにすることを教育目標とする。

食の文化論 トランスナショナル社会学

トランスナショナル文化特殊講義 トランスナショナル文化特殊講義

表象文化論 国際子ども人権論

英語圏の文化と文学

英語圏のエリア・スタディーズa 英語圏のエリア・スタディーズb

グローバル社会文献セミナーa

トランスナショナル文化特殊講義

ツーリズム特殊講義
ツーリズム事業論 ホテル・クルーズ事業論

地域づくり論 ツーリズムキャリア実習
航空事業論 国際イベント・コンベンション論

国際ジェンダー論

メディア社会学

トランスナショナル文化論 トランスナショナル・メディア論

ヨーロッパの文化Ⅰ ヨーロッパの文化Ⅱ

グ
ロ
ー

バ
ル
社
会

・グローバル社会に関する専門的知識を修得し、諸問題に
ついて様々な視点から分析し、自らの見解を提示できるよ
うにすることを教育目標とする。

Understanding Global Studies グローバル政治経済入門

Global Societies and Cultures

グローバル・ヒストリーa グローバル・ヒストリーb

ヨーロッパの社会Ⅰ ヨーロッパの社会Ⅱ

グローバル社会特殊講義b
国際開発論 グローカル開発論

アメリカ社会と世界 オーストラリアの政治と外交 アジアの政治・経済・国際関係 アフリカの政治・経済・国際関係

グローバル社会文献セミナーb
国際協力論 国際交流論

グローバル社会特殊講義a グローバル社会特殊講義b

演習 演習

全学共通授業科目 全カリの欄を参照

演習 演習ごとにテーマに沿って系統的な知識を修得したうえで、口頭発表や論文・レポート執筆など
を通して、論理的で説得力のある自己表現ができるようにする。 演習 演習

英語科教科教育法Ⅳ

卒業論文
言語・ツーリズム・トランスナショナル文化・グローバル社会などに関し、テーマを設定し、調査・
研究を進め、その成果を卒業論文として提出できるようにする。 卒業論文 卒業論文

外国語科目共通科目 外共の欄を参照

教職関連
科目

中学・高校の免許（英語）取得に必要な言語学修・修得および教科指導に関する理論の理解と
授業実践の修得を教育目標とする。 英語科教科教育法Ⅰ 英語科教科教育法Ⅱ 英語科教科教育法Ⅲ







経営学原理a 経営学原理b

全学共通授業科
目

全カリの欄を参照

専門
外国語

理論・計
量

歴史

経済政
策・応用

経済

地理・地
誌

人口・保
健・  医

療

政治・法
律

総合講
座・特殊

講義

学科専
門科目

教職関連科目

演習科目

社会で活躍する方々の講演や従来の科目の枠組
を超えた専門知識を修得し、自分の将来設計を
考え、現代社会に対処できるようにすることを教
育目標とする。

演習ごとのテーマに沿って専門知識を修得し、プ
レゼンテーション、フィールドワーク、レポート・論
文執筆などを通して、論理的に見解を述べ、議論
ができるようになることを教育目標とする。

専門領域に関する外国語で書かれた文献を講読
したり、Webから情報を収集したり、外国語で見解
を述べることができるようになることを教育目標と
する。

経済を理論的に理解し、理論の妥当性を統計的
に判断する力を修得することを教育目標とする。

国際経
済

さまざまな国際的経済問題を理論的・実証的に発
見・理解し、その解決のために経済学の知見を活
かす力を修得することを教育目標とする。

経済を歴史的に理解し、歴史から得られる知見を
現在と未来の経済社会をより良いものとするため
に活かす力を修得することを教育目標とする。

さまざまな社会経済問題を理論的・実証的に発
見・理解し、その解決のために経済学の知見を活
かす力を修得することを教育目標とする。

地理・地誌に関する専門知識を修得し、人間社会
と自然環境との関係について理解し、地域調査や
地理情報システムによる分析のうえ、見解を提示
できるようにすることを教育目標とする。

人口・保健・医療に関する専門知識を修得し、人
口・保健・医療に関する政策効果について分析の
うえ、見解を提示できるようにすることを教育目標
とする。

政治・法律に関する専門知識を修得し、政治にお
ける諸問題を分析し、各領域で法解釈を行い、見
解を提示できるようにすることを教育目標とする。

中学校・高等学校の社会科・地理歴史科・公民科
に関する教育法の基礎的知識、および学習指導
要領に基づく学習指導案を作成できる力と指導技
術を修得し、授業のあり方について分析を行い、
見解を提示できるようにすることを教育目標とす
る。

社会・地理歴史科教育法Ⅰ

演習Ⅲa 演習Ⅲb演習Ⅰa 演習Ⅰb 演習Ⅱa

社会・公民科教育法Ⅰ

社会科教育法Ⅰ 社会科教育法Ⅱ

社会・公民科教育法Ⅱ

演習Ⅱb

社会・地理歴史科教育法Ⅲ

特殊講義b 総合講座a 総合講座b

社会・地理歴史科教育法Ⅱ

オセアニア経済論b

特殊講義a

法学a 法学b 民法ａ 民法ｂ

医療経済学b

中東経済論b

政治学総論a 政治学総論b 知的財産権法a 知的財産権法b

医療経済学a

精神保健福祉論a 精神保健福祉論b 社会保障論a 社会保障b

中東経済論a

アフリカ経済論a アフリカ経済論b

オセアニア経済論a

南アジア経済論a 南アジア経済論b

開発経済学a 開発経済学b

ラテンアメリカ経済論a ラテンアメリカ経済論b

東南アジア経済論a 東南アジア経済論b

ヨーロッパ経済論a ヨーロッパ経済論b

産業政策論a 産業政策論b

経済社会学a 経済社会学b

産業組織論b

行動経済学a 行動経済学b

経済地誌ａ 経済地誌ｂ 経済地理学a 経済地理学b

東アジア・中国経済論a 東アジア・中国経済論b 国際貿易論a 国際貿易論b

アメリカ経済論a アメリカ経済論b 国際経済学a 国際経済学b

国際金融論a 国際金融論b

労働経済学a 労働経済学b

農業経済学a 農業経済学b

都市経済学a 都市経済学b

資源・エネルギー経済論a 資源・エネルギー経済論b

環境政策論a 環境政策論b

地方財政論a 地方財政論b

日本経済論a 日本経済論b 経済政策論a 経済政策論b

産業組織論a

金融論a 金融論b

財政学a 財政学b

公共経済学a 公共経済学b

金融システム論a 金融システム論b

日本経済史a 日本経済史b

社会経済史ａ 社会経済史ｂ

外国経済史a 外国経済史b

日本史概論

東洋史概論

西洋史概論

日本社会史a 日本社会史b

多変量解析a 多変量解析b

経済統計論a 経済統計論b

計量経済学a 計量経済学b

ゲーム理論a ゲーム理論b

経済学史a 経済学史b

上級ミクロ経済学b

上級マクロ経済学a 上級マクロ経済学b

上級ミクロ経済学a

専門英語b

専門中国語a 専門中国語b

専門英語a

環境学 サステイナビリティ学

情報社会論a 情報社会論b

統計学a 統計学b

会計学a 会計学b マクロ経済学a マクロ経済学b

ミクロ経済学a

簿記原理a 簿記原理b 経済経営数学a 経済経営数学b

経済経営数学入門 統計学入門

コンピューターリテラシーa

経済学（ミクロ） 経済学（マクロ）

コンピューターリテラシーb

2024年度
カリキュラム

学科基
礎科目

経済学科の専門分野に進んでいくために、その前
提となる基礎的知識を身につけることを教育目標
とする。

４年次

５学期 ６学期 ７学期 ８学期

経済学部で学修していくために必要なアカデミック
スキル、経済学、経営学、数学、統計学分野の基
礎力を修得することを教育目標とする。

部門

経済学科　履修系統図

群 群・部門の学修・教育目標

１年次 ２年次

学部基
礎科目

クラスセミナー

経営学a 経営学b

１学期 ２学期 ３学期 ４学期

３年次

ミクロ経済学b



会計に関する専門知識を修得し、会計に関する
諸問題について分析のうえ、見解を提示できる
ようにすることを教育目標とする。

マーケティング論a マーケティング論b

保険論a 保険論b

財務会計論a 財務会計論b

マルチメディア論a マルチメディア論b

全学共通授業科
目

全カリの欄を参照

部門

専門外
国語

経営

歴史

情報・統
計

経営シ
ステム

人口・保
健・医療

政治・法
律

総合講
座・特殊

講義

学科専
門科目

教職関連科目

演習科目

中学校・高等学校の社会科・公民科及び情報科
に関する教育法の基礎的知識、および学習指
導要領に基づく学習指導案を作成できる力と指
導技術を修得し、授業のあり方について分析を
行い、見解を提示できるようにすることを教育目
標とする。

社会で活躍する方々の講演や従来の科目の枠
組を超えた専門知識を修得し、自分の将来設計
を考え、現代社会に対処できるようにすることを
教育目標とする。

演習ごとのテーマに沿って専門知識を修得し、
プレゼンテーション、フィールドワーク、レポート・
論文執筆などを通して、論理的に見解を述べ、
議論ができるようになることを教育目標とする。

専門領域に関する外国語で書かれた文献を講
読したり、Webから情報を収集したり、外国語で
見解を述べることができるようになることを教育
目標とする。

経営に関する専門知識を修得し、企業や組織の
経営上の問題について分析のうえ、見解を提示
できるようにすることを教育目標とする。

歴史に関する専門知識を修得し、日本や外国の
経営史について分析のうえ、見解を提示できる
ようにすることを教育目標とする。

政治・法律に関する専門知識を修得し、政治に
おける諸問題を分析し、各領域で法解釈を行
い、見解を提示できるようにすることを教育目標
とする。

人口・保健・医療に関する専門知識を修得し、人
口・保健・医療に関する政策効果について分析
のうえ、見解を提示できるようにすることを教育
目標とする。

情報・統計分析に関する専門知識を修得し、コ
ンピュータを実践的な技能を身につけ、社会現
象や人々の意識・行動について分析のうえ、見
解を提示できるようにすることを教育目標とす
る。

経営システムに関する専門知識を修得し、経営
システム上の問題について分析のうえ、見解を
提示できるようにすることを教育目標とする。

ビジネス

ビジネスに関する専門知識を修得し、ビジネス
環境やビジネス上の問題について分析のうえ、
見解を提示できるようにすることを教育目標とす
る。

４年次

１学期 ２学期 ３学期 ４学期 ５学期 ６学期 ７学期 ８学期

ミクロ経済学a ミクロ経済学b

簿記原理a 簿記原理b

経済経営数学a 経済経営数学b

マクロ経済学a マクロ経済学b

会計

経営学原理b

経営学a

経営学科　履修系統図

群 群・部門の学修・教育目標

１年次 ２年次 ３年次

学部基
礎科目

経済学（ミクロ） 経済学（マクロ）

クラスセミナー

経済学部で学修していくために必要なアカデミッ
クスキル、経済学、経営学、数学、統計学分野
の基礎力を修得することを教育目標とする。

経済経営数学入門 統計学入門

経営学b

専門英語b

環境学 サステイナビリティ学

情報社会論a 情報社会論b

コンピューターリテラシーa コンピューターリテラシーb

経営学原理a

統計学a 統計学b

専門英語a

経営組織論a 経営組織論b

経営管理論a 経営管理論b 経営戦略論a 経営戦略論b

専門中国語a 専門中国語b

NPOマネジメント論a NPOマネジメント論b

国際経営論a 国際経営論b

人的資源管理論a 人的資源管理論b

経営財務論a 経営財務論b

研究・開発マネジメントa 研究・開発マネジメントb

リスク・マネジメント論a リスク・マネジメント論b

企業経済論b企業論a 企業論b 企業経済論a

経営社会学a 経営社会学b

ゲーム理論a ゲーム理論b

ベンチャー企業論a ベンチャー企業論b 行動科学論a 行動科学論b

証券市場論a 証券市場論b

国際貿易論a 国際貿易論b

広告論a 広告論b

日本経営史a

外国経営史a

日本経営史b

外国経営史b

租税法a 租税法b

社会会計論b

国際会計論a 国際会計論b 会計監査論a 会計監査論b

上級簿記a 上級簿記b 会計学原理a 会計学原理b 社会会計論a

コンピュータ・アーキテクチャ

情報と職業 多変量解析a 多変量解析b

情報メディア論

データマイニング論a データマイニング論b

アルゴリズム論a 情報検索論a 情報検索論b

管理会計論a 管理会計論b

原価計算論a 原価計算論b

公会計論a 公会計論b

オペレーションズ・リサーチa オペレーションズ・リサーチb

プログラミング応用a プログラミング応用b

情報通信ネットワークb情報通信ネットワークa

情報システム論a 情報システム論b

ウェブデザイン論a ウェブデザイン論b

アルゴリズム論b

プログラミング論a プログラミング論b

データベース論a データベース論b

社会・公民科教育法Ⅰ

経営意思決定論a

法学a 法学b

知的財産法a

特殊講義a 特殊講義b 総合講座a 総合講座b

社会保障論a

政治学総論a 政治学総論b

社会科教育法Ⅰ 社会科教育法Ⅱ

演習Ⅰa 演習Ⅰb

精神保健福祉論b

情報セキュリティ論a 情報セキュリティ論b

精神保健福祉論a

知的財産法b

会社法ａ 会社法ｂ

社会保障論b

社会・公民科教育法Ⅱ

情報科教育法Ⅰ

情報科教育法Ⅱ

経営意思決定論b

システムズ・エンジニアリングa システムズ・エンジニアリングb

医療経済学a 医療経済学b

演習Ⅲb演習Ⅱa 演習Ⅱb 演習Ⅲa

2024年度
カリキュラム

学科基
礎科目

経営学科の専門分野に進んでいくために、その
前提となる基礎的知識を身につけることを教育
目標とする。



 

全学共通授業科
目

全カリの欄を参照

部門

公共経
済

環境

国際

外国経
済

調査・統
計分析

中学校・高等学校の社会科・公民科に関する
教育法の基礎的知識、および学習指導要領に
基づく学習指導案を作成できる力と指導技術を
修得し、授業のあり方について分析を行い、見
解を提示できるようにすることを教育目標とす
る。

教職関連科目

環境に関する専門知識を修得し、環境政策の
効果について分析のうえ、見解を提示できるよ
うにすることを教育目標とする。

国際社会や国際問題に関する専門知識を修得
し、国際的な政策効果や各国の相互依存関係
について分析のうえ、見解を提示できるように
することを教育目標とする。

各国経済や地域経済に関する専門知識を修得
し、各国や地域の政策について分析のうえ、見
解を提示できるようにすることを教育目標とす
る。

調査・統計分析に関する専門知識を修得し、社
会現象や人々の意識・行動について分析のう
え、見解を提示できるようにすることを教育目
標とする。

地域社会の抱える課題に関する専門知識を修
得し、地域づくりや地域活性化の実践について
分析のうえ、見解を提示できるようにすることを
教育目標とする。

公共経済に関する専門知識を修得し、公共政
策の効果について分析のうえ、見解を提示でき
るようにすることを教育目標とする。

人口・保健・医療に関する専門知識を修得し、
人口・保健・医療に関する政策効果について分
析のうえ、見解を提示できるようにすることを教
育目標とする。

演習ごとのテーマに沿って専門知識を修得し、
プレゼンテーション、フィールドワーク、レポー
ト・論文執筆などを通して、論理的に見解を述
べ、議論ができるようになることを教育目標と
する。

政治・法律に関する専門知識を修得し、政治に
おける諸問題を分析し、各領域で法解釈を行
い、見解を提示できるようにすることを教育目
標とする。

地域・実
践

精神保健福祉論a

地域調査論 地理情報システム論

精神保健福祉論b

地域活性化論

医療経済学a 医療経済学b

地域メディア論

行動経済学a 行動経済学b

資源・エネルギー経済論b

地球環境論a 地球環境論b

資源・エネルギー経済論a

NPOマネジメント論a NPOマネジメント論b

社会保障論a 社会保障論b

環境経済学a

計量経済学b

環境経済学b

社会調査論a

演習Ⅱb

社会・公民科教育法Ⅱ

社会科教育法Ⅰ 社会科教育法Ⅱ

社会・公民科教育法Ⅰ

特殊講義b 総合講座a 総合講座b

法学a 法学b

演習Ⅲb演習Ⅲa

政治学総論a 政治学総論b

演習Ⅰa 演習Ⅰb 演習Ⅱa

ソーシャル・ビジネス論a ソーシャル・ビジネス論b

地域づくり論

社会調査論b

多変量解析a 多変量解析b

経済統計論a 経済統計論b 計量経済学a

中東経済論a 中東経済論b

アフリカ経済論a アフリカ経済論b

オセアニア経済論a オセアニア経済論b

南アジア経済論a 南アジア経済論b

東アジア・中国経済論a 東アジア・中国経済論b ラテンアメリカ経済論a ラテンアメリカ経済論b

アメリカ経済論a アメリカ経済論b ヨーロッパ経済論a ヨーロッパ経済論b

東南アジア経済論a 東南アジア経済論b

国際NPO論a 国際NPO論b

開発社会学

国際開発論a 国際開発論b

国際経営論a 国際経営論b

国際組織論a 国際組織論b

開発経済学a 開発経済学b

国際金融論a 国際金融論b

国際貿易論a 国際貿易論b 国際協力論a 国際協力論b

国際経済学a 国際経済学b 国際政治経済学a 国際政治経済学b

国際公共政策論a 国際公共政策論b 国際経済法a 国際経済法b

環境ビジネス論a 環境ビジネス論b

国際環境法a 国際環境法b

地域生態論b

農業経済学a 農業経済学b 環境マネジメント論a 環境マネジメント論b

地域生態論a

環境法a

環境政策論a 環境政策論b

環境法b

英語ビジネス・コミュニケーション実務

経済政策論a 経済政策論b

上級マクロ経済学a 上級マクロ経済学b産業組織論a 産業組織論b

公共経済学a 公共経済学b

ゲーム理論a ゲーム理論b 上級ミクロ経済学a 上級ミクロ経済学b

情報社会論a 情報社会論b

会計学a 会計学b

統計学a 統計学b簿記原理a 簿記原理b

メディア英語 Introductory Lectures

英語ビジネス・コミュニケーション

専門英語a 専門英語b

専門中国語a

経済経営数学b経済経営数学a

経営学原理a 経営学原理b

専門中国語b

サステイナビリティ学

コンピューターリテラシーa コンピューターリテラシーb

ミクロ経済学a ミクロ経済学b

マクロ経済学a マクロ経済学b

４年次

１学期 ２学期 ３学期 ４学期 ５学期 ６学期 ７学期 ８学期

１年次 ２年次 ３年次

クラスセミナー

経済経営数学入門 統計学入門

経営学a 経営学b

経済学（ミクロ） 経済学（マクロ）

2024年度
カリキュラム

政治・法
律

総合講
座・特殊

講義

演習科目

国際環境経済学科　履修系統図

群 群・部門の学修・教育目標

国際環境経済学科の専門分野に進んでいくた
めに、その前提となる基礎的知識を身につける
ことを教育目標とする。

経済学部で学修していくために必要なアカデ
ミックスキル、経済学、経営学、数学、統計学
分野の基礎力を修得することを教育目標とす
る。

学部基
礎科目

学科基
礎科目

社会で活躍する方々の講演や従来の科目の
枠組を超えた専門知識を修得し、自分の将来
設計を考え、現代社会に対処できるようにする
ことを教育目標とする。

人口・保
健・医療

学科専
門科目

専門外
国語

専門領域に関する外国語で書かれた文献を講
読したり、Webから情報を収集したり、外国語で
見解を述べることができるようになることを教育
目標とする。

環境学

特殊講義a



法学部　法律学科　履修系統図

免
許

中学校や高等学校の社会科系科目に関する教育法の基礎的
知識および学習指導要領に基づく実践的な世界史学習指導案
を作成できる力と指導技術を修得し、更に授業のあり方につい
て分析を行い、自らの見解を提示できるようにすることを教育目
標とする。

特講
従来の開設科目で触れてこなかった法律分野の専門知識を修得し、基本
かつ重要な項目を正確に理解し、個別の事象について自らの見解を提示
できるようにすることを教育目標とする。

入
門

基礎法に関する専門知識を修得し、判例・学説や諸課題
等を正しく理解し、個別の事象について自らの見解を提
示できるようにすることを教育目標とする。

法学および政治学を学ぶうえでの基礎知識を修得し、各
分野の判例・学説や諸課題等を正しく理解し、個別の事
象について自らの見解を提示できるようにすることを教育
目標とする（科目名の後ろに※印で表示）。

地方自治法 b

教育法a 教育法b

租税法a 租税法 b

憲法・発展憲法入門　※◎◇ 憲法・人権　◎◇

東洋史

公
法

公法に関する専門知識を修得し、判例・学説や諸課題等
を正しく理解し、個別の事象について自らの見解を提示
できるようにすることを教育目標とする。

基
礎
法

地方自治法a

演習Ⅱa

西洋史

日本史

基礎演習　◎△◇ 基礎演習　◎△◇ 演習Ⅰa 演習Ⅰb

社会・地理歴史科教育法Ⅰ

社会科教育法Ⅰ

社会・地理歴史科教育法Ⅱ 社会・地理歴史科教育法Ⅲ

社会・公民科教育法Ⅰ 社会・公民科教育法Ⅱ

社会科教育法Ⅱ

西洋法制史a 西洋法制史b

ドイツ法 ドイツ法特論
※国際関係法学科科目

アジア法a

EU法a EU法b

フランス法特論
※国際関係法学科科目

フランス法

法律学科　履修系統図

部門の学修・教育目標

外国法に関する専門知識を修得し、判例・学説や諸課題
等を正しく理解し、個別の事象について自らの見解を提
示できるようにすることを教育目標とする。

部門
１年次 ２年次

法心理学a 法心理学b

外
国
法

法思想史 法哲学

比較法史

日本法制史 日本近代法史

社会科学概論

凡例 ◎：行政法務コース必修科目、　△：企業法務コース必修科目、　◇法曹コース必修科目

４年次

１学期 ２学期 ３学期 ４学期 ５学期 ６学期 ７学期 ８学期

３年次

外国書講読Ⅰ 外国書講読Ⅱ

英米法 英米法特論
※国際関係法学科科目

アジア法b

行政法Ⅰ　◎ 行政法Ⅱ　◎ 行政法Ⅲ

憲法・統治

比較公法

会社法Ⅰ　△ 会社法Ⅱ　△ 支払決済法

民法入門　※△◇ 民法Ⅰ 民法Ⅱ 民法Ⅲ 民法Ⅳ 民法Ⅴ

国際私法a 国際私法b 国際取引法

刑法入門　※ 刑法総論Ⅰ　◇ 刑法総論Ⅱ　◇

刑法各論Ⅰ 刑事政策a 刑事政策b

知的財産権法Ⅰ

企業法総則・商行為

保険法

環境法a 環境法b

社会保障法b

労働法a 労働法b

消費者法

社会保障法a

経済法

国際政治学基礎

倒産法

民事訴訟法a 民事訴訟法b 民事執行・保全法

刑事訴訟法a 刑事訴訟法b

国際人道法

国際環境法a 国際環境法b

国際法Ⅰ 国際法Ⅱ

民
事
法

少年法a

民事法に関する専門知識を修得し、判例・学説や諸課題
等を正しく理解し、個別の事象について自らの見解を提
示できるようにすることを教育目標とする。

刑事法に関する専門知識を修得し、判例・学説や諸課題
等を正しく理解し、個別の事象について自らの見解を提
示できるようにすることを教育目標とする。

知的財産権法Ⅱ

刑
事
法

知的財産権法Ⅲ

演習Ⅱb

法社会学a 法社会学b

日本政治論

地方自治論行政学a 行政学b

日本政治史

比較政治a 比較政治b

会計学a 会計学b

西洋政治史a 西洋政治史b

法曹特講　◇

手
続
法

国
際
関
係

政
治

少年法b

刑法各論Ⅱ

政治学原論 政治過程論
※総合政策学科科目

政治思想史総合政策入門　※

国際法入門　※ 国際法Ⅲ

全学共通
授業科目 全カリの欄を参照

社会法に関する専門知識を修得し、判例・学説や諸課題
等を正しく理解し、個別の事象について自らの見解を提
示できるようにすることを教育目標とする。

手続法に関する専門知識を修得し、判例・学説や諸課題
等を正しく理解し、個別の事象について自らの見解を提
示できるようにすることを教育目標とする。

国際関係に関する専門知識を修得し、判例・学説や現行
制度の諸課題等を正しく理解し、個別の事象について自
らの見解を提示できるようにすることを教育目標とする。

政治に関する専門知識を修得し、現行制度の諸課題等
を正しく理解し、個別の事象について自らの見解を提示
できるようにすることを教育目標とする。

法学や政治学に関する現実社会の状況に触れ、個別の事象について自ら
の見解を提示できるようにすることを教育目標とする。

社
会
法

歴
史

社会および歴史の授業を行う際に必要とされる歴史の通史的展
開、歴史研究および歴史教育の役割や意義、異文化理解の複
雑性等について、主体的に解説できるようにすることを教育目
標とする。

総合
講座 法政総合講座

法律学特講

入門演習　※◎△◇演習

法学や政治学の特定分野に関する専門知識を更に蓄積し、また社会一般
で通用するレベルに法的・論理的な思考力、表現力、問題解決能力、政策
立案能力等を研鑽することで、専門的で複雑な事柄を正確に理解し、個別
の事象について高度な見解を示すことができるようにすることを教育目標
とする。

社会・
経済

社会・経済に関する専門知識を修得し、各分野の諸課題等を正しく理解
し、個別の事象について自らの見解を提示できるようにすることを教育目
標とする。

経済学入門



法学部　国際関係法学科　履修系統図

全学共通
授業科目 全カリの欄を参照

基礎演習　※ 基礎演習　※ 演習Ⅰa 演習Ⅰb 演習Ⅱa 演習Ⅱb

総合
講座

法学や政治学に関する現実社会の状況に触れ、個別の事象につい
て自らの見解を提示できるようにすることを教育目標とする。 法政総合講座

演習

法学や政治学の特定分野に関する専門知識を更に蓄積し、また社会一般で通
用するレベルに法的・論理的な思考力、表現力、問題解決能力、政策立案能力
等を研鑽することで、専門的で複雑な事柄を正確に理解し、個別の事象につい
て高度な見解を示すことができるようにすることを教育目標とする。

入門演習　※

文献
講読

外国語文献の講読により、諸外国の法制度や国際
政治を正しく理解し、個別の事象について自らの見
解を提示できるようにすることを教育目標とする。

外国書講読Ⅰ 外国書講読Ⅱ

比
較
・
地
域
研
究

比較・地域研究に関する専門知識を修得し、現行制
度の諸課題等を正しく理解し、個別の事象について
自らの見解を提示できるようにすることを教育目標と
する。

日本法制史 日本近代法史 西洋法制史a 西洋法制史b

地域政治史

アジア政治論a アジア政治論b

人権の歴史

行政学a 行政学b 地方自治論

西洋政治思想史

日本政治論 西洋政治史a 西洋政治史b

総合政策入門　※ 政治学原論
※法律学科科目

政治過程論 比較政治a　※ 比較政治b　※

地域研究特講

国
際
経
済

国際経済に関する専門知識を修得し、現行制度の諸
課題等を正しく理解し、個別の事象について自らの
見解を提示できるようにすることを教育目標とする。

日本経済論a 日本経済論b

国際金融論a 国際金融論b

国際政治特講

多国籍企業論a 多国籍企業論b

国際協力論a 国際協力論b

国際経済論a 国際経済論b

国
際
政
治

国際政治学a　※ 国際政治学b　※

環境法a 環境法b

日本政治外交史a 日本政治外交史b 平和学a 平和学b

刑法入門　※ 刑法総論Ⅰ 刑法総論Ⅱ

刑法各論Ⅰ 刑法各論Ⅱ 刑事政策a 刑事政策b

関
連
法

国際関係法と関連のある様々な法に関する専門知
識を修得し、各分野の判例・学説や諸課題等を正しく
理解し、個別の事象について自らの見解を提示でき
るようにすることを教育目標とする。

憲法入門　※ 憲法・人権　※

国際関係史a 国際関係史b

民法Ⅳ 民法Ⅴ

会社法Ⅰ 会社法Ⅱ 企業法総則・商行為

民法入門　※ 民法Ⅰ　※ 民法Ⅱ 民法Ⅲ

国際政治に関する専門知識を修得し、現行制度の諸
課題等を正しく理解し、個別の事象について自らの
見解を提示できるようにすることを教育目標とする。

国際関係論a 国際関係論b

アメリカ政治外交史a アメリカ政治外交史b

行政法Ⅰ 行政法Ⅱ 行政法Ⅲ

比較私法

憲法・統治 憲法・発展

比較会社法a 比較会社法b

比較法史　※

比較公法

比較法概論a　※ 比較法概論b　※

EU法a EU法b

アジア法a アジア法b

国際家族法

模擬裁判

国際関係法特講

比
較
法
・

外
国
法

比較法・外国法に関する専門知識を修得し、各分野
の判例・学説や諸課題等を正しく理解し、個別の事
象について自らの見解を提示できるようにすることを
教育目標とする。

英米法
※法律学科科目

英米法特論

国
際
関
係
法

国際関係法に関する専門知識を修得し、判例・学説
や諸課題等を正しく理解し、個別の事象について自
らの見解を提示できるようにすることを教育目標とす
る。

ドイツ法
※法律学科科目

ドイツ法特論

フランス法
※法律学科科目

フランス法特論

国際環境法a 国際環境法b

国際租税法

国際人権法a 国際人権法b

国際取引法 国際民事訴訟法

国際知的財産権法

国際経済法 国際開発協力法

国際人道法　

国際組織法

国際関係法入門　※ 国際法Ⅰ　※ 国際法Ⅱ　※ 国際法Ⅲ　※

国際私法a　※ 国際私法b　※

４年次

１学期 ２学期 ３学期 ４学期 ５学期 ６学期 ７学期 ８学期

国際関係法学科　履修系統図

部門 部門の学修・教育目標
１年次 ２年次 ３年次

基
本

法学や政治学の基本に関する知識を修得し、各分野の判例・学説や
諸課題等を正しく理解し、個別の事象について自らの見解を提示で
きるようにすることを教育目標とする
（※印のある科目も基本に該当する）。

社会科学概論



法学部　総合政策学科　履修系統図

演習Ⅰb 演習Ⅱa 演習Ⅱb

全学共通
授業科目 全カリの欄を参照

演習

政治学や法学の特定分野に関する専門知識を更に蓄積し、また社会一般で通用
するレベルに法的・論理的な思考力、表現力、問題解決能力、政策立案能力等を
研鑽することで、専門的で複雑な事柄を正確に理解し、個別の事象について高度
な見解を示すことができるようにすることを教育目標とする。 入門演習　※ 基礎演習　※ 基礎演習　※ 演習Ⅰa

文献
講読

外国語文献の講読により、諸外国の法制度や国際政治を正しく理解
し、個別の事象について自らの見解を提示できるようにすることを教
育目標とする。 外国書講読Ⅰ 外国書講読Ⅱ

総合
講座

政治学や法学に関する現実社会の状況に触れ、個別の事象につい
て自らの見解を提示できるようにすることを教育目標とする。 法政総合講座

国際人権法a 国際人権法b

国際環境法a 国際環境法b

特講
従来の開設科目で触れてこなかった政治学および法律の専門知識を
修得し、基本かつ重要な項目を正確に理解し、個別の事象について
自らの見解を提示できるようにすることを教育目標とする。

総合政策特講

刑法各論Ⅰ 刑法各論Ⅱ

少年法a 少年法b

国際関係法入門　※ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ

租税法a 租税法b

民事訴訟法a 民事訴訟法b

消費者法

環境法a 環境法b

社会保障法a 社会保障法b

刑事訴訟法a 刑事訴訟法b

経済法 倒産法

保険法

労働法a 労働法b

憲法・発展

会社法Ⅰ 会社法Ⅱ 支払決済法

日本法制史 日本近代法史

法社会学a 法社会学b

国際政治学基礎

アジア政治外交史a アジア政治外交史b

西洋政治思想史

法思想史 法哲学

比較政治a 比較政治b

西洋政治史a 西洋政治史b

日本経済論a 日本経済論b

刑事政策a 刑事政策b

土地法

日本文化論a 日本文化論b 地域文化 多文化共生論

経済政策a 経済政策b 都市政策a 都市政策b

財政学a 財政学b 地方財政論a 地方財政論b

政策過程論 行政過程論

行政学a 行政学b 地方自治論

公共政策学

学
科
専
門
科
目

政
策
・
地
域

政策・地域に関する専門知識を修得し、各分野の諸
課題等を正しく理解し、個別の事象について自らの見
解を提示できるようにすることを教育目標とする。

地域政治論

まちづくり特論

教育法a 教育法b 環境政策a

医療・福祉概論a 医療・福祉概論b 高齢化社会論a 高齢化社会論b

環境政策b

政治学原論
※法律学科科目

政治過程論

日本政治論

日本政治外交史a 日本政治外交史b

企業法総則・商行為

刑法入門　※ 刑法総論Ⅰ 刑法総論Ⅱ

地方自治法a 地方自治法b

民法入門　※ 民法Ⅰ　※ 民法Ⅱ 民法Ⅲ 民法Ⅳ 民法Ⅴ

憲法・人権　※ 憲法・統治

行政法Ⅰ 行政法Ⅱ 行政法Ⅲ

基
礎
科
目

政治学や法学を学ぶうえでの基礎知識を修得し、各分野の判例・学
説や諸課題等を正しく理解し、個別の事象について自らの見解を提示
できるようにすることを教育目標とする。
（※印のある科目も基礎科目に該当する）。

社会科学概論

学
部
専
門
科
目

政治学や法学に関する専門知識を修得し、各分野の
判例・学説や諸課題等を正しく理解し、個別の事象に
ついて自らの見解を提示できるようにすることを教育
目標とする。

憲法入門　※

政治学入門　※

総

合

政

策

入

門

※

法
律

様々な法分野に関する専門知識を修得し、各分野の
判例・学説や諸課題等を正しく理解し、個別の事象に
ついて自らの見解を提示できるようにすることを教育
目標とする。

政
治
・
基
礎
法

政治や基礎法に関する専門知識を修得し、各分野の
諸課題等を正しく理解し、個別の事象について自らの
見解を提示できるようにすることを教育目標とする。

総合政策学科　履修系統図

部門 部門の学修・教育目標
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

１学期 ２学期 ３学期 ４学期 ５学期 ６学期 ７学期 ８学期



  
 

 
 
 

 
 

 
 

 
  

  
  
  
   

 
  

 
  

 
 

 
  

  
  

  
  

  
  

 
 

  
  
  
 

 
  



  
 

  
 

 
  

 

 
 

 
  

  
 

  
 

  
  

  
  

 
 

 

 
 

 
  

 
 

 
 

 

 
 

  
 

 
 

 
 



  
 

 
  

 
 

    

 
   

   

 
   

   

 
   

   

 
   

   
   

    
    

 
 

    

  

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

  
   
 

 
  

   
 

 
  

   
  



  
 

    
 

    
    
 

 
  

   
 

 
  

   
 

 
  

   
 

 
    

 
   

   

 
   

   

 
   

   

 
   

   

 
   

   

 
   

   

 
  

   

 
   

   

 
   

   

 
   

   
   

    
    
    
    
    
    

 



  
 

 
    

 
   

   

 
   

   

 
   

   
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

 
 



獨協大学大学等名

情報科学教育プログラム（初級レベル）教育プログラム名

リテラシーレベル申請レベル

令和８年度申請年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

獨協大学 情報科学教育プログラム （初級レベル） 概要

本プログラムの目的
文理融合型人材の育成

各学部の専門知識×デジタル分野の知識
×語学運用能力

実践的な問題解決手法の習得 
問題の発見・情報の収集・分析

デジタル社会を牽引する 
創造的人材の輩出 

デジタル社会の発展を担う創造的な
人材を育成

多様化・複雑化するこれからのデジタル社会の発展を担う「創造的な人材」の育成

身に付けられる能力
問題の発見、情報の収集と整理

現状の分析、主体的な思考、解決策の発見

分かりやすい表現

修了要件
合計 2 科目 4 単位を修得

組織体制 DX教育推進室 （経済学部に設置）
本プログラムの運営を担当するとともに、大学全体のデジタル教育の質を向上させるための司令塔としての役割を担う

初級レベル の構成
【必修】数理情報リテラシー実践

各学部の専門知識に合わせた実習

外国語学部 情報科学各論

【選択】データサイエンス基礎
興味や難易度によって選択可能

教養としてのデータサイエンス

国際教養学部 情報科学各論Ⅰ・Ⅱ

経済学部 コンピューターリテラシーa・b

法学部 コンピュータ入門a・b

AI・数理データサイエンスを読み解くa

AI・数理データサイエンスを読み解くb

コンピュータと言語 / 情報科学概論

データサイエンス入門a

数理・データサイエンス・AI 

情報科学教育プログラムの構成
アドバンストレベル

人工知能分野/
データサイエンス分野/
プログラミング分野/
メディアデザイン分野

リテラシーレベル
人工知能分野/

データサイエンス分野/
プログラミング分野

初級レベル
データサイエンス基礎/
数理情報リテラシー実践

(MDASHリテラシーレベル)

履修証明書・修了証明書発行

(*各科目2単位)


